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一章　ツッコミ勇者ボーイ　ミーツ（仮）と魔王女様ガール







　――それは年も明けた、冬休みも終わりに近い日。

　夕刻とはいえ日にち没ぼつの早い冬、外はすでに暗くなっている。遅おそくなってしまった事に軽く舌打ちしながら、夕飯の買い出しに行こうとしたとき、宅配便が届いた。




「あざ～っす」

　そう言って、やけにチャラい宅配便の兄ちゃんが去っていく。

「……親おや父じ達たちから、か。この大きさは、いつものアレだろうな……」

　たった今届けられたのは、送り元の住所が記き載さいされていない小包。差出人は『倉くら橋はし 和かず彦ひこ』。俺おれ、『倉橋 和かず希き』の父親。

「いつものパターンって事は……やっぱり当分帰って来る気は無いな」

　考古学者を名乗る親父は、『未知を求めての冒ぼう険けん』と称しようして、助手である母を連れて世界中を飛び回っている。そしてなぜか現在地を教えたくないらしく、贈おくり物ものも知人を経由して送るなど、小細工を施ほどこす程ほどに徹てつ底ていしている。

「ったく。年末年始にも顔を出さないとはねぇ」




　愚ぐ痴ちりながら小包を開けると、ケースに入ったＤＶＤ。




　ウチの両親がたまに送ってくる、旅先での映像を収めたモノ。そして――これが届く日に必ず掛かかってくる電話。基本的に親父達からの生存報告は、この二つのみ。

「……見ないとウルサイし、とりあえず見るか……」

　中身はいつも大した内容ではないのに、『見ないとマジで泣く……！』と言ってくる我わが父。……齢よわい50に近づいたオッサンがウザイため、一応は目を通す事にしている。

　ＤＶＤをプレイヤーにセットして再生ボタンを押おすと……映し出されたのは雄ゆう大だいな――いや、雄大過ぎる光景。

「毎度思うが……コレ、本当にドコなんだ？」

　どうやら日の出の景色らしい。遥はるか彼方かなたまで続く山々と雲海。そこに朝日が射さし、眼下に広がる空の海を金色に染め上げる。そして……そんな景色を背景に、50近いオッサンが上半身裸はだかでポージングして、神秘的な雰ふん囲い気きをブチ壊こわしている。

　脳内フィルターで手前の生ゴミを無いモノとして、背景の世界を考察する。

　――少なくとも国内じゃないのは確実。……あれ？　相当な高度のハズなのに……あの鳥、なんで雲海の更さらに遥か上空を……？　つーか縮尺考えるとデカ過ぎ……？

　――結論：考えるだけ無む駄だ。ＣＧや合成を疑いたいが……どう見ても本物っぽい。




　と、その時。備え付けの電話が着信を告げる。




「……来たか。――はい、もしもし」

『ＤＶＤ見たか、我が愚ぐ息そくよ？』

　挨あい拶さつすら無く訊きいてきたオッサンが、このＤＶＤ内でポージング中のナマモノで……不本意ながら、我が実の父親。

「……開口一番でいきなりソレか。――今まさにテレビの中で、上半身裸のオッサンがポージングを繰くり返かえしているぞ？」

『そんな変態が居るのか。けしからんな』

「 ア ン タ だ よ 。――ったく。近きん況きよう報告にこんな手間かけた趣しゆ味み映像を送って来るくらいなら、雑談兼かねた電話の一本でもすりゃいいじゃないかと」

『いやー、この雄大な大自然の風景。その感動の何分の一でも、お前にお裾すそ分わけしてやらねばとな。言ってみれば親心だな、はっはっは！』

「……そりゃ、風景だけなら楽しめる。だが、なぜかいつも不必要に露ろ出しゆつ度どが高いオッサンの絵面は誰得なんだ？　いっそ嫌いやがらせか？」

『はっはっは。マイ・ハニーとの愛のメモリアルも兼ねているからな！』

　……年とし甲が斐いも無い、痛々しいバカップル（しかもアメリカンスタイル）っぷりも健在らしい。――まぁ、そういうシーンは入っていないのがせめてもの救いだが。

「で、それだけか？　それだけだったら、買い物行くつもりだったから切るぞ？」

『まぁ待て。……実はあのＤＶＤとは別に、お前の所に届くモノがある』

　急に真ま面じ目めな声こわ色いろで語り出す、我が父親。……基本的にふざけた人生を送っている親父だが、たまに真面目な面を見せたときは、相当なヤリ手に変へん貌ぼうする。――だから、それなりに警けい戒かい・覚かく悟ごをしなければならない。

　下手をすると、本気で俺の人生に関かかわる話が飛び出してくる可能性もある。

「――そうか。……で、何が届くんだ？」




『うん。厄やつ介かい事♪』




「あばよ」

　通話と一いつ緒しよに親子の縁えんも切れないかなー、などと思いながら、受話器を本体に叩たたきつけるようにして通話を終しゆう了りよう。

　今日届くという『厄介事』とやらが気になると言えば気になるが……詳くわしく聞いてしまうと、引き受けざるを得なくなる可能性もある。

　――まぁ、もし本当にヤバイ話ならかけ直してくるだろうし、俺からかけてもいいし。

　そう気楽に考え、買い物に出かけようと――した時だった。




　風が吹ふいた。




「…………え？」

　窓の閉まった室内で、明らかにエアコンからのモノではない風。

　辺りを見回し――そして気が付く。

　風の発生源は、足元。それは徐じよ々じよに強くなり、リビングの床ゆかに直径１メートル程の風の円を描えがく。そして――まるで風の通り道をなぞる様に、光が生まれる。

「これは……!?」

　生まれた光が線を描き、複雑な文様になり。




　床に眩まばゆい光と共に浮うかびあがったのは――『魔ま法ほう陣じん』。




　その現象自体に音は無かった。だが、そこから巻き起こる風が家具やガラス戸を揺ゆさぶり、新聞や小物を吹き飛ばし、巻き上げ、小さな竜たつ巻まきの様な光景を作り上げている。

　魅み入いられ、呆ぼう然ぜんとしている俺の前で。魔法陣が発する青白い光が一ひと際きわ強くなり――その中央に球形の光の塊かたまりを形成する。そして光の塊は、徐々にその形を変え――

　――人……いや、女の子……!?

　光の塊が変化した形状は、細身で長い髪かみをなびかせた少女のシルエット。

　俺は気け圧おされるように後あと退ずさり――壁かべに行き当たった所で、力が抜ぬけた様に膝ひざをつく。

　それでも、視線はソレから逸そらさない――いや、逸らせない。




　そのとき、世界が描かき換かえられた。




　床以外、壁も天てん井じようも消え――周囲はまるで宇宙空間の様な無の世界に。

　そんな漆しつ黒こくの世界を、魔法陣の青い光が空色に染め上げる。

　そして――創つくり上あげられた蒼そう穹きゆうの中、光の少女が確たる姿を現す。




　綺き麗れいな少女だった。

　光に照らされ、まるでそれ自体が輝かがやきを発している様な、美しい白しろ髪かみ。

　顔の輪りん郭かくはわずかに幼さを残しながらも、小さな唇くちびる、整った鼻び梁りよう。目ま蓋ぶたは未いまだ閉ざされたままだが、綺麗な白い肌はだも相まって、非現実的な美しさを演出している。

　魔法陣が発する光と風が弱まり、落ち着いた明かりと微び風ふうが、幻げん想そう的てきな光景を作り上げ。




　そして――純白の少女が目を開く。




　瞳ひとみは、紫むらさき水すい晶しようのような澄すんだ紫むらさき。その落ち着いた色しき彩さいが、幼さの残る顔に確かな知性を感じさせる。――まるで一級品のガラス細工の様な、透すき通とおった美しさ。

　しかし少女の瞳の焦しよう点てんが合い――こちらの存在を認めると、己おのれの生命を主張するように、その頬ほおに微かすかな朱しゆ色いろがさす。




「――そなたが……倉橋和希、か……？」




「あ、ああ……。――君は……？」

　魅入られ……いや、見み惚とれていた俺は、『なぜ俺の名前を知っているのか』そんな疑問より先に、少女の事を知りたいと願った。

「私は、『リアーナ・イルム・ルアリア』。……和希――」

　少女は、床に膝をついたまま見上げる俺を、その涼すずやかな瞳で見つめ、言葉を紡つむぐ。

　その、高貴とも感じる少女に……俺はなぜか、不思議な親しみを感じる。その事で戸と惑まどいを抱いだく俺に、少女は――




「不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いいたします」




「なんでだあああああああああッ!?」

　三つ指ついて言う少女に、思わず反射的にツッコむ。

「む？　いや、他人の家に入る際、こう言うのが決まりなのだろう？」

「『家に入る』の意味が違ちがう！　しかも超ちよう古こ風ふう!!」

「そうなのか？　結けつ婚こんの場合だが？」

「間ま違ちがってなかっただと!?　あ、アンタは何をしに来た!?」

「――ああ。……下げ僕ぼくを作りに来た」

「『夫』と書いて『下僕』と読むタイプ!?　俺か？　俺を狙ねらっているのか!?」

　――なんで俺、いきなり出現した美少女にボケ倒たおされてんだ？

　常識外れの状じよう況きようでも、自失するより先にツッコミ入れる俺の性質が、今は疎うとましい。

「――ふむ。そのツッコミ、確かに倉橋和希のようだな」

　その来訪者の少女は満足そうな顔で――改めて俺の名を口にした。

「……へ？　って何でツッコミで判断!?」

「いや。理由があって、少し調査をさせてもらってな？　その情報によると――」

　そう言い、懐ふところから数枚の紙を取り出す彼かの女じよ。そしてそれを読み上げる。

「いくぞ？『倉橋和希 17歳さい。生活環境周辺に強きよう烈れつなボケが多く、その中で数少ないツッコミ要員として、周囲の期待を一身に受けて活動――』」

　――いや、期待を受けているかどうかは知りませんが……大体合ってる。

「『――学業の場においても、個性の強すぎるクラスメイトの中において、貴重なツッコミ役として人気を博す。真面目な性格、上々な学業成績、良好な運動神経。そのため異性からの……ウケも良い。だが、現在においても恋こい人びとはいない（おそらくＤＴ）』」

「大きなお世話だ」

「『――人気の割に交際の気配が皆かい無むな事から、同性愛疑ぎ惑わくに事欠かず――』」

　………………え？




「『――学園内の一部の者が倉橋和希を題材としたＢＬ漫まん画がを執しつ筆ぴつ。女生徒の間でひそかな流行の兆きざしを見せている。現在４冊が発行され、以下続刊』――合ってるか？」




「………………マジで？」

「うむ。人ひと違ちがいでなければ。――父は和彦、母は希のぞみ。間違いは？」

「……間違いゴザイマセン。おそらく正しいかと思われます。……マジかぁ……」

　描いている人間に心当たりはある。だが、自分が題材になっているとは……。

「……で？　なんでそんな身辺調査を？　そもそも君は誰？」

「ま、気持ちはわからなくもないが、そう投げやりになるな。――最初に名乗った通り、私の名は『リアーナ・イルム・ルアリア』。遠えん慮りよなく『リア』と呼んでほしい」

　当初の神秘性は台無しになったばかりか、こちらも精神ダメージを受けていることもあり、俺の心からリアーナ――『リア』への敬意や遠慮というモノが剥はがれ落おちた。

「わかった、リア。それで君は何者？　どうして俺の事を？」

　俺の返事に一いつ瞬しゆん、嬉うれしそうな表情が見えた気がしたが――すぐに不敵な、イタズラを思いついた様な表情に変わる。




「私は――この世界とは違う世界から来た、現・魔ま王おうの娘むすめたる魔王女。しばらくこの地に留とどまるつもりゆえ、よろしく頼たのむ。――『勇者の末まつ裔えい』、倉橋和希よ」




「…………は？」

　――なんだか今……かつての中二病精神をくすぐるセリフを聞いた気が……？

「ふむ。その反応を見るに、やはり知らなかったか」

　マヌケな反応を返した俺に、リアは満足そうな表情を見せる。

「え、えー……っと？　あんな登場されたんだから、異世界とか魔王とかは――百歩譲ゆずってだけど――わかった。だけど……『勇者』？」

「ああ。間違いなく、和希は勇者の血を引いている。……ふむ、端たん的てきに話せばそう長くなる話ではないな。少し話そう。……それは昔――と言っても85年前の事だが」

「……意外に近い『昔』だな？」

　勇者の伝説なら、百年単位が『お約束』な気がするが……現実はこんなモンか。

「――当時我等の世界では、人族と魔族が血で血を洗う戦いを繰り広げていた。優勢だったのは我等が魔族。追おい詰つめられた人族は、形勢逆転を狙い、イチかバチかの賭かけにでた。――異世界召しよう喚かん。何が呼ばれるかすらも不確かなその禁術を用い……そしてそれは成功した。呼び出されたのは、一人の若者」

　85年前……？　という事は、俺の爺じいさん、いや曾ひい爺じいさんか……？

「人族の王は彼かれに魔ま王おう討とう伐ばつを依い頼らい。若者は数名の供のみを連れて魔王城に挑いどみ――最後は単身で魔王を墜おとした。……以降、その若者は『勇者』と呼ばれ、元の世界に帰った後も、我々の世界で語かたり継つがれている」

「……あれ？　その勇者は魔王を倒したんだよな？　……で、君は魔王女……。なら勇者とその末裔って、君にとって仇きゆう敵てきなんじゃ……？」

「何を言いたいのかは分かるが、心配はいらない。その戦争は不本意に始まってしまったものでな。だからどういう結果にしろ、戦を止めた者を憎にくんではいない」

「あ、ああ、そうなのか……。なら、なぜ？」

「現在も、人族と魔族は睨にらみあいを続けていてな。再び勇者が人族側に現れると、パワーバランスが崩くずれて戦争になりかねない。そのために監かん視しにきた。王女である私が来た事は――勇者の末裔への誠意と解かい釈しやくしてほしい」

　――一応、辻つじ褄つまは合う気がする。だが今の俺に、真しん偽ぎを判断する知識は無い。

「私としては、仲良くしたいと思っているのだが、どうだろう？」

「『仲良く』に異存は無いが……一応、親と連れん絡らくを取って確かく認にんしたい。いいか？」

「うむ」

　返事を聞いてから、家の電話から親父の携けい帯たいにコール。数回呼び出し音が鳴り――

「あ、親父――……あれ？」

「ん？　どうした？」

「いや、すぐに切れた。――ま、後でかけ直してくるだろ。――話は変わるけど。さっき『しばらくこの地に留まる』って言ったけど、どこに泊とまる気だ？」

　電話を待つ間、さっきの異世界うんぬんの話に隠かくれてしまっていた、もう一つの気になる件を訊いてみる。……正直イヤな予感がするが。

「ん？　当然この家だが、マズイか？」

「……この家、実質的に俺の一人暮らしなんだが？」

「何か問題があるのか？」

　……わかっていないハズは無い。頭の回転は相当良さそうだし、世間知らずのような、ズレた感じも無い。それに先ほどは『ＤＴ』などという単語も使っていた。

　からかっている……？　そう思い見てみれば、瞳に楽しんでいる様な色が微かに。

　――ならば……自分だけ慌あわてるのは悔くやしい。




「――わかった。だけどそうなった場合、狼おおかみさんに襲おそわれた際は自己防衛よろしく」

「ふむ、和希が私を襲うのか？　言ってくれれば準備して待っているぞ？」

「そうか？　じゃあその時は前もって言うわ」




「「 ……………… 」」

　お互たがい淡たん々たんと言ってから、表情変えずにお互いの瞳を見み据すえる。

『腹の探さぐり合あい』。瞳の奥おくから相手の動どう揺ようを、本音を探りだそうという駆かけ引ひき。

　――今、確かに俺とリアの間には、静かな火花が散っている。

　だが……なぜか悪い気がしない。むしろ楽しいとすら感じる。

　自分の不可解な情動を自覚すると同時に、リアの瞳にも同様の気配が見える。

　それは――からかっている事自体が楽しいのか……それとも、俺と同じか。




　そのとき、家の電話が音楽を奏かなでる。




「――っと。はいもしもし？」

『おー和希。さっきの用件はなんだ～？』

　掛け直してきた親父の声は、相変わらず呑のん気きなもの。だがなぜか、電話の向こうから『ドスン ドスン』と大きな音。そして当人も走っているような気配。

　……思わず『今度はどんな奇き行こうを？』という質問が浮かぶが、今は後回し。

「あー、お客様が来て……いや、単刀直入に行く。ウチって勇者の家系なの？」

　紛まぎれもない出生の秘密。慎しん重ちように行こうかとも思ったけど……事が事だけに、誤解の余地が無いくらい、覚悟を決めてハッキリ聞いておくべきだと思った――のだが。




『うん、そうだよ？』




「軽いなアンタ!?」

『あー、悪い悪い。まーそんなワケだから――ってアレ、『お客様』？　……通知と贈り物が届くはずだったんだが……誰かが行ったのか？』

「魔王の娘の魔王女様、と名乗ってるけど……知ってる？」

『は!?　……あー、なるほど、そういう事か――ふむ、なかなか面おも白しろい事に……』

「は？『なるほど』？　何かあるのか？」

『あー、いやいや気にするな。――とにかく、その人の言う事はウソじゃない。判断はお前に任せるが、出来る限り協力してやってくれ』

「……しばらくウチに泊まるって言ってるけど？」

『任せる。家の物は貯金込みで何を使っても構わん。仲良くやってくれ。――っとスマン、こちらは取り込み中なんだ。そろそろ切るぞ』

　即そく座ざに全面協力の指示。その様子からは……どうも何かある気がする。

　電話を切るのも誤ご魔ま化かすためか――と思いもしたが、慌ただしいのは確かな様子。

「なぁ？　アンタら今、どこに居るんだ？」

『あー……もう言ってもいいか。そっちのお客さんの故郷。早い話が異世界だな』

「は!?　……あー、もしかして例の映像、そっちの世界のだったのか？」

『そういう事。少し前から知り合いの手伝いをしてんだわ』

　明らかに妙みような映像の謎なぞが、やっとわかった。……確かに素す直なおに『ここは異世界です』と言われても、予備知識無しなら『トチ狂くるったか？』と返していた可能性が高い。

「で、なんか後ろから凄すごい音してるが、何してんの？」




『うん、ちょっとドラゴンさんと追いかけっこ』




「本当に何してんだよ!?　奇行にも程があるだろクソ親父!!」

『やかましいわ！　寝ねている竜りゆうの前を忍しのび足あしで通り過ぎようとしてたのに、お前が電話して来るのが悪いんだろうが!?　20メートル級のドラゴンさんに対面２メートルで『ヘロ～』って言うハメになったこっちの気持ちも考えろ!!』

「ガン○ムよりデカい!?　んなヤバイ状況なら電源切っておけよ!!」

　そんなとき、電話の向こうからノンビリした母さんの声が聞こえてくる。

『あなた～？　あの竜さん、炎ほのお吐はきそうよ～？』

『おおっと～』

　そんな、緊張感を感じさせない遣やり取とりの後――




　ロケットの打ち上げかと思うほどの轟ごう音おん。




「ちょッ!?　何か今ヤバイ音したぞ!?」

『ああ、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。念のために『冷えぴったん』持ってたから』

「明らかに冷れい却きやく効果足らないよな!?」

『まぁ、そんな事より。明日にでも俺の書しよ斎さいのクローゼット調べてみろ。良い物見つかるから。――ああ、そうだ。王女と仲良くするのは良いが、手は出すなよ？』

　竜の炎ほのおを『そんな事』と言い切った親父が、珍めずらしく真面目な声で言ってきた。

「は……？　それは言われるまでもないが――何な故ぜわざわざ？」

『ま、理由は後で。明日にでもまた電話を――』

『あなた～？　次は危ないから、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん投げるわね～。対たい閃せん光こう防ぼう御ぎよ～～』

　再び聞こえてくる、母さんのノンビリ声――って、『閃光手榴弾』!?

『あいよ～。ＵＶケアはバッチリだぞマイ・ハニー!!』

「それは閃光防御じゃなくて紫し外がい線せん対策だよなぁ!?」

　しかし俺の必死のツッコミは、届いた様子は無く――

『カウントいくわね～？　５・４・さ――あら？』




『（ズドンッ！）ぴぎゃああああああああああああああああああッ!?』




「お、親父ぃぃいいいいいいい!?」

　カウント３で手を滑すべらせたような母さんの声の直後、爆ばく発はつ音おんと親父の悲鳴。電話の向こうからは――もう、砂すな嵐あらしのような音しか聞こえてこない。

　……『取り込み中』どころじゃなく、普ふ通つうの人間だったら人生最後の地じ獄ごく絵図じゃなかろうか？　親父達の安否が気き遣づかわれるところだが、とりあえず――

「――あ、一応確認取れた。泊まっても良いって言ってたぞ？」

「……ご両親もアレだが、あの会話後に平然と返す和希も、十分に頭オカシイぞ？」

　――だってあの緊張感の無い二人、死にそうな気配が全く無いんだもん。

「一応訊いておくけど、ドラゴンって簡単にあしらえるものか……？」

「いや、トカゲに近い亜あ竜りゆう種しゆならともかく、炎まで吐はく成竜は――一いつ般ぱん的てきに出会ったら最さい期ごという認にん識しきだな」

　淡々と告げる異界の王女。彼女にも心配している様子が無い。……まぁ確かに親父のギャグキャラ補正なら、爆炎の直ちよく撃げきでも髪がアフロになる程度で済みそうだし。

「さて、と。そろそろ夕飯の準備するけど……食べるよな？」

「ああ。もらえると嬉しい」

「――って言っても、王族が口にしそうな高級品は無いからな？」

　少し心配する俺をよそに、当の魔族の王女様は、楽しそうな様子で。

「構わない。――高級品には美う味まい物が多いが、高級品だけが美味いというわけではないだろう？　それに……和希が作るのだ。ならば、どんな物だろうが嬉しい」

「……まぁ、善処はする。期待はしないで待っていてくれ」

　――この子……どこまで本気でどこまで冗じよう談だんなんだ……？

　相変わらず表情の振ふれ幅はばは小さい。だけど先の言葉を言ったリアの、少しはにかんだ様な微かな笑えみ。あれを演技で出来るとは、あまり思えない。

「――なあ？　俺とリアって、今日が初対面だよな……？」

「うむ。私は話には聞いていたが、間違いなく初対面だぞ？」

　言い切るリア。俺もこんな印象的な子と会っていたら、忘れるとは思えない。

　だから初対面で間違い無いと思うのだが――リアの姿を見たとき、なぜか妙な『親しみ』みたいなものも感じた。――あれは一体……？

「ん？　どうしたのだ？」

「――っと、何でもない。少し時間かかるから、テレビでも見て――ってそうだ。こっちの世界の事、どれだけ知ってるんだ？　機械関係とか大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うむ、大丈夫だ。以前からこちらの世界に興味があって、いろいろ調べていた。ただ一応――後で手洗いと浴室の使い方を教えてもらえないか？」

「ああ、そうか。わかった」

　確かにそこら辺は男でも教えられ、且かつ使用時に問題があったらマズイ場所。

　他の電化製品の事とかも教えた方が良いかと思ってリアの方を見ると――何の迷いも無く、テレビを点つける所だった。

　――既すでに色々知ってるっぽいし、今いま更さらか。……今は食事。他は明日考えよう。




　精神的に疲つかれたため、買い物は断念。今晩のメニューはカレーに変へん更こう。

　――今更ミスる様な手順ではないが……期待されているなら、丁てい寧ねいに作るか。







「――む。……うまい」

「それは何より。手軽で簡単、子供から大人まで人気な庶しよ民みんの味方だ。――ま、金を掛ける所は、もっと高級な材料使ったりするんだろうけどな」

　瞳を窺うかがえば、本気っぽい輝きが。どうやらお世辞でもないらしい。

「いや、これで十分。――そうだ、一応言っておくが……王族扱あつかいや気遣いは不要だ。一人の同い年の者として扱ってほしい」

「ああ、同い年なのか――って、ちょっと待て」

　……『一人の同い年の少女』の方が、『一人暮らしの同い年の少年』と生活するには危ない気がするのだが……？

「どうかしたのか？」

「……いや、何でもない。そういえばさっきの電話の時に、親父からわざわざ『仲良くするのは良いが、手は出すな』って言われたんだ。理由があるらしいんだが……」

　話題を変えるために話してから気が付く。――本人に訊く事じゃなくね……？

　だが幸いなことに、当の本人は気にした様子も無く。




「――ああ、事が発覚すると戦争になるかもしれないからじゃないか？」




「………………は？」

　今、サラっとトンデモナイ事を聞いてしまった気が……？

「私の世界で、人族と魔族が睨み合っているという話はしたな？　実は双そう方ほうの王は戦争反対なのだが、貴族連中のほとんどが戦争賛成――というかイケイケでな？」

「……イケイケって、今はほとんど死語だからな？」

「以後気を付けよう。ともかくそんな状況で、私は魔王女、和希は人族の勇者の末裔。もし和希が私に手を出し、それが発覚してしまった場合、たとえ同意の上だろうと魔族側がそれを口実に開戦する可能性がある」

「うっわー……」

「和希も嫌だろう？　ＤＴの暴走が原因になり、戦争が勃ぼつ発ぱつするなど」

「……イヤな戦争原因だな」

「もっと言ってしまうと『ＤＴこじらせてハルマゲドン』」

「最悪だな!!」

　そんな事になったら、後の歴史家が情けなさに職務放ほう棄きしそうな気がする。『絶対に手を出すまい』そんな決意と共に……フと思う。

　――もしかして、コレがあるから挑ちよう発はつとも取れる際きわどい発言しているのだろうか？

　そんな事を思って、マイペースにカレーを食べているリアを見る。

「 ？　どうした？」

「――いや、何でもない。それ、明日の朝はもっと美味くなるぞ？」

「そうなのか？　では、楽しみにしていよう」

　リアは多分、他の人間には無表情でクールに見えるだろう。だが俺には、すごく表情豊かに感じられる。確かに本心は掴つかみ難がたいが……それでも多分、『裏』は無い。

　出会ってまだ数時間にも拘かかわらず、なぜかそう信じられた。







「…………落ち着かない」

　テレビからバラエティー番組の明るい声が聞こえて来るが、全く頭に入らない。

　食事の後、リアに水回りや浴室・手洗いの使い方を教え、風ふ呂ろの支し度たくをして、俺が先に入らせてもらい、出たのが30分ほど前。

　よって――現在リアが入浴中。おそらく、もうすぐ出てくる。

　――どうすればいい……？　俺はどうすればいいんだ!?

　……何もしなくていいのは分かってますけどね？

　そんな思春期男子特有の悶もん々もんを持て余していると、『ガチャッ』とドアが開き。

「――ああいう浴室も、良いものだな」

　そう言いながら入って来たリアに、思い切り目を奪うばわれる――

　……夜着を纏まとったリア。……湿しめり気けの抜けていない長い白髪。紅潮した頬。

　それらが普ふ段だんより幼い雰囲気と同時に、えも言われぬ艶あでやかさを――

「……ん？　どうした和希。頬が紅あかいが、まだのぼせているのか？」

　――慌てるのは悔しい。かと言って下手な誤魔化しも危険。……ならば。




「少し見惚れた。綺麗だと思うぞ？」




　退くのは危険だから、前に踏ふみ込んでみました。

「…………そうか。ありがとう」

　その薄うすい反応に『外した!?』とも思ったが……良く見ると、少し頬の赤みが増している気がする。――ノーダメージではない、と思っておくか。

「――ところで、その服どうしたんだ？　来たときは荷物持ってなかったよな？」

「ん？　いや、持ってきていたが。それを取り出しただけだ」

　言いながら、水色と白のガラス玉の様な物を一つずつ、ポケットから取り出す。それをテーブルに置き、白い玉を指先でつつくと淡あわい光を発し始めた。

　そして、その光はリアの指に移り。リアは光をインク代わりにして、水色の玉を中心に図形を描く。それは、小さな魔法陣。すると――水色の玉が光を放ち始め。

　描き終えたリアが仕上げとばかりに指を鳴らすと――水色の光が広がり、その中央から一着のワンピースが出現し、リアの腕うでの中に落ちた。

「と、こうして空間ごと圧縮していた物を――ん、どうした？」

「え、っと……まず、ソレは……？」

「この宝石か？『魔ま宝ほう珠じゆ』と言って、魔ま術じゆつの使用をサポートする――」

「って事はやっぱり『魔ま法ほう』だよなさっきのは!?」

「あ、ああ。『魔法』と言うか『魔術』だが……。多分、和希もこのくらいなら――」




「教えてくださいお願いしますッ!!」




　リアの手を握にぎり、誠心誠意の懇こん願がん。――プライドって何スか？

　――幻げん想そうとは無む縁えんの現代人にとって、『魔法が使える様になる』というのは、元中二病という過去が無くとも逃のがせるものではないと思うのだが、どうだろう諸君!?

「…………わかった。ついでもあるし、明日いろいろ教えるから――落ち着け」

　我に返ると……俺おれはリアの手を両手で包つつみ、これでもかと言う程ほどのがぶり寄り。

「――あーっと、悪かった。……少し顔紅いぞ？」

「――大丈夫、少しのぼせただけだ。……お湯か何かに」







　そんな一幕のせいで少しギクシャクしながら、今日はもう寝る事に。

「一応客間はあるんだけど、寝しん具ぐをしばらく干してない。だから、今夜は母さん達の部屋で寝てくれ」

　言って、２階にある両親の寝しん室しつのドアを開ける。

「ダブルベッド……和希もここで寝るのか？」

「……なんで出会って数時間の相手と同どう衾きんせねばならんと？」

「いや、な？　ダブルベッドというのは、二人で使うものだろ？」

「二人で使うものだが、二人で使わなきゃいけない物ではない。……からかうのが楽しいのはわかるが、もう少し自分の身の危険を考えた方がいいぞ？」

　さっきの反はん撃げきだろうか。手口があからさま過ぎて、完全に呆あきれ口調になった。

　だが、彼女の楽しそうな表情は変わらない。――いや、これは……？

「和希は私を襲えないし、そもそも襲わないだろう？　なら、一緒に寝ても問題無いではないか。――今こ宵よいは私の、この世界で初めての夜だ。頭が冴さえて、なかなか眠ねむれそうにない。無む理り強じいはしないが、眠るまで少し付き合ってはくれないか？」

　……真まっ直すぐに、そう言ってくるリア。

　その表情の奥に、確かに楽しそうな光はある。でもそれは『からかい』や『遊び』の様な色ではなく。かといって当然、色っぽいモノでもない。

　――一番近いのは……『信しん頼らい』？　なんでだ？







「……そんな事を考えていたら、いつのまにかベッドの中でした」




「誰に言っているのだ？」

「……いや、自分でも展開についていけてないから、思わず」

「まぁ、世の中にはそんな事もあるのだろう」

「お前が言うなよ!?」

　そんなわけで、消灯済みの寝室のダブルベッドの中に居る俺とリア。

　――だけど、なんでこんな色気の無い展開なんだろ？

　普通、今日会ったばかりの、しかもこんな綺麗な子と同じ布ふ団とんの中。そんなシチュエーションなら、多少なりとも警けい戒かいするか下心を抱くかすると思う。

　――それに。俺もだけど、この子の落ち着き具合は……？

　警戒の色が見えない。こういうのが普通と思うほど常識がズレている感じは無い。誰だれとでもこういう事をするというわけでも……多分ない。

『信用されている』。……おそらく間違いない。――だが、何故？

　リアは、以前から俺の事を聞いていた、と言っていた。――それが原因か？

「なぁ？　俺の事を教えた協力者が居るんだよな？　どんな奴やつなんだ？」

「……ふむ、その事か。実は私も把は握あくしていない。複数人いるらしくてな」

「そうか……。じゃあ、その協力者からどんな事を聞いて？」

「……生おい立たちや性格、生活環境の大まかな情報、学業成績など、だな。ああ、あと幾つかのエピソードも聞いた。……聞きたいか？」

「…………遠慮しときます」

　何を知られたかが若じやつ干かん気にはなるが……とにかく。聞いた限りは特別な印象は受けない。なら……この信頼は何故？

「――ふむ、では今度は私が訊きこう。……何故、恋人の様な存在を作らないのだ？」

「……うっわー、キッツイ所を……。単にモテないだけ――」

「情報では、それなりの人気があるらしいな？　接してみた感かん触しよくでは、ヘタレという程ヘタレでもない。性格に難があるわけでもない。私への対応を見るに、同性愛者でもない。後は特とく殊しゆ性せい癖へきくらいしか思い当たらないが……？」

「……それは全力で否定させていただく」

　……どうやら誤魔化すのは難しそうだ。ま、必死に隠す程の内容でもないが。

「とはいえ……実は俺自身、なんでかわからないんだよな……」

「――そうなのか？」

「……ああ。別に、そういう事に興味が無いわけじゃないんだが……。どうも親しくなりそうになると『何か違う』って思っちゃってな……」

　一度そう感じると……つい親しくなり過ぎないよう警戒してしまう。女嫌いではないし、日常生活や友達程度なら大丈夫なのだが……。

　例外は、付き合いが長い幼おさな馴な染じみくらい。だけどそこにも、恋れん愛あい感情は無い。

　我ながら難なん儀ぎだよなー……などと考えていると、再びリア。




「ふむ……？　私は大丈夫なのか？」




「ああ、リアは――。………………」

「ん？　どうした和希？」

「……いや、なんでもない。リアの場合は――警けい戒かい心しんとかブッ飛ばす勢いでボケかましてくれて、今さら何を言っているんだと」

「む、言われてみれば。そんな副次効果が出るとは、『僥ぎよう倖こう』というのかな？」

「……はいはい」

　表情を変えず、何気ない調子で言ったリア。だが瞳の奥に、嬉しそうな色が見えた。

　気付かないフリをして、呆れた風を装よそおって返したが……内心で自問する。




　――言われてみれば、なんで大丈夫なんだ？




　考えながら……少し試ためしに、彼女の頭に『ぽんっ』と手を乗せてみる。

「……ん？　どうした……？」

「いや、特に意味は無い」

「…………そうか」

　少しぼんやりした声で言ったリアは、目を閉じ、掛かけ布ぶ団とんを少し引き上げ、その中で体を軽く丸める。……顔が見えなくなったが、それは俺にも都合が良い。

　――本当に、この距きよ離りがなんで大丈夫なんだろ……？

　確かに、出会いの時のインパクトが大きかったのはある。だがそれは、この状況を受け入れられる理由にはならないわけで。

　――どう考えても、初めて会った気がしないんだよな……？

　今の『同衾』という状況はともかく、近い距離に居る事に、違い和わ感かんを覚えない。

　まるで……そう、ゲーム的に言うなら、最初から『親密度ＭＡＸ』の状態。

　――間違いなく初対面のハズなんだが……。不思議な子、だな。

　いつの間にか聞こえてきていた、規則正しい寝ね息いきと、心ここ地ちよい温ぬくもり。




　浮うかぶ笑みを、今は隠さず。俺も、押おし寄よせてきた眠ねむ気けに身を委ゆだねる事にした。







二章　困った能力、手アウエイキング　に入れたったオブ　アビリテイ







「――んー……？　くぁぁ…………っと」

　朝。目が覚めて、とりあえず大おお欠伸あくびを一回。『……今何時だ？』そう思って枕まくら元もとの目覚まし時計を取ろうとするが――右手が動かない。

「――は？　………………あー、そういえば、もう一人いたんだっけ……」

　一晩おいて冷静になると、もの凄い事をしてしまった気がする。

　軽く布団をめくってみると、やはりと言うか意外と言うか……少女が俺の右みぎ腕うでを抱だき抱かかえる様にして眠っていた。
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「くー…………、すー………」

　昨日の落ち着き払った表情が嘘うそのように、安らかな寝ね顔がおは幼く、可愛かわいらしい。

「――んー……。…………ふにゅぅ」

　――なんか可愛い声だした。……よし、もう少し見ていよう。

　だが、少しとはいえ布団をめくったために、１月の朝の寒気が入って目が覚めたのか。もぞもぞと身み動じろぎするリアだが、思考回路はまだ眠ったままらしい。

「うにゅぅ……。……くぁ……」

　寒そうにしながら身を起こし、可愛らしく欠伸あくび。そろそろ声を掛かける頃ころ合あいか。

「や。おはよ」

「にゅぅ……？　――ふぁ……、おはよぅ……。………………？　――――ッ!?」

　――あ。気が付いた。

　瞬しゆん間かん的てきに顔を真っ赤にして、慌てた様子で頭まで布団に包くるまる。そして少し身み悶もだえする様にもぞもぞと動き、それが落ち着くと布団から出てきて――




「――おはよう和かず希き。良い朝だな」




「無かった事にした!?」

　言い直したリアの表情は、流石さすがと言うべきか赤面の痕こん跡せきすら消えており――

「……『無かった事にした』とは、何のことだ？」

　……いや。よくよく見れば、ほんの少し眼めが必死な気がする。――そんなに失態だと思っているのか。心の中で軽く苦にが笑わらいをして、ベッドから降りながら言う。

「ま、いいや。んじゃ、朝食の支度してくる」

「…………。朝食は昨日のカレーか？」

「ああ。温め直して味を整えて完成だから、すぐに出来る。身み支じ度たくしたら降りてきな」

　リアが拗すねた様にも見える無表情で『こくん』と頷うなずくのを視界に収め、部屋を出る。




　廊ろう下かに出てドアを閉めた後。部屋から『ぼふぼふ』と、布団を連続で叩たたく様な音。

　――うん。朝からカワイイ生き物が見れたっと。







「さて。ある意味で昨日の続きなのだが――」

　朝食後。改まった調子で口を開くリア――いや、『魔王女リアーナ様』。




「はっ！　是ぜ非ひとも私めに魔法をご教授くださいませ、リアーナ王女!!」




　躊躇ためらいなく平へい伏ふくする俺に、呆れたような口調で言う『魔王女殿でん下か』。

「……この話になると、お前のプライドはどこに行くのだ？」

「そんな物、必要とあらば家庭菜園のトマトの肥料にでもしてしまう所存」

　――いや、だって魔法だよ？　かつての中二病患かん者じやとしては逃せないよね？

「……教えておいた方が良い話とも関かかわるから、そんな事をしなくても教える。だから――それは止めてほしい。和希にまでそんな態度は取ってほしくない」

　……もちろん冗談半分でやっていたのだが、本気で嫌いやがっているらしい。

「――悪かった。今後は冗談でも止めておく。それで……必要な話？」

　口調を改めて話すと、リアは小さく安あん堵どの息を吐き、落ち着いた口調で話しだす。

「うむ。――先に訊いておくが……『ステータス』は、まだ得ていないな？」

「へ？『ステータス』？」

　ステータス。直訳すると『社会的地位』だが、多分違ちがうだろう。ならば……。

「えっと……もしかして、ゲームの能力表的な……？」

「ああ、そう思ってくれて構わない、と言うよりそのものだな。――我等の世界の存在すら知らなかった以上、得ていなくて当然なのだが」

「……何故『ゲーム』で通じる、異世界人？　――まぁ、もちろん無いけど……？」

「――詳くわしくは和希が得てから説明するが――己おのれの能力を疑ぎ似じ視覚化する事で見える能力表、といった所か。我等の世界の関係者なら、誰でも得る事が出来る」

「……本当にゲームっぽいな。だけど、『能力』？　それ自体が無いぞ？」

「ああ、この世界の大気には『魔ま力りよく』が無いからな。一定以上の『魔力』を体内に取り込む事で発現する。だからこの世界の者でも、我等の世界に来れば得る事が出来る」

　――えーっと？　つまり、異世界の空気を吸う事で能力発現。それは視覚化する事でステータスが、という事かな？

「って事は、今から異世界に？」

「いや、和希の場合は勇者の末まつ裔えい、つまり我等の世界の関係者の子孫。生まれついて、一定量の魔力を宿しているはずだ」

「また中二病をくすぐる言葉を……。で、じゃあどうすれば？」

「何か、我等の世界に由来する物があれば――心当たりは？」

　異世界に由来する物……？　少なくとも、俺に心当たりは無い。例のＤＶＤは撮さつ影えい場所こそ異世界だが、生産はこちらの世界のはず。

　――あ。そういえば親おや父じが、クローゼットに何かあるって……？




　というわけで、リアと共に書斎に移動。クローゼットの前に。

「何があるのだ？」

「いや、俺も知らない。……ただ昨日の電話で、『良い物があるから明日にでも調べろ』って。あのタイミングなら多分、今の状じよう況きようを見み越こしたんだと思う」

　あの親父、普段はアホなクセに妙に用よう意い周しゆう到とうだったりする。だから、ここに何かがある事は確実だと思う。……楽に手に入るかどうかは別の話だが。

　そんな事を考えながらクローゼットを開けると――探すまでもなく真正面に、俺の腰こし上うえまでもある大きさの、ダルマに似た人形が。

「…………コレ、まさか……」

　思い至り、イヤな予感を覚えながら、人形の上半分を持ち上げると……果たして予想どおり、中から一回り小さいが同じ姿の人形が。

「……なんなのだコレは？」

「まぁ、さすがに知らないよな。……マトリョーシカっていって、ロシアの民芸品」

「ふむ、なかなか面白い――――待て。……何個入っているモノなのだ？」

　――うん、さすがだな。早くもソレに気が付いたか。

「……普通のだと、確か手の平サイズの中に６個とか。――で、これどう見ても高さ１メートル以上あるな…………。ウチの親父が手を抜ぬいてくれているといいな？」

「…………ガンバレ和希」

　……どうやらリアも、不ふ吉きつな予感を確信に近いレベルで抱いているらしい。







「――や、やっとここまで……！」

　20以降はウンザリしてきて数えるのを止め……今晩の夢に出てくる事が確実というレベルまで開け続け、やっと手の平サイズ。重量的にも、おそらくコレが最後。

　そして最後の人形を開けると、一枚の紙が。それに書かれていた文字は――




『 ＤＴ発見 ｗｗｗ』




「やっかましいわああああああああああああああッ!!」

　フと振り返ると――開かい封ふうされて転がる無数のダルマ似の人形が、『ぷぷぷっ（笑）』と笑っている様にすら見えて。――あのクソ親父、どんだけ人をもてあそべば……!?




『（ピピッ）声せい紋もんおよびキーワードの認にん証しよう、完かん了りよういたしました』




「…………は？」

　突とつ如じよとして電子音と機械音声が。続いて軽い音と共に、奥おくの壁かべがスライド。

「……ふむ。和希の『やかましいわ』という声が、隠かくし扉とびらを開く鍵かぎだったらしい。とても理解のあるご両親ではないか。……完全に読まれているな」

「そんな理解はいらない……」

　感心４割、呆れ６割、といった様子で言うリア。眩暈めまいのために頭を押さえる俺。

　早くも心をポッキリやられた感があるが、隠し扉の中を覗のぞきこむと。




　そこにあったのは、一ひと振ふりの西洋剣けん。




　剣身は鞘さやに隠れているが、長さは目測で１メートルと少し。細工が施ほどこされた鍔つばの中央には、淡い水色の宝石がはめ込まれている。

「これは……レプリカを見た事がある。――おそらく本物の聖せい剣けんだぞ、この剣は」

「……マジで？」

「ああ。――聖剣『ルーナ・メリディエス』。『真昼の月』という意味の名を持ち、かつての勇者が用いた魔力を宿す剣。――和希。試しに手に取ってみてくれ」

　言われ、半信半疑で『聖剣（仮）』に手を伸のばす。左手を鞘に。右手を――柄つかに。




　剣が、『とくん』と脈動した気がした。




　慌あわてて剣の様子を探さぐるが……外見上の変化は全く無い。

「――うむ、やはり『当たり』か。和希、柄を持つ手に意識を集中。その後、手から熱を伝える様に、剣へ意識を拡ひろげていくイメージを」

　……身体の熱を右手に集める様に、意識を集中。――すると、まるで剣が応こたえるように、柄の感触が変わり、逆に熱を伝えてくる。

　驚おどろき、手放しそうになるのを必死に自制。リアに言われた通り、こちらの熱を送り込む様にイメージ――したすぐ後に。




『どくん』と、はっきりとした脈動。




「なっ!?　――く、は……！」

　剣の脈動に呼応するように、俺の心臓、動脈、血管の全すべてが大きく脈打った感覚。

「ぐ、あ……、なんだ今の……？」

　動どう悸きが落ち着いてから、リアの方に顔を向けて訊く。すると、驚いた様な顔をしてから、少し楽しそうな口調で言う。

「うむ、上う手まくいったみたいだな。――見てみろ」
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　リアが指さした先には、鏡。そこに映った自分は――両目の色が青に変わっていた。




　派手な色ではないため、他人からは簡単には気付かれないだろう。……だがそれでも『瞳ひとみの色が変わる』というのは、中二病の方には垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんかもしれない。

「それはおそらくレア・アビリティだぞ？『魔ま眼がん』系は魔族でも珍しい」

「……本当に中二病ワードの連発だな。――で、魔眼？　アビリティ？」

「うむ。では、先に自分の『ステータス』を見てもらう。……目を閉じて、自分の心を覗く――そうだな、自分の心臓に意識を集めると分かりやすいか」

　……再び言われた通りに自分の胸部、心臓辺りに意識を集める。――自分の心音を聞き、その心音に集中。すると――目ま蓋ぶたを閉じた目に光を感じる。

「――さぁ、目を開けてみてくれ。見えるはずだ」




　言われて、目を開く。そこにはＲＰＧのウィンドウそのままの枠わくと、その中にいくつかの文字列が。それを見て俺は……愕がく然ぜんとした。




「文字列が浮かんだな？　それは擬ぎ似じ視覚で、光学的に見えているわけではない。そのため無許可で他者に覗かれる事は無いから、安心してほしい」

「……………………」

「表示されている項こう目もくは二つ。一番上のものが『クラス』。二つ名の様なものだと思って欲ほしい。自分の能力傾けい向こうを端たん的てきにまとめたものだ。それ自体が後述の『アビリティ』同様に『効果』を持つ。――『効果』については後で説明しよう」

「……………………」

「その下に一から五個ある文字列、それが『アビリティ』。発現した潜せん在ざい能力だな。保有しているだけで効果を発揮するものが多いが、任意発動で強力な効果を発揮するものもある。そのアビリティの効果は、その項目に意識を集中する事で見る事が出来る。それで、和希はどんな――……和希？」

「……………………」

「……何があった？　と言うか何ど処こを見ている？　話を聞いていたか？」

　――うん、聞いてはいた。『変更可能』とか、『破は棄き可能』とかいう言葉を期待して。


◆　◆



階級クラス

　ツッコライトニングミ役 ブレイブ：任意発動で敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう。戦せん闘とう時、全能力大おお幅はば上じよう昇しよう

能力アビリテイ

　元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ：特とく殊しゆ形式による対象の能力看破

　舌先三寸サウザンドワーズ：魔術効果上じよう昇しよう

　ツッコミジヤツジ オブ の嗅覚ザ モーメント：動体視力増強、使用魔術の緊きん急きゆう制動


◆　◆



　――　無　い　わ　ぁ　。

　ルビだけなら『いかにも中二病』な能力名。それを、日本語名が台無しにしている。

「ふむ、放心状態に陥おちいっているな。……これは見せてもらった方が早いか。――和希？　私に触ふれて、『許可』と意識してみてくれ」

　多分『コレ』をリアに見せる、という事なのだろう。

　拒きよ否ひしようかとも一いつ瞬しゆん浮うかんだが……なんかもう、どうでも良くなった。

　俺の方に伸ばされた彼かの女じよの左手を握り、素す直なおに『許可』と意識。

「ありがとう。では見せてもらう」

　そう言い、俺の文字列を読んでいるらしいリア。擬似視覚情報の共有、または譲じよう渡とといったものだろうか。……理り屈くつはどうあれ、アレを読まれる事に変わりは無い。

　――さぁ笑え、嘲あざわらえ……！




「……本当に勇者なのだな」




「…………え？」

　笑うどころか、普ふ通つうに感心、むしろ『感かん嘆たん』とも言える反応が返ってきた。

「ライトニング ブレイブ――『閃せん光こうの勇者』か。効果持ちで、任意発動の敏捷性上昇。さらに戦闘時追加で全能力大幅上昇……。『勇者』の名に恥はじない性能だな」

「えっと……そんなに良いモノなのか……？」

　……日本名『ツッコミ役』の方には全く触れないリア。

「ああ。任意発動型は効果が高い上、効果に『大おお幅はば』と付いている事は滅めつ多たに無い。このクラスの付加能力だけで十分優ゆう秀しゆうだが、アビリティも高性能のものが揃そろっている」

「あー……え、えー……？」

「魔術効果上昇の『幾千の言葉サウザンド ワーズ』に、動体視力を向上させ、それを活用して魔術の緊きん急きゆう制動まで可能となる『刹那のジヤツジ オブ 判断ザ モーメント』。――そして何より、能力看破の『古代のエンシエント 真眼トウルーアイズ』。希少アビリティである『魔眼』系統の中でも、これは記録に無い。特殊形式とあるが、どういう――……和希？　さっきからどうしたのだ？」

「――え？　いや……あれ？」

　……なんでツッコまない？

　労りや、新手のボケ殺しかとも思ったが……ここまでスルーするのは、どうも彼女のイメージに合わない気がする。まるで、日本名の部分だけ見えていない様な――

　――ん？『見えていない』？

「……なぁリア？　その『魔眼』系って、大たい抵ていどんな効果があるんだ？」

「ん？　基本は二系統だな。視線を媒ばい介かいにした攻こう撃げき系と、疑似視覚の強化。和希のは後者の様だから、追加で何かが見える、といった効果だとは思っているが」




　――もしかして……台無しな日本語名、『俺にしか見えていない』……？




「な、なぁ？　リアも当然、『ステータス』持ってるんだよな？」

「うむ、もちろん。……ふむ。どうせなら魔眼を試してみてはどうだ？　どんな形式にしろ『能力看破』とある以上、他人のステータスを見る効果はあるはずだ」

　そう言う姿に躊躇ためらいは無く、むしろ誇ほこらしくすらある様に見える。

　――これでもし『妙みような文章が見えた』なら、確実か……？

　そんな事を思いながら……自分の『ステータス』を出したときの様に、心臓を――心を見る様にイメージしながら意識を集中――

「………………見え、た」

「ふむ、やはり見えるのだな。――読んでみてくれ」

「…………クラスは、『ナイトメア プリンセス』。アビリティは『ネガティブワーズ』、『ペネトレイション』『エルダーワイズマン』……かな？」

「正解だ。見ての通り、私のステータスは全て術者寄り。バランスが良い和希に汎はん用よう性せいでは劣おとるが、術者としては、相手が誰であろうと簡単に負けない自信はある」

　誇らしげに語るリア。……だが、申し訳ないとは思うが、頭には入ってこない。

　俺は『引きつった笑えみ』が表に出ない様、必死に自制しながら再確認。


◆　◆



階級クラス

　夢見がナイトメア ち王女プリンセス：精神系魔術の使用可能。精神威い圧あつ（中）

能力アビリテイ

　素直じゃない愛【冷】ネガテイブワーズ：氷・闇やみ系魔術強化、及および敵魔術の弱体化

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔術による全防ぼう御ぎよ・障害の貫かん通つう補正

　耳年増エルダーワイズマン：敵性魔術の認にん識しき・分ぶん析せき可能。使用魔術効果上昇


◆　◆



　普段の落ち着いた印象と、遥はるかに掛け離はなれた乙おと女めチックな能力群。しかも朝の反応から考えると――これ、見ちゃいけないものじゃなかろうか？




「……と、ところで、こういう能力ってどうやって決まるんだ？」

「ふむ……、我等の世界でも分かっていない。体内に取り込まれた魔力が、嗜し好こうや行動パターンで方向付けられて現れるのではないか、とは言われているが」

　つまり……現在の自分を端的に表すのでは、という事で。

　隠れた性格・嗜好を元に能力が造られ、その大本の性格を暴あばくのが、この能力。

『中二病（≒邪気眼）』っぽい、日本語＆ルビの組み合わせ。

　そこに能力の『元』となった性格を暴くから『元・邪気眼』。

　――分かりづらッ……！

　……ネーミングはともかく。この困った特技で見えてしまったリアの能力群。仮説が正しいなら、これは彼女の本来の性格を示している可能性が高い。

　――これ、言わない方が良いよな……？

『見えている』と言ったときの反応も見たくはあるのだが……最悪、リアの自尊心をズタズタにしてしまう可能性がある。ならば隠し通そう。……いろいろ面めん倒どうそうだし。

　そんな事を考えながら、先の乙女チックなステータスと、目の前で何か考え事をしているらしい少女を重ね合わせてみる。




　――――意外と違和感が無い!?




　普段は落ち着いていて、その意志の強そうな眼まな差ざしもあり、傍はた目めにはどう見ても『クールな現実主義者』としか見えない。だが……女性としても小こ柄がらな部類の体たい躯く。ややツリ目気味という点以外は、整っているが童顔とも言える顔。

『夢見がちで純情一途なお姫ひめ様さま』、そんな表現を付けても意外な程しっくりくる。

「ん？　どうしたのだ？」

　小首を傾かしげて訊いてくるリア。

　……一度意識すると、そんな些さ細さいな仕草も一々可愛らしく思えてしまい。

「い、いや、ナンデモナイ。それより……ステータスも手に入った事だし、早さつ速そくだけど魔法のご教授を――」

　誤ご魔ま化かすと同時に、俺的には本日のメインイベントという位置付けの議題に誘ゆう導どうする。

「――ああ、約束していたからな」

　だが、その言葉にリアは即そく答とうせず、やはりまだ何かを考えている様子。

　そして、どうやら考えがまとまったらしい。真っ直ぐな眼をこちらに向け。




「だが断る」




「まてやコラ」

　思わずノータイムでツッコむ俺。……だが、リアの顔は真ま面じ目めそのもので。

「言い方はともかく、別に冗じよう談だんで言っているわけではない。……少し、教え方を考え直さなければ、とな」

「あー……。思ったより才能無さそうだから、とかか？」

「いや、むしろ逆。……十分以上の素質のようだ。だからこそ下手に教えると危ない」

「えー……っと？」

「――和希は魔ま術じゆつ効果上昇に加え、戦闘時のみとはいえ全能力の大幅上昇。……火種を出す程度の初歩の術でも、大おお火傷やけどする可能性は十分にある」

「……なるほ……ど？」

　と、言葉では納なつ得とくしたように言ってはみたが……正直、『使い方に気をつけるだけでいいんじゃね？』とか思わなくもない。




　と、その時。家の電話が鳴り始めた。




　部屋を出て、リビングの電話を取りに行く俺と、それについてくるリア。

　受話器を持つと、俺の応答の声も待たず、聞き慣れたオッサンの声で――




『ドラゴンの肉って美う味まいよな？』




「知らねーよ!!　つーか食ったの!?」

『無事に討とう伐ばつ。必要部位を剥はぎ取とった後、残った部分を上手に焼けました』

「なんでリアルにモンハンやってんの!?」

『まぁ、それはともかく。そろそろステータス手に入れた頃ころかなと。どうよ？』

「……一応は。で、あの剣はなんだよ？」

『ああ、爺じいさんが使ってたヤツ。魔ま王おう家に伝わる国宝の杖つえと同じ作者らしい』

　それを聞いてリアの方を見ると、『うんうん』と首を縦に振ふっている。

『竜りゆうの骨などのレア素材をふんだんに使った、とても貴重な剣だそうだ』

「そっちの世界ってモンハンがデフォなの!?」

　ツッコミ入れてからリアの方を見ると、『違う違う』と首を横に振っている。

『で、その剣の鞘を見てほしいんだが――』

　マイペースに話を続ける親父。……ツッコミは諦あきらめ、大人しく剣を取りに行こうとすると、いつの間に取りに行ったのか、リアが剣を差し出してくる。

　眼と手て振ぶりで礼を伝えて受け取り、鞘を見ると――鍔口に近い場所に文字が。




――　品質保証期限　製造から30年　――




『見ての通り、賞味期限切れだ』

「アホかあああああああああああッ!?　期限切れの聖剣とか初めて聞いたわ!!」

　――そして親父よ。せめて『使用期限切れ』と言おう。『賞味』ではナイ。

『よって聖剣としての能力はほとんど無くなっているが……頑がん丈じようなのと、仕し掛かけがあって持ち運びが便利。詳しい事は、そこに居る王女が知っていると思う』

　言われて顔を向けると、『こくん』と頷くリア。

「――わかるそうだ。その情報は助かる。……で、親父。あの仕掛けは……」

『ん？　ああ、面おも白しろいだろ？　母さんに見つからないように造るの大変だったわ』

　……んな労力、もっとまともな事に使えと。

『ちなみに俺おれの声で『今夜のオカズ』で、別の扉が開く。その中は……ムフッ♪』

「……こっそり造った理由、それか。つーか、いいのか？　近くに母さん居たら――」

『はっはっは、その心配は無い。今は離れた場所でドラゴンの肉を煮込んで――』




『あらあらあらー……『今夜のオカズ』は何かしら？』




『 あっ 』　「 あ 」

　母さんの、いつもと変わらない、のんびりした口調と声。……なのに、なぜか電話越ごしでも寒気が伝わってくるのは何な故ぜだろう？

『……あー、我わが息子むすこよ』

「……何でしょう、我が父よ」

『おとーさん、なんだかドラゴンのよりやっばい尻尾しつぽを踏ふんじゃったみたいだから、帰れないかもしれない』

「…………そうか。遺ゆい言ごんとか、あるか？」

『……父さんは、母さん一筋に生きてきた。それは神に誓ちかえる。…………だが』

　一度、切られた言葉。そして覚かく悟ごを決めるような深呼吸が数回聞こえ――




『――だが『グッズ』は別腹……！　さらばだッ!!』




『あ～な～たぁ～～～～？　い～い度胸ねぇ～～～♪』

　背筋も凍こおるような声のあと、立て続けに数回の爆ばく音おん。その直後に通話は途と切ぎれた。

　気のせいか……昨日の竜りゆう炎えんの爆音より、遙はるかに大きな爆ばく発はつ音おんだった気がする。

「……とりあえず、過ぎた力を持つ恐おそろしさ、よくわかったよ」

「わかってくれて何よりだ」

　分かり合った俺とリア。……だけどこれ以降、今の件に触れる事は無かった。







　その後。気を取り直す意味でお茶にする事に。その紅茶を淹いれたのは、リア。
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「へぇ……本当に上手いんだ……」

「その意外そうな反応、少し不本意だが？」

　とは言うが。外見的には文句なしの『お嬢じよう様さま』で、本物の『お姫様』な彼女。優ゆう雅がな仕草で紅茶を淹れる様はすごく似合っている。

　――この『階級名：夢見がナイトメア ち王女プリンセス』的にも、すごく似合っているんだよな。

　そう思いながら、まだ効果が切れていない俺の両目に宿る能力『元・邪気眼』で、こっそりとリアのステータスを見る。

『夢見がナイトメア ち王女プリンセス』。悪夢の王女ではなく、『夢む魔まの王女』と訳し、そこから『夢見がち』に続くのだろう。

「お姫様っていう身分だから、淹れてもらうのが普通なのかと思っていただけ」

「…………まぁ、興味が湧わいて教えてもらったのだ。趣しゆ味みのようなものだな」

　と、素っ気なく言うリア。だが――異変はリアにではなく、たまたま開いていたリアの『ステータス』の方に現れた。




　項目の『素直じゃない愛【冷】ネガテイブワーズ』と『純情一途ペネトレイシヨン』が、点てん滅めつを始めた。




「…………え？」

「ん？　どうした？」

　――気付いていない……という事は、これも『元・邪気眼』の能力か……？

「い、いや、なんでもない。……にしても、紅茶って淹れ方で本当に変わるな」

　誤魔化すために話を変えた（または戻もどした）のだが、別にお世辞ではない。

　茶葉は家にあった安物。それなのにリアが淹れた紅茶は、味も香かおりも全くの別物。

　それを聞いたリアは微かすかな、でも満足そうな笑みを浮かべ。

「ふむ。ならば――今後、毎日淹れてやろうか？」

　明らかに楽しんでいる顔。『味み噌そ汁しるを毎日～』的な意味だろう。ならば――

「専属契けい約やくか、いいなソレ。契約料は、生しよう涯がい資産の半分くらいでどうだ？」

「悪くないな。礼として、私の生涯資産も半分渡わたそう」

　不敵で、でも楽しそうな微び笑しよう。

　なんとなく対たい抗こう心しんから始めたやり取りだが、俺も十分に楽しんでいたりする。

　……だが、今回はそれだけでは済まなかった。




　追加で、『夢見がち王女』が点滅を開始した。




「………………」

「……本当にどうしたのだ？」

　リアからの問いへの返答を保留にして、頭に浮うかぶ疑問について考える。

　ちなみに『なんで点滅してるんだ？』の疑問には、すでに仮定が浮かんでいる。

　――おそらく、その性格が発動しているときに点滅する。

　ならば……『生涯資産』云うん々ぬん、少しは本音、または願望が入っていたという事で。




　――なんで……俺がそんなに想おもわれてんだ……？




　誰だれにでも想いを向ける様な、世間知らずさや常識のズレは感じない。

　……心当たりが無い。だから分からない……のだが、この能力についても彼女についても、知って間も無い現状では、これ以上考えても答えが出そうにない。

「……ああ、いろいろ考え事を。これからの事とか」

　とりあえず考えを保留し、今は誤魔化す事にした。

「む、これからの事？」

「ああ。リア、しばらくこっちに居るつもりなんだろ？　なら最低でも近場の案内はしないといけないし、必要な生活用品を買う必要もある。……だが、異性ではフォローしきれない部分が必ずある。――ここまでＯＫ？」

「……うむ。だが、何か不明な事があれば、ネットでググるつもりだったが？」

「……『なんで異世界到とう着ちやく二日目でネット用語使いこなしているんだ？』という疑問はとりあえず流すぞ？　だけど出先で必要になった時など、イザというときに対応できる同性が居た方がいい。そう思わないか？」

「…………まぁ、そうだな」

「――そんなわけで、ちょっと知り合いを紹しよう介かいする。その後、案内がてらに少し買い物でもしてこないか？」







　玄げん関かんで、またリアが魔術で靴くつを取り出すのを横目に見ながら、俺は一足先に靴をはいて、玄関の外に。

「あ、和希。おはよ」

　ちょうど我が家に来るところだった人物と鉢はち合あわせ。

　それは、長い黒くろ髪かみを無造作にまとめた、強気で姐御的な雰ふん囲い気きの少女。

「ああ、おはよう『紅あか音ね』。――ちょうど良かった」

「ん？　何か私に用？」




　彼女は『三みつ峰みね紅音』。幼い頃からお世話になっているお隣となりさんの一人ひとり娘むすめで、俺の幼馴染。

　黙だまっていれば十分に『美少女』なのだが、その性格・行動・言動により女性人気の方が遥かに高い、『男前』な少女。

　お蔭かげで何かと噂うわさされやすい『異性の幼馴染』という間あいだ柄がらながら、ほとんど疑われる事すら無く、友人関係を続けている。




　そして、『ああ、実は頼たのみたい事が――』と、俺が言い出す前に――後ろから声が。

「ん？　和希、来客か？」

「…………え？」

　玄関から出てきたリアを見て、紅音が驚いた表情を見せる。

　直後、無表情に変わってから、後ろを振り向き――




「ご近所の皆みなさ～～ん！　倉くら橋はしさん家の和希くんが！　両親の留守中に女連れ込んだあああああッ!!」




「アホかあああああああああああッ!!　初手から社会性に打だ撃げき入れるなああッ!?」

　この遣やり取りで、俺と紅音が普ふ段だんからどんな関係か、ご理解いただければ、と。

　この女に、手加減や容よう赦しやというモノは存在しない。……気を抜くと殺られる。

「……ふむ。ずいぶんと仲が良さそうだが……和希？　彼女がその紹介相手か？」

　今の遣り取りで察してくれたらしいリアが、紅音を見ながら俺に訊きいてくる。

「ん？　紹介？　んー……確かに可愛かわいい子は大好きだけど、私は一応ノーマルなんだ。ちょっとソッチの展開を期待されても困るかな」

「大だい丈じよう夫ぶ、私もノーマルだ。しばらく和希の家で世話になる事になった、『リアーナ・イルム・ルアリア』という。気軽に『リア』と呼んで欲しい」

「あ、そうなんだ？　私は『三峰紅音』。一応は和希の幼馴染。よろしくね、リア」

「ああ、こちらこそ。よろしく頼む」

　……なんだか、俺が言葉を挟はさむまでもなく自己紹介まで済ませた二人。

「――とにかく。この子、ウチの親父の関係者で、ウチで預かる事になったから。ちなみに俺おれ達たちと同い年らしい」

「あ、同い年なんだ？　中学生くらいかなとも思ってたんだけど」

　……なるほど。確かに小柄で童顔なリアは、中学生でも通りそうだ。

「ああ、そういう事か。お前さっき、俺が中学生を連れ込んだって言いたかったのか」

「そそ♪　倫りん理り面めんだけじゃなくて、条例的にもアウトだぞ、と」

　考えてみれば。高校生同士で同意の上なら、仮に『そういう仲』だったとしてもそこまで問題にはならない。

「ふっ、残念だったな紅音！　リアは同い年。仮に何かあったとしても問題無い！」

「……なんで和希は、こんな事で勝ち誇っているんだ？」

「あー……普段イジられる側だから、逆ぎやく襲しゆう気分で気持ちいいんじゃないかな？」




「年下に見えても同い年。つまり『合法ロリ』！　なんの問題もないッ!!」




「「 ……………… 」」

　――あれ？　二人とも、なんでドン引き……？

　俺が首を傾げていると、ご近所の複数の家から、一いつ斉せいに窓が開く音が。そして――




「「「「「 …………………… 」」」」」




　一斉に『じとー』っとした非難の視線を俺に浴びせ、再び打ち合わせでもしていたかの様なタイミングで、一斉に『ピシャン！』と窓が閉ざされた。

「……なんで？」

「和希さ……？　ネットやらゲームやらのせいで感覚麻ま痺ひしてるんだろうけど……。『合法ロリ』って、教育上あまりよろしくない言葉だからね？」

「は？　なんで!?」

「ふむ。私はまだこの国に詳くわしくないが……。普通『合法』を強調するときは、そうしないとスレスレ、または倫りん理り的てきにはキワドイかアウトな状じよう況きようじゃないか？」

「――言われてみれば……って事はつまり、俺が堂々と口走った内容は……」

　やっと己おのれの発言の意味を理解し始めた俺に、女性二名は口を揃えてトドメを刺さす――




「「 つまり『ロリ好きだけど、今回はギリセーフ』って事かな 」」




「…………悪い、少し胃薬飲んでくる。ちょっと待ってて」

「「 ああ、お大事に 」」

　またも声が揃った二人に見送られ、俺は回れ右して家に入った。

　――まぁ、あの二人が仲良くなったみたいだから、いいんだけどね……？





◆　◆






　和希が家に入ったのを確認した後、リアは紅音に話しかける。

「もしかして和希は、意外と近所の住民に好かれているのか？」

「あ、気が付いた？」

「うむ。……あれは、イジって楽しんでいるだけだろう？」

「正解。和希の両親、よく騒さわぎを起こすんだけど……基本的に気さくな人達だし。だから近所では『傍はた迷めい惑わくだけど楽しい一家』ってトコかな？」

「――ふむ。それで、和希個人は？」

「苦労人。イジると楽しい」

「……愉ゆ快かいな場所だな、ここは」

　少し呆あきれを含ふくみながらも、本当に楽しそうな表情を見せるリア。

　……が、しばらくすると表情を一転、探る様な視線で紅音に話しかける。

「……ときに。和希とは仲が良さそうだな？」




「ああ、私の父さんが和希の両親の仲間で、母さんとはその仕事先で知り合ったんだって。だから家族ぐるみの付き合いで――いろいろ知ってるから安心していいよ？」




　微み塵じんの動どう揺ようもせず、不敵な――または、からかう様な笑みで言う紅音。

「む……？　――そういう事か『協力者』殿どの。……我等の『関係』も知っている、と？」

　紅音の言葉で、何かに納得した様に――そしてなぜか微かに頬ほおを染めて応えるリア。

「そそ♪　だから、何かあったらいつでも頼たよってよ。私はもちろん、周りの人も。特にお向かいさんなんて非常時にオススメ。『腕うでっぷしが強い』『警察官』『常に家に居る』『女に興味無い』って、四拍びよう子しも揃っちゃったナイス・ゲイだから」

「……『揃っちゃった』『ゲイ』か……。警察官がなぜ自宅に常じよう駐ちゆうを？」

「交番勤務らしいんだけど、利害の一いつ致ちから同どう僚りようと取引したんだって。交番内を好きに弄いじっていいから、必要なとき以外は自宅待機にさせろ、って。――で。その時間使って、呼ばれた時以外は常に自宅で筋肉鍛きたえてるって話」

「何故そんなに詳しいのだ？」

「最近、父方の従姉いとこが結婚したんだけど……。旦だん那なさんがその『同僚』みたいで」

「……世間は狭せまいものだな。――ふむ」

　少し考える仕草をしてから――辺りを見回し口を開く。




「しばらく倉橋家に世話になるリアーナという。よろしくお願いしたい！」




　リアが声を上げた後。再び『ガラッ』と音を立て一斉に窓が開き。

「「「「「（ グッ！ ）」」」」」

　一斉にイイ笑え顔がおでサムズアップ。その後、再び一斉に閉まる窓。

「――本当に愉快な場所だな、ココは」

　そう言い、珍めずらしくはっきりとわかる笑顔をみせるリアだった。





◆　◆






　胃薬を飲み、少し用を足してから戻ると、そこには完全に意気投合している二人が。

　何があったかを詳しく訊きたかったが――リアが楽しそうなら、まぁいいか。




　その後、『少し用事があるから』という紅音と別れ、近場を案内する事に。

　リアの希望で図書館にも寄って、その速読術に驚きよう愕がくしたり。

　昼食でファミレスに行ったら、どうやらイチゴパフェが気に入ったらしく、とても上機嫌になったり。

　……途と中ちゆうから『これってデートって言うんじゃね……？』とか思いもしたが、敢あえてソレには触れずに過ごし――日が傾かたむき始める前に、少し早いが帰宅の途とに。




「ではお姫様、本日のご感想は？」

「……ふむ。私の方の世界、機械技術は全然だからな。全すべて新しん鮮せんで楽しかった。聞いてはいたが、娯ご楽らくの多さにも驚おどろかされる。――この世界、飽あきる事は無さそうだ」

　表情は相変わらずあまり動かないながら、素直に『楽しかった』と言うリア。

　それに対して『そう言ってもらえて嬉うれしい』と言い返せない俺の方が、実は『素直じゃない』んじゃないか、なんて思ったりもする。

「また明日あたり、今度は紅音も連れて日用品を買いに行くか」

「うむ、そうだな。それはそれで楽しみにしていよう。――和希も一いつ緒しよなのだろう？」

「ま、仕方ないからついて行きますよ」

　……言ってから、改めて自分自身に苦く笑しようを浮かべたくなった。

　そんな会話をしている内に、自宅前。鍵かぎを取り出して玄関を開け、中に入る。

「ただいま、っと」

　いつもの、返事を望めない帰宅の挨あい拶さつ。

　俺が小さい頃から、ウチの両親はよく家を空けていた。だから、この言葉に返事が返ってきた事は――もう長いこと無い。

　それでも言ってしまうのは、ただの習慣か。それとも……幼い頃からの願望か。

　長く続いた、当然の無反応。だけど――




「ああ、『おかえり』」




　その、『何となく』で放たれた様な声は、家の中からではなく……隣から。

「「 …………え？ 」」

　お互たがいが『何となく』で放った、何でもない『言葉』。

　だけど――お互い『何でもなくない』返事。……ならば、驚く声が揃ったのは必然。

「「 ……………… 」」

　無言のまま、驚いた表情の顔を合わせる俺とリア。そして――その状態を先に抜ぬけ出したのは彼女。

「――え？　ど、どうした？」

　無言のまま、俺の背中を押おし――先に家に上がらせる。そして……どこか恐る恐る、といった表情で、俺を見上げながら。




「……ただいま」




「――お、おかえり……」

　リアの言葉に、今度は俺が返す。

　すると、彼女の肩かたが『ビクッ』と跳はね――そのまま無言で下を向いて靴を脱ぬぐと、俯うつむいたまま、俺の横に並ぶ。

　……何となく『照れたら負け』――そんな事を思っていたが……今は勝った気がしない。リアの紅あかくなった耳を指し摘てきできない程度には、自分の耳の熱さを自覚しているから。

「…………なんで、突つっ立たっているのだ？」

「あ、ああ、そうだな……」

　俯いたままで言うリア。俺は返事をしながら、何となく、彼女の頭に手を置いた。

「……これは？」

「いや、何となく……。イヤか？」

「……イヤでは、ないな」

　言いながらリアは歩きだす。その頭に手を乗せたまま、一緒に行く俺。

　……女の子の頭に手を置いたまま、無言で歩く。傍目には、少し奇き異いな光景だろう。……だが今は、そんな事は気にならない。




　特に打ち合わせも無く、向かった先はリビング。お互い外出用のコートも脱がず、リアの頭に乗せた俺の手もそのままに、無言でソファーに並んで座すわる。

「「 ……………… 」」

　気まずい、というわけでもないのに、なぜか無言の俺達。

　エアコンの電源は入れたが、真冬の室内は簡単には暖まらない。

　……だからまだ寒い室内でありながら……なぜか、温かい沈ちん黙もくが流れる。

　またも『なんとなく』――リアに乗せた手を動かし、頭を撫なでる。

「ん……」

　小さく声を出して、一度だけこちらを見上げる。だが、すぐに視線を戻し。

　顔は前を向いたまま……今度は俺に寄より掛かかってくる。

「――っと。……どうした？」

「……なんでもない。――この方が、和希はやりやすいだろう？」

「まぁ……確かに」

　ゆっくりとリアの頭を撫でている内、エアコンが効いてきて部屋が暖まってきた。

　……心ここ地ち好よい空気の中。少し、彼かの女じよの事を訊いてみたくなった。

「――なぁリア？　お前は向こうの世界で、どんな風に暮らしてたんだ？」

「……私は王女で、同時に宮きゆう廷てい守護隊の一員でな。――だから基本的に、城の外には出ない。そして……情勢が不安定なせいで、私の両親も忙いそがしくて、な……」

　途中で、様子を窺うかがうように俺を見上げてくる。俺が無言でいると、続きを語り始めたリア。再び前を向いたため、その表情は見えない。

「――当然、全く顔を合わせないというわけではない。……ただ王族となると、プライベートな時間はほとんど無い。顔を合わせても――つい儀ぎ礼れい的てきな挨拶になってしまう」

　口調からは、その想いは読み取れない。……ただ、俯き気味に顔を隠かくしていることが、その内心を表しているようで。

「……家族の挨拶を、かわしたのは――いつ、だったか……？　だから――……」

　言葉が途切れる。顔を覗のぞき込んで様子を窺うと――今にも眠ねむりに落ちそうに、うとうととしていた。起こす気にはなれず……そのまま頭を撫で続けると、すぐに穏おだやかな寝ね息いきが聞こえ始めた――




　安らかな寝ね顔がおを見ながら。思い返すのは――俺にこの世界の感想を訊かれ、楽しいと、明日が楽しみだと言った、リアの表情。

　――『楽しい』って言葉、こいつはどんな気持ちで言ってたんだろうな……。




　……多分、俺はこの子に惚ほれて――は、いない。今の所は。

　ただ、急速に惹ひかれているのは事実で、もはや時間の問題だとも思う。

　――本当に、何でなんだ……？

　目を奪うばわれる程の綺き麗れいな容姿。妙みような所で似た者同士で、性格的な相あい性しようは良い。

　魅み力りよく的てきな子だと思う。好きになる事を不思議とは思わない。ただ……やっぱり早すぎる事と、俺の警けい戒かい心しんが一いつ切さい働かない理由がわからない。

　――本当に、不思議な子だよな……。




　頭を撫でられながら眠るリア。

　安心しきったようなその寝顔は――『異世界の魔王女』、そんな肩かた書がきが信じられないほど、あどけない微笑を浮かべていた。







三章　天然魔剣ストーム　士と犬ハズ　カム







「…………ん？」

　しばらく『ボー』っと考え事をしていた俺は、聞こえてきた物音で我に返った。

「――玄関の方から……？」

　気になった俺は、名な残ごり惜おしかったが、俺に寄りかかるリアを起こさない様にソファーに寝ねかせ、音源を確かく認にんに行く事にした。

「――外か？」

　どうやら何かが玄関の外――扉とびらを外側から『ガリガリ』と引ひっ掻かいているらしい。

　念のためにドアチェーンを掛けてから、扉を薄うすく開けると。




「がうッ！」




「い、犬？」

　隙すき間まから顔を出したのは、銀色に近い灰色の毛並の子犬。どうやらコイツが、扉を引っ掻いていたらしい。

「……どうしたんだお前？」

　見たところ、首輪は付いていない。ノラかとも思ったが、その割には毛並が綺麗。

「わう、がうっ！」

　入って来ようとしている……わけではないらしい。慌あわてている様に数回吼ほえた後――扉の陰かげから、何か重い物を引っ張って来ようとしている。

　子犬の努力の甲か斐いあって、扉の隙間から見える様になったのは――人の腕。

「…………………はぃ!?」

　思わず妙な声が出る。慌てて一度扉を閉めてチェーンを外し、再び扉を開ける。

「 !?　ちょっ、大丈夫か!?」

　そこに倒たおれていたのは、長い黒髪の女の子。見た限り外傷は無いが、意識が朦もう朧ろうとしているらしく、立つ事はおろか全く動く事が出来ないでいる。

「――ッく……だ、だいじょうぶ……です。少し休めば……すぐに……」

　そう言う少女だが……。仮にそれが本当だったとしても、今は真冬。ここに放置しては、最悪は凍とう死しもありうる。救急車を呼ぶにしても、まずは暖を取らせた方が良い。

「――『大丈夫』なんて、最低でも立てる様になってから言え。とりあえずウチに運ぶ。文句は後で言え。いいな？」

「……良くなくても、聞いてくれそうに、ありませんね……。……すみません、ご迷めい惑わく、おかけします……」

　返事を聞き終わる前に仰あお向むけにして、膝ひざの裏と腰こしの下に手を入れ、一気に抱だき上あげる。

　……抱き上げたときに、一いつ瞬しゆん何か違い和わ感かんがあったが、とりあえずは無視。

「わんっ！」

「っと。お前は……この子の友達か？」

「わう！」

「そっか。――悪い様にはしないから。ちょっとこの子預かるな？」

「……くぅ～ん……」

　まるで『お願いします』とでも言う様に、行ぎよう儀ぎよくお座りして小さく鳴く。

　……反応が人間っぽくて可笑おかしかったが、今はこの子を何とかするのが先。





◆　◆






「――ありがとうございます。助かりました……」

　暖だん房ぼうで暖まった和室。そこに敷しいた布ふ団とんの上で、上体を起こせるまで回復した少女がお礼を言ってくる。その手には、先ほど作って渡した生しよう姜が湯ゆが入ったマグカップ。




　布団に寝かせてから気が付いたのだが……もの凄すごく綺麗な子だった。

　長い黒髪に整った目鼻立ち。お嬢様然とした容姿だが、リアとはまた違ちがった印象。

　リアが『可か憐れんさ』なら、この子は『凛り々りしさ』。王族のリアと対比させるなら、この子はさしずめ『騎き士し』……といった所か。




「どういたしまして。だけど、その子にもお礼言っておきな？　その子が居なかったら、多分気づけなかった」

「……はい。――ありがと、『フェル』」

「わんっ♪」

　布団の横で大人しくお座りしていた子犬（『フェル』というらしい）に少女が礼を言うと、尻尾を振ふって嬉しそうに声をあげる。

「……それで。君は誰？　どうしてあんな所に倒れて？」

「……私は『イスカ』と申します。――助けていただき、ありがとうございました」

　少し考える仕草をしてから、改めて一礼と共に言ってくる『イスカ』。

「それで、倒れていた理由なのですが……。実は、人を捜して長旅をしてきたんです。倒れたところは覚えていないのですが……多分、旅の疲つかれで気を失いかけていたところを、この子――フェルが近くの民家に誘ゆう導どうしてくれたのではないか、と」

「……なるほど」

　説明に短く納なつ得とくの相づちを打ってはみたが……言葉を慎しん重ちように選んだような話し方で、少し違和感があった。――誰を、なぜ捜していたかは訊かれたくない……？

　更さらに、今の日本で意識を失うレベルの疲ひ労ろうが必要な旅など、少し考えられない。

　……なぜか少し、イヤな予感がする。直ちに放ほうり出す気は無いが、出来るだけ早く出て行ってもらうべきかもしれない。

「……誰かを捜してるって言ってたけど、電話番号とか住所はわからないのか？　俺おれがわかる場所なら、道案内くらいしてもいい」

「『でんわばんごう』……？　あ、いえ！　これ以上ご迷惑をかけるわけには――」




　その妙な反応を不ふ審しんに思う――暇ひまなど無かった。




「――和かず希き。何かあったのか？」

　そう言って入ってきたのは、さっきまで微睡まどろんでいたリア。

「ああ。外にこの子が倒れていて――って、どうした？」

　声を向けた先は二人――驚愕の表情を浮かべ、硬こう直ちよくする少女達へ。

　それは真昼に幽ゆう霊れいと遭そう遇ぐうした様な。……楽園で、死神と邂かい逅こうしたような。
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　おそらく、硬直していたのはほんの数秒。先に脱だつしたのは『イスカ』。

　直後――場の空気が一変する。




「あ、貴女あなたはッ!!」

　仇きゆう敵てきを前にしたかのように、リアに向かい叫さけび、手を伸のばす。

　――その一挙動で体を跳ね上げ、常人では考えられない速度で襲おそいかかる。

　不意を突かれたリアに、対処が出来る速度ではない。

　一いつ般ぱん人じんの俺が反応出来る展開ではない――ハズが、俺には知覚できていた。




　一変した空気の正体。

　それは『場の緊張感』という意味以上に――俺の内的な変化によるもの。

　戦せん闘とうの気配を感じ取った『アビリティ』が自動起動。全能力の上じよう昇しよう。

　それを無意識に理解し、上昇した『思考力』『集中力』『判断力』の結果――時の流れの束そく縛ばくから逃のがれた認にん識しきの世界で、イスカの動きを見切る。




　体を捻ひねる一挙動で体を跳ね上げ、リアに手を伸ばす『イスカ』。

　長い黒髪が残像と映る程の速度で俺の左横を通り抜けようとする。




　――させるかッ!!




　左ひだり肘ひじを振り上げ、伸ばされたイスカの右みぎ腕うでを上に払はらう。

「なッ!?」

　驚愕の声を聞き終わる前に動く。肘ひじを上げた動きの勢いを利用し体勢を反転。

　体勢を崩くずされ無防備なイスカの下に、背せ負おうような形で体を滑すべり込ませる。

「しまッ――」

　防ぼう御ぎよ行動をとられる前に、イスカの体を掴つかみながら、巻き込むように体を倒す。

「がっ――!?」

　変形した背負い投げ。互いの速度で威い力りよくを相乗されたそれは、受け身も不可能な速度で、イスカの背中を畳たたみに打うち据すえた。

　驚愕交じりの苦く悶もんの声。それを無視し、うろ覚えの柔じゆう道どう技で細い体を押さえ込む。――視界の隅すみで、異界の王女が白色の宝石に光を燈ともすのを見ながら。

「そのまま押さえていてくれ『床とこ上じよう手ず』！」

「こんな状況で妙な表現使うなッ!!」

　言いながら、宝石から指に移した光で虚こ空くうに描かき上げた魔ま法ほう陣じん、その術が発動。状況に取り残されて狼狽うろたえていた子犬の脚あしが、突とつ如じよ発生した氷により封ふうじられる。

「がうッ!?」

　足あ掻がく子犬を無視……どころか、術の効果を確認する前に、再び陣を描き始める。

「この状況でもツッコミを忘れないキミが好きだ」

「ご丁てい寧ねいな棒読みありがとう、冷ひや汗あせが止まらないほど嬉しーよッ！」

　疲労もダメージも抜けていないはずなのに、抵てい抗こうするイスカの力は洒落しやれにならない。一瞬でも気が抜けない状況――

「――こ、この状況で……ッ！　人をおちょくるのも大たい概がいにしてくださいッ!!」

　そんな緊きん迫ぱくの場面で、緊張感の無い会話を交かわす俺達への非難の声。俺達は――

「「 うん、ごめん 」」

　ごもっともな意見に揃そろって同意して謝罪。――直後、術が完成。空中に描き上げられた魔法陣は二つ。その片方が更なる輝かがやきを放ち、発動。

「くッ！　こ、の――ッ！」

　先ほどフェルを拘こう束そくした物と同じ術が発動。氷の縛ばく鎖さが、イスカの手足を拘束する。

　それを確認し、二つ目が発動。淡あわい白光がイスカを包つつむ――だが。

「――こ、この程度……っ！」

「……耐たえるか。ならば――」

　効果が薄いと判断したリアが冷静な言葉を発し、追加で魔法陣を作成にかかる。

　先ほど以上の速度で描き上げられた陣は、リアの合図と共に直ちに発動。

「 ！　く……ぁ……」

　再び身を包んだ白光に、イスカが抵抗できたのは数秒。外傷を負う事無く、脱だつ力りよくする様に意識を失っていった。――眠らせたのか……？

「が、ガゥ！　ワゥ、ガウッ!!」

「鎮しずまれ『神しん狼ろうの仔』よ。――傷付ける気は無いが、暴れると言うのなら……」

「ッ！　グルル……」

　敵意を露あらわに吠ほえ立てていたフェルだが、こちらを睨にらみつけながらも、抵抗は諦あきらめたらしい。――っていうか、犬じゃなかったのか。




「……で。事情がサッパリ分からないんで、説明頼みたいんだが？」

　イスカは未いまだ眠ったまま。その状態で、リアが出したロープで手足を縛しばってある。

　フェルの方は特に拘束されていないが、常に俺かリアが見張っている。不服極きわまりなさそうだが、イスカが動けない以上、暴れる気はないらしい。

「……詳しい事情は私も知らないのだがな。この者は……確か『イスカ・リヒト・エストレラ』といったか。我等の世界の――人族側の者だ。神狼の仔を連れた魔ま剣けん士し……。魔ま王おう家の私が顔と名を知っている事から、評判と実力の程は察してほしい」

　――敵対勢力がマークしなければいけないレベル、という事か。

「……ソレ聞いて、少し安心した」

「どこに安心する要素が？」

「いや――そっちの世界だと、このレベルが普ふ通つうなのかと思ったから」

　弱っていた状態であの動き、あの力。……『ステータス』を得ていなければ――それが自動発動しなければ、反応すらできなかった。

「さっきは本当に助かった。心から礼を言わせてもらう。――不意を突かれた上、話に聞いていた以上だった。……ありがとう、和希」

「そう言うわりには、簡単に制圧したよな？」

「……そうでもない。私の運動能力はたかが知れている。まずあの距きよ離りで相対した時点で私には致ち命めい的てきだ。それに――『氷の枷かせ』の後に『睡すい眠みん』も放ったのだが、そちらは完全に耐えられた。疲労状態で、さらにダメージで呼吸が乱れた状態で、だ」

「へ？　でも眠らせた、よな……？」

「三発目のアレは回復術だ。衰すい弱じやくした者に負担を掛けずに治ち療りようするための術なのだが、その過程で強い睡眠・鎮ちん静せい効果がある」

　つまり『睡眠攻こう撃げき』を防がれ、耐たい性せいが高いと判断。そのため追つい撃げきに攻撃ではない『回復に伴ともなう睡眠』を仕し掛かけたらしい。冷静にそんな機転を働かせるリアも、十分に凄い。

「――それで。どうするこの子？　アッサリ解放するわけにもいかないだろ？」

「……うむ。最低でも、この世界に来た経けい緯いを聞き出す必要がある。その上で休戦協定を結べれば、言う事は無いのだが……」

　リアが来るまで話していた感じでは、話の分からない相手ではなさそうだった。

　かと言って先さき程ほどの様子では……『敵』に素す直なおに話をするとも思えない。

「ならば……突とつ破ぱ口こうは、一応は恩人の俺と――」

「……ああ、そういう手段か」

　俺とリアが揃って目を向けた先。そこには。

「……わ、わぅ……？」

　仔狼が、『……え、ぼく……？』といった顔をしていた。







「――よし。じゃあ起こしてやってくれ」

　俺の言葉に『コクリ』と短く頷うなずいたリアが、光を宿した指先を『パチンッ』と鳴らす。するとすぐに『ん……』と小さく声を出し、目ま蓋ぶたが徐じよ々じよに開く。

「ッ――！　……私をどうする気ですか？」

　驚きの声は自制したらしい。敵意は隠さず睨みながら、冷静を装よそおい言ってくる。

「とりあえず、手て荒あらな事をする気は無い。まずは話をしたいだけだ」

「魔族側の者に話す言葉はありません」

　……予想通り、『敵側』にはかなり強ごう情じようになるようだ。強ごう引いんに話を持って行く事も可能だが……後の事を考えると、しっかり聞いてもらいたい。

「俺、現状は魔族側ってわけじゃないし、一応は君を助けた事に変わりは無いと思うんだけど……それでも会話をする気も無い？」

「…………魔王家と知り合いなら、同じ事です」

　少し揺ゆらいだ。やはり助けられた事は気にしているらしい。――これならイケるか。

「……はぁ、わかった。――ところで腹減ってない？」

「…………………………全然減ってません」

　すごくお腹なかが空いているらしい。……というか、隠し事がもの凄く苦手っぽい。

「――そうか、空いてないのか。じゃあ、そこの『犬』」

「ッ!?　ガウガウ、ガウッ！」

　ただちに反応し『犬じゃない、狼だっ！』といった様子で不服の声を上げる。

「失礼。『神狼』だったな。――で、お腹空いていないか？」

「…………………………がぅっ」

　どうやら、とっても似た者同士らしい。敢えて『何ど処こが』とは言わないが。

「そうか……キミも空いてないか。――ところで、なぜかココに高級ビーフジャーキーなんて物があるんだが……」

「「 !? 」」

「折せつ角かくだから、お近づきの印にご馳ち走そうしようかと思ったんだが……いらないか」

「ふ、フェル！　ダメだからね!?」

「……わ、わうッ！」

　この先の展開に危機感を覚えたらしく、慌ててクギをさすイスカ。どうやら『だ、大だい丈じよう夫ぶ！』と応こたえたらしいフェルだが、動揺は手に取るように分かる。

「何をそんなに警けい戒かいしているんだ？　別に手て懐なずけようとしているわけではなく、お持て成しをしようと思っているんだが。つまり――今からコレをそちらに渡わたそう」

「が……がぅ……？」

『なん……だと……？』といった様子で大きく動揺するフェル。

　俺は『悪い笑えみ』が出るのを必死にこらえながら、トドメを刺しにいく。

　高級ジャーキー（親おや父じ秘蔵の酒の肴さかな）を躊躇ためらいなく開かい封ふう。それを用意してあった皿に移し、畳の上を滑らせて皿をフェルの前に。

「さぁ、お食べ？」

「……………………………」

　目の前に来た皿（に載のったジャーキー）をガン見しているフェル。

「フェル!?　食べちゃダ――」

「わぅ……」

　慌てて『食べちゃダメ』、そう言おうとしたイスカ。だが……イスカを振り返ったフェルは、ヨダレを垂らしながら、とても悲しそうな顔をしていた。

「………………。――食べてよし」

「わんっ！」

　ガクリと項うな垂だれて、許可を出すイスカ。大喜びで食くらいつくフェル。

「……あんな顔されちゃ、ダメって言えないよ……！」

　敗北感たっぷりに呟つぶやくイスカだが、当のフェルは食べるのに夢中。

「うん、良い食べっぷりだ。――美う味まいか、『犬』？」

「わんっ♪」

　――よし、堕おちた。

「さて、イスカさん？　少しお話ししたいのですが、よろしいでしょうか？」

「………………わかりました。ご恩の分、話せる事なら」




　――ふっふっふっふ……、　計　画　通　り　。




「……和希。そのやり口、勇者というより魔王寄りだと思うが？」

　自分のアビリティ『舌先三寸サウザンドワーズ』。今、コレの存在をとても納得しました。

　とはいえ、実際の話し合いはここから。上う手まく平和的に収めたいところだが。

「まずは信用を得るためにも、私がここに居る理由を教えた方が良いか。――和希、ステータスを見せてやってくれないか？」

　さっきまで一歩下がった位置で様子を見ていたリアが、前に出てくる。

「……わかった」

　あの『日本語名』のせいで少し抵抗はあるが、言われた通りに見せる事に。

「――えっと？　クラス……『ライトニング ブレイブ』……って『勇者』!?」

　――そういえば、俺はこの子のステータスも見れるのか。

　まだ自分とリアのしか見たことが無いから興味はあるし、リアみたいに性格が表れるなら、交こう渉しようを有利に進められるかもしれない。

　だから、見る事にした。…………見る事にしてしまった。




　――――な……、バカな……!?




「見ての通り、和希はかつての魔王を墜おとした勇者の末まつ裔えいだ。『ステータス』は、隠す事は出来ても偽いつわることは出来ない。それは当然知っているな？」

「それは――だけど！　ならなぜ魔王女の貴女が、敵である勇者の末裔と!?」

「人族と魔族。戦力が拮きつ抗こうしているが故ゆえに、膠こう着ちやく状態……冷戦状態に陥おちいっているのは事実。そして両族の王は、それを維い持じする事で全面戦争を回かい避ひしようとしている。――これも公然の秘密だな？」

「知っては……います」




　……真しん剣けんな遣やり取とりが展開されているご様子ですが、私は現在、絶賛硬直中です。




「そんな状じよう況きようで『勇者の末裔』という存在は、間ま違ちがいなく火種となる。故に、私が監かん視しに来た。協力を取り付け、あわよくば自じ陣じんに引き入れるために」

「……という事は――今暴れれば、少なくとも和希さんが我々に味方する事は無くなりますか。それどころか……貴女が負傷した時点で、それが戦争の火種に……」

「話が早くて助かる。……同様に、もし私がお前を一方的に攻撃した場合、和希は私を許さないだろう。――ここで争あらそう事は害にしかならない。わかってもらえるな？」

「――わかりました、休戦としましょう。……本音を言わせていただけば、私は和希さんに助けられた身。……恩知らずな行動を取らずに済み、助かります」

「なるほど。ふふ……和希のお人ひと好よしが役に――む、和希……？　どうした？」

　話に一段落がついた事で、俺の状況に気が付いたらしい。冷や汗だらだら流して固まっている俺に、訝いぶかしげな視線を向ける。

「…………いや、実は、ちょっとイスカのステータスを見せてもらったんだが……」

「――ああ、そういう事ですか……」

「む？　何かあるのか？」

　イスカは、溜ため息いき交じりの諦め口調で。リアの瞳ひとみに宿るのは、好こう奇き心しんの輝きか。




「『クラス』、ストームブリンガー。『アビリティ』、アブソリュート ワン、マイティガード、ウェポンマスタリー、レジストペイン、ブレイクスルー……」




　止める気配が無かったため、言って良いと判断。カタカナ名を読み上げてみた。

「……『厄やく災さいの導みちびき手』『絶対なる自己』『万ばん能のう防ぼう御ぎよ』『武器習熟』『痛覚耐性』『防ぼう壁へき突とつ破ぱ』……。階級以外は珍めずらしい能力ではないが、この揃い方は……」

　イスカのステータスは、全すべて近接戦闘向けの高性能なモノ。それを相手に近接戦をやったわけで……リアが戦せん慄りつするのも無理は無い。――勝てたのは、『運』。




　――だが。俺が硬直していた理由はソレではない。……例にもよって、読み取った『日本名』の方にトンデモナイ情報が――




「私も近接戦には自信があったので、不意を突かれたとはいえ驚おどろきました。あと、なぜかよく『外見と能力のギャップが大きい』と驚かれるのですが……」

「へ？　いや、それはあんまり。むしろ――」

　確かに『お嬢じよう様さま然とした容姿』と『ガチ近接型な能力』は、似合わないと言えばそうかもしれない。だが俺は介かい抱ほうしているときから『騎士っぽい』とか思っていたので、特に違和感は無く。――それより、『裏側』を見た者の感想としては……。




「――むしろ、良い家庭を作りそうだな、と」




「……は？」「なッ――!?」

　リアとイスカが、それぞれ異なる反応を示す。

　やはり『何言ってんだコイツ？』といった反応のリア。一方のイスカは……。




「な、な……なんで私の夢が『幸せな家庭を築く事』だと知って――!?」




　………………あれ？　――そんな事まで言ってないのですが……？

　だが、言われた今となっては凄く納得する話で。更にイメージで言うと……。

「――海辺か丘おかの上にブランコ付きの白い家。子供は男女一人ずつ……とか？」

　適当に、夢想としてはありがちな光景を言ってみた。まぁ、当たるハズは――




「そ、そこまで――それが貴方あなたの魔ま眼がんの力……!?」




「……和希。本当に読心能力が……？」

「――え、えー……？　い、いやいやいや！　何となく浮うかんだだけ！　相手のステータスを見るのと、発動しているかどうかを見れるだけだって!!」

　……嘘うそは言っていない。肝かん心じんな部分を言っていないだけで。

「能力は当人の本質や性格から生じる。それを読み取る事で――和希は無意識に思考を読んでいるのかもしれないな……」

　――違います。そんな御ご大たい層そうなものではなく、もっとアホらしい代しろ物ものです。

「…………ところで。イスカはなぜこの世界に？　リアを追って来たみたいだけど」

「ああ、その事ですか。……といっても、実は単純な理由なのですけれど。実は『魔王女が異世界に旅立った』と、察知した者がいるんです」

「……此こ度たびの事は、魔族側でも一ひと握にぎりしか知らないはず。それをどうやって……」

　話を逸そらす事には成功。リアは情報がどこから漏もれたかを考え始めた様子。

「私も、情報の入手経路は知りません。ですが私に下された指令は『何らかの企たくらみで異世界に渡った魔王女を妨ぼう害がいし、魔族の計略を阻そ止しせよ』。――どうやら上の者も、なぜ渡ったかは知らなかったみたいですね」

「なんだか、凄く適当で無責任な指令に聞こえるんだが……？」

　信しん頼らいゆえかもしれないが……、あまりにアバウト過ぎる気がする。

「……その指令は誰だれが？　人族王家も、火種を作る様なマネはしないはずだが」

「…………それは言えません。とりあえず末まつ端たんの貴族、とだけ」

「ふむ。その者が功を急いだとしか思えないが、そんな者になぜ漏れた……？」

　王族としては、やはり自国の機密情報が漏れていたというのは、見み逃のがせないのだろう。いろいろと可能性を考えているらしいリア。

「それで、イスカはこれからどうするんだ？」

「そうですね……。少なくともこの世界で、王女と争う気は無いです。ですが……少しの間、様子を見させていただこうかと」

「ふむ、まぁ順当な判断だと思う」

　という事は……イスカもしばらくこっちの世界に留とどまるという事で。

「なんなら、ウチに泊とまるか？　様子を見るっていう意味でも、その方が良いだろ」

「ありがとうございます。ですが……少なくとも今日は、遠えん慮りよさせてください」

「…………まぁ、仕方ないとは思うぞ、和希。認識が変わったとはいえ、今まで『敵』と思っていた者と同じ屋根の下で眠るなど、落ち着くはずがない」

「ああ、そうか」

　実は、親しん睦ぼくを深めてもらう、という目的もあったんだが……いきなりは無理か。

「はい。少し頭を整理したいので、今日のところは。幸いな事に体もかなり復調しましたので、今こ宵よいは適当な所で休む事にします」

　そう言うイスカだが……慣れない世界で一人にして、本当に大丈夫だろうか？

「だけど、この世界の事を全く知らないだろ？　大丈夫なのか？」

「ええ。私とフェルなら、大たい抵ていの荒あら事ごとは切きり抜ぬけられます。心配は無用です」

　うん、そっち方面は俺も心配していない。……不安なのは『常識面』。だってコイツ、『電話番号』って言葉も知らなかったし。

　さらに、常識が異なる場所で『大丈夫』と思っている事自体が危ない。ある意味、一つの『フラグ』だと思う。

「……ふむ。ではイスカよ。これを貸そう」

　リアがイスカに渡したのは、魔ま術じゆつの発動にも使った宝石。ただ、色は『赤』。

「魔ま宝ほう珠じゆ……？　たしか赤は……共鳴を用いた特とく殊しゆ術式用、でしたか。これは……？」

　イスカの問いに、もう一つ同じ物を取り出すと説明を始める。

「こっちとセットで使う、通信用のモノだ。必要な魔力量は微び々びたるものだから、この世界でも体内魔力だけで問題なく使えるはず。こちらのは和希に渡しておくから、困った事があれば訊きくといい。……和希も、それでいいな？」

「まぁ、それなら……」

「ありがとうございます、王女。では明日、また参ります。――行こ、フェル」

「わぅッ」

　フェルも一鳴きしてから行儀よく一礼し、玄げん関かんに向かうイスカについていく。

「和希さん、いろいろご迷惑をおかけして、すみませんでした。それでは、また」

　玄関を出る一人と一匹ぴきを見送る俺だが……どうも一いち抹まつの不安が拭ぬぐいきれない。

「なぁリア？　アイツ、大丈夫だと思う――って、どうした？」

「…………ふむ。いや、随ずい分ぶんと気にかけるのだな、と」

　そう言うリアは、何な故ぜか非難めいた眼めのように見える。

「いや、リアと違って予備知識無さそうだし。ウチに泊まるの勧すすめたのだって、一人も二人もあんまり変わらないからって理由だが？」

「…………まぁ、そういう事にしておこう。――だが、イスカなら大丈夫だろう。当人の言うとおり、あれほどの腕うでがあるのだから」




　――だが。彼かの女じよの予想が完全に外れたのは、それから約３時間後の事。




『すみません和希さん。お話し出来ますか？』

　夕食も終え、そろそろ風ふ呂ろの準備でもしようか、そう考えていた時だった。

　例の『魔宝珠』が光り、イスカの声を届けてきた。それに気付いて近づいてきたリアと、頷き合ってから返事を。

「お待たせ。どうした？」

『夜分にすみません。それで、お訊きしたいのですが……『これでどう？』とは、どういう意味でしょうか？』

「…………すまん、状況がわからない。あれから何があったか、順番に頼たのむ」

『はい。えっと……あれから携けい帯たい食料で食事を済ませ、休む場所を考えました』

「ふむふむ、それで？」

『宿しゆく泊はく施し設せつを、と一瞬考えましたが、この世界の通貨を持ち合わせていません』

「……そういえばリア。お前は普通に『諭ゆ吉きち』持ってたけど、アレは……？」

「いつか来ようと、前から思っていたのでな。ある経路から調達した」

『私は急な事でしたから……。それで、公園かどこかで過ごすか、探たん索さくして回り見識を広めるか。どちらかにしようと思ったのですが、フと思いつきました』

「ふむふむ？」

『この世界にも『城』には互ご助じよ組織があるのでは、と』

「「 …………………… 」」

　激しくイヤな予感がし始めました。

「……ちなみに、そっちの世界の互助組織って？」

「旅人や貧困者に休きゆう憩けい所じよや格安の宿を提供したり、簡単な仕事を斡あつ旋せんしたり、だな」

　ファンタジー物で言う所の『冒ぼう険けん者しやギルド』か。こちらの世界では、大使館が近いかもしれない。……とにかく、リアが説明したような施し設せつは、無い。

　仮に、そういう施設の目印として『城のような建物』を探した場合、それは……。




『それで、なんとかお城を見つけたのですが……【ご休憩】・【ご宿しゆく泊はく】ともに有料で、しかもそれなりのお値段みたいで……』




「……なぁ和希。すぐさま引き返させた方が良いのではないか……？」

　とてもそんな気がしますが、一応最後まで聞いてから提案することにいたします。

『どうしようかと入り口で悩なやんでいたところ、小太りな中年男性が話しかけてきまして。手を広げて五指をこちらに向け、『これでどう？』と……。どういう意味ですか？』

　――さーって。……『五万円です』とか教えられないし、どうすっかなーっと。

「……ＯＫ。いいかイスカ？　君は現在、とても危あやうい状況にいる。不必要な騒さわぎに巻き込まれたくなければ、俺の指示に従ってほしい」

『え……!?　は、はい、わかりました……！』

「よし。と言っても簡単だ。まずは……その男性に『通報しました』と伝えよう。それで相手は去るはず。その後は速すみやかにその場を離はなれ、ウチに戻もどってきなさい。ＯＫ？」

『わ、わかりました！』

　緊張した声での返事。そして、魔宝珠の光が消えて通話が切れた。

「……こういう事態って、腕っ節に関係ないからな……」

「……すまない。私の考えが甘あまかった」

　それにしても。こっちの世界に来て早々に、そんな事態に巻き込まれるとは……。

　――まぁ、あの容姿なら分からなくもないが……。って事はそのオッサン、当然だけど『アレ』には気付かなかったよな、やっぱり……。







　イスカが我わが家やに到とう着ちやくしたのは、それから40分後。

「イスカ君、無事で何より」

「えっと……ありがとう、ございます？　それで、あの城と男性は何だったのですか？　例のセリフを伝えると『このビッチがぁっ！』と言って走り去って行きましたが」

　……俺の隣となりには、黙だまって話を聞いているリア。無表情のように見えるが……軽く目が泳いでいて、こめかみを汗が一筋。

「あー……まず、アレはお城ではない。あの『城のような建物』は……」

　……何とか誤ご魔ま化かし、それでいて安易に近づかないように警戒させたい。――なら。




「……うん。あの建物は『ダーマ神しん殿でん』だ」




「は？『ダーマ神殿』ですか……？」

「…………和希よ」

　意味が分かっていないイスカと、この先の展開を予測して『じとー』っとした視線を向けてくるリア。……むしろ、なんで君は元ネタが分かるのでしょう？

「そう、ダーマ神殿。……『魔ま法ほう使つかい』が『勇者』になったり、『遊び人』が『賢けん者じや』になったりする『性域』だ」

「そ、そんな『聖なる場所』だったんですか!?」

「そう、とっても『性なる場所』。だから……中で行う事をしっかりと理解した上で、信頼し合うパートナーと共に入るのが正しい入り方だ」

「……和希。やはりお前は魔王寄りだと思うが……？」

　――放っておいてください。ウソは一いつ切さい言っていません。

「では、あの男性は？」

「お金でイスカを買収する事で、違い法ほうに入ろうとしたんだろう。だから『通報』と言ったら逃にげた。ＯＫ？」

「……危うく違法行こう為いに手を貸す所だったのですね。……助かりました」

　――その場合、君が被ひ害がい者しやです。……とにかく、これで再発は防げるだろう。

「……で、だ。イスカ、君はこの世界の常識に疎うとい。――わかるな？」

「はい……痛感しました」

「――だから。しばらくの間はウチで寝ね泊とまりする事。いいな？」

「……は？　なッ!?　で、ですがそれではご迷めい惑わくを掛かけてばかり……！」

　そう言うとは思っていた。だからちゃんと考えてある。

「じゃ、ギブ・アンド・テイクで行こう。イスカ、家事得意だよな？」

「はい？　得意と言うか趣しゆ味みですが、なぜ知って……？」

　……もはや趣味と来たか。本当に良いご家庭を築けそうで……。

「なら、ウチの家事を頼む。それで貸し借り無し。どうだ？」

「……私としては、とてもありがたいのですが――良いのですか？」

　……あと少し。その最後の一ひと押おしのために、もう一人の同居人に視線を送る。と、すでに予想していたらしい視線とぶつかり――諦めたような表情を浮かべた。

「イスカ。諦めた方が良い。受けなければ、和希に余計な心配をさせるだけだ」

「う……。そうかもしれませんが……貴女はそれで良いのですか!?」

「私も居い候そうろうの身だ、文句を言う気は無い。――が、敢あえて言えば。せっかく知り合った、分かり合えるかもしれない人族。……何かあっては寝ね覚ざめが悪い」

　素っ気なく言うリア。だけど、微び妙みようにその視線を合わせていない。

　何と言うか……とても分かりやすく『素直じゃない』。

　その言葉を聞いたイスカは、驚いた表情を浮かべた後――

「ありがとうございます！　頑がん張ばりますので、よろしくお願いします！」

　そう言うイスカの嬉うれしそうな表情は、一線級の魔剣士であることや……その他諸もろ々もろの予備情報を忘れさせるほど、可愛かわいい少女そのものだった。

「…………こほん」

「――っと、どうしたリア？」

「…………いや。――無事に休戦協定も結べたばかりか、異なる立場の者が一つ屋根の下で暮らす事になったのだ。いっその事、この家では身分の事は忘れ、対等な関係としたらどうだろうか？」

「ああ、そういう事か。うん、いいんじゃないか？　――というわけでイスカ。対等な関係なんだから、俺おれの事は『和希』でいい。それと敬語は無しで」

「――え？　……ええ、私はいいですが……」

「敬語」

「う。……うん、わかったよ『和希』。――これでいいのかな？」

　……口調が変わっただけなのに、なぜか妙みように幼い雰ふん囲い気きに感じられた。一戦交えたときとは別人のようだが……違い和わ感かんは無く、むしろ親しみと好感を覚える。

「ＯＫ。んじゃ、この世界ではそれで。リアもいいよな――……リア、どうした？」

　フと目を向けたリアは、不満げな……いや、むしろ不安げな顔で何かを考えていて。

「……いや、なんでもない。――私も、堅かた苦くるしいのは好きではないからな、そちらの方が好ましく思う。だから私の事も『リア』でいい。よろしく頼む、イスカ」

「――うん、わかった。じゃあ……よろしく、リア」

　そう言い合うリアとイスカに、あまりわだかまりは感じられない。

　……少々複雑だが、予想より遥はるかに上手くいった。




　……とはいえ。実はイスカについて、確かく認にんをし損そこなった事がある。

　それは、例の『ステータス』から読み取った情報。……それでも俺自身が信じられないため、確認を取ろうと思っていたのだが――ま、明日でいいか。




　その後。簡単にしか食べてないと言うイスカとフェルと共に、軽い夜食を取る。

　それから水回りや家電製品の使い方を教え、順番に風呂に入って眠ねむりについた。




　こうして、長かった一日が終わる。……だが、また明日も――というより明日から、忙せわしない日々が始まるのだろう。それが――少し楽しみでもあった。







四章　変人集ブランニユーデ団と転イズ　オブ　入生ソルジヤーズ







　朝。……何か、額に妙な感かん触しよくを感じ、意識が眠りの淵ふちから浮ふ上じようする。

　――なにか……適度に『もふもふ』した……何だこれ……？

「――――がうっ、わうっ！」

　意識の覚かく醒せいと共に……動物の鳴き声が聞こえてくる。…………犬？

　……どうやら俺を起こそうと、犬が前脚で額を叩たたいているらしい。

　だんだん、意識が覚醒に向かっていく。だが……俺の体内時計では、起き床しよう時間にはまだ少し早い。――たとえ十数分だろうと、朝の微睡まどろみの時間は貴重。

　……俺はもう少し眠るために、『犬』に諦めてもらおうと――




「……そんなパワーじゃ、ボクは倒たおせない」




「がぅッ!?」

　――なんか傷付いた様な声が上がった気がするが……まぁ、いいか……。

　自分でも『なんでフリーザ様？』と思わないでもないが、今は二に度ど寝ねに――




　――その時、不意に激げき烈れつなイヤな予感が襲おそってきた。




　恐おそる恐る目を開くと、視界に入ってきたのは……ピンと立った耳が天てん井じように届きそうなサイズの、巨きよ大だいな銀色の狼。そして……その大狼は前脚を上げ――

「………………へ？　――ちょ、ちょっと待ッ!?　ちょぉおあァッ!!」




「――和かず希き？　どうしたのだ、何か変な声が――――和希!?」

「んん～～～～～～～ッ！　む～～～ッ!!」

　先ほどの俺の声を不ふ審しんに思い、様子を見に来てくれたらしいリア。

　巨大化したフェルの前脚で顔面を押おさえられている俺は、酸欠に苦しみながら必死にフェルの脚をタップしつつ、リアに助けを求めた。

「……フェルよ？　多分、和希が何か失言したのだろうが……それ以上やるとイスカに怒おこられるぞ？　和希も反省しているだろうし、その辺で止めておけ」

「………………わぅっ」

　リアにそう言われ、不承不承といった様子ながら脚を上げ――同時に、姿が徐々に小さくなっていき、元の子犬サイズに戻るフェル。

「――助かったよリア。……このまま巨大肉球でモフり殺されるかと思った……」

「……ある意味、動物好きには垂すい涎ぜんな死に方の気もするが……何があった？」

　永遠の眠りに就つきかけたが、お蔭かげでパッチリ覚醒した脳ミソで、先の記き憶おくを辿たどる。

「……ハッキリとは覚えていないが――フリーザ様になってた気がする」

「……わぅ」

　頭に『？』と疑ぎ問もん符ふを浮かべるリアの足元で、フェルが尚なおも不ふ機き嫌げんそうな声を。

「あー、『……神しん狼ろうナメんな』って感じかな？　悪かった、フェル」

「……がうっ」

　それでも不機嫌そうに、顔を背そむける。

「……今日、おかずに肉料理が出たら半分渡そう。――どうだ？」

「……………………わぅっ」

　再び、今度は逆方向に顔を背けるが……その尻尾しつぽは凄すごい勢いでパタパタと。

「んー、『仕方が無い』ってトコか。んじゃ、契けい約やく成立って事で。――で？　イスカが呼んでいるのか？」

「わんっ！」

　――そういえば食事の支し度たくを頼んでおきながら、ウチの生活サイクル伝えてなかったか。

　お蔭でいつもより早い時間だが、食事の用意をしてくれたなら待たせるのは悪い。

「ＯＫ、支度したら行くから、先に行っててくれ」

「わうっ！」

　どうやら機き嫌げんは直っているらしく、元気な返事と共に部屋を出て行くフェル。

「……普ふ段だんはどう見ても、賢かしこいだけの子犬なんだが……アレが神狼の力か？」

「――うむ。私も実際に見たのは初めてだが……おそらくアレが本来の姿だな。なまじ力が大きいために、幼体のうちはあの姿で居るだけで魔力を消費すると聞く。この世界には魔力が無いため、普段の姿は省エネモードなのだろう」

「なるほど……。強いのか？」

「魔力が豊富な場所でなら、イスカと同等かもしれない。私が全力で相手をしても……楽に勝てる相手ではないだろうな」

「……それに加えてイスカとの連れん携けいか。そりゃ有名にもなるわな……」

　とはいえ。敵対勢力の者の話なのに、リアの口調には警戒している気配は無い。

　という事は……リアも、フェルやイスカをかなり気に入っているのだろう。

「――っと、イスカが待ってるか。いい加減支度しないとな。リア、朝の支度は？」

「ああ、私は少し前に起きていたから。――っと、そうだ和希。事後承諾になるが、書しよ斎さいのＰＣを使わせてもらっているぞ？」

「……この世界に来て三日目で、早くもＰＣ使い出すか。――まぁいいけど。んじゃ、リアも先に行っててくれ」

「いや、待っている。一いつ緒しよに行こう。――っと、そういえば途と中ちゆうで止めてきたのだった。最後に『うｐ主、ＧＪ』と打ち込んでおかねば」

「三日目で早くもニコ動だと!?」







「あ、おはよう和希、リア！」




「「 ………………ああ、おは、よう―― 」」

　俺おれ達たちを出で迎むかえたのは、朝食の仕上げにかかっていたイスカの笑え顔がお。

　そのイスカは、長い髪かみをリボンでポニーテールにして、ショートパンツにオーバーニーソックス、ブラウスの上に、フリル付きのエプロン。

　よって、俺と――多分リアも、その絵面に抱いだいた感想。――『理想的な幼妻』。

「……和希よ。感想を訊いていいか？」

「ああ。……ここまで行くと……複雑と言うより、ハッキリと脅きよう威いだな、と」

「む……？　それは私のセリフだが……。男から見れば、アレは理想像では？」

「は？　いや、絵面はそうだが……って事は、やっぱりお前も知らないのか……」

「 ？　何の事だ？」

「いや、イスカなんだけど、あいつ――」

「あれ、どうしたの？　――あ。もしかして、何か食べられないのとか……？」

　入り口に突つっ立たったままの俺とリアに、心配そうに訊いてくるイスカ。

「いや、特に食べられない物は無い。……もちろん、下手な料理やゲテモノは別だが……見たところ、その心配も無さそうだな」

　そう言いながらリアは、視線で『後で聞きたい』と伝えてくる。それに軽く頷うなずき了りよう承しようの意を返してから、イスカが用意した朝食を見る。

　トーストに温野菜のサラダ、オムレツっぽい卵料理にスープ。彩いろどりも華はなやかな品々は、リアが言った通り、確かな力量と味を保証しているようだった。

「こっちの調理器具を試ためしてみたくて、いろいろ作ったんだ。食べてみて♪」

　そうして始まる朝食。味の方は――今後は体重を気にしなければいけないと、本気で危き惧ぐするレベルだった。







　食後。リアの淹いれてくれた紅茶でくつろぎつつ、『……なにこのリア充じゆうモード？』とか思っていると、来客を告げるチャイムが鳴る。

「お、紅あか音ねが来たみたいだな」

「紅音？　ああ、昨日話していた件か。これから行くのか？」

　昨日の買い物帰り、『明日あたり、今度は紅音も連れて日用品を買いに行くか』そんな話をしたため、昨夜の内に話を通しておいた。『テキトーな時間に来てくれ』と、アバウト極きわまりない依い頼らいをしたのだが、午前中に来たか。

「え？　紅音って誰？　――それより、迎むかえに行かなくていいの？」

　……そういえばイスカには、出かけるとか以前に紅音の事を話してすらいなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。うちのチャイムはアイツにとって『返事が無いなら勝手に入るよ～。いいね～？』って意味だから」

　その言葉を証明するように、『ガチャッ』という扉とびらが開く音。そしてその直後。

『お～っす、お邪じや魔ましますーって……あれ？　――何か可愛いの発見ッ！』

『がうッ!?』

『おお～、ふかふかもふもふ～♪　うりうりうり～』

『わぅ!?　わぅわぅわぅッ！　……わぅ。……くぅ～ん』

　どうやらチャイムの音に反応して、玄関に様子を見に行っていたらしいフェル。ガッチリと紅音のハートを捉とらえたと同時に、即そく座ざに捕とらえられ弄いじり倒されたご様子。
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　一段落ついたのか、足音が近づいてきて――

「おはよー和希、リア！　そこで捕つかまえたけど、この仔どうしたの～？」

　観念した様子のフェルをガッチリとキープした紅音が、そう言いながら姿を見せた。

　そして俺達、というかイスカに目を留めると。

「――キレイドコロが増えておる!?」

「その反応もわかるが、発言が微妙にオッサンっぽいぞ紅音」

　その遣り取りを呆あきれ顔がおで見ているリアと、状況についていけていないイスカ。

「んじゃ、紹しよう介かいするよイスカ。こいつ、隣に住む幼馴染の三みつ峰みね紅音。で、紅音？　リアの関係者で、追いかけてきたイスカ。それとその仔が、イスカの相方のフェル。一応、犬じゃなくて狼な。リア同様、しばらくウチに居ることになった」

「えっと……よろしくお願いします、紅音さん」

「こちらこそよろしく！『紅音』でいいよ。敬語も無しで。いいよねイスカ？」

「はい――じゃなくて、うん！」

「キミもよろしくね、フェル君？」

「わうっ」

　――あれ？　イスカの来訪理由、すごい適当だったんだが……？

　予想外にスルー。一応、作り話も用意してたんだが……ま、話が早いのは助かる。

「にしても……リアだけでも野や郎ろう共の嫉しつ妬との的になりそうなのに、イスカもって……世界の半分を敵に回す気？　私も百合ゆり趣しゆ味みだったら確実に――美味おいしくいただくよ？」

　黙ってれば美少女なのに、オッサンの心を解する女。それが三峰紅音という少女。

　とはいえ、言っている事はよくわかる。仮に『お約束』と呼ばれる類たぐいのイベントが全く無く、本当に健全に過ごすだけだとしても……ビジュアル的な華やかさだけで、至福を感じる者も少なくないだろう。

　――だから、よくわかる。よくわかるのだが……一点。




「……基本的にごもっともだと思うんだが……少し、お前は勘かん違ちがいしている」

「は？　勘違い？」

「……正直に言うと俺も信じたくないんで、確認しようと思う。……イスカ？」

「え？　なに、和希？」

　小首を傾かしげて訊き返すイスカ。……うん、『超』が付くほどの美少女。だが……。




「あのさ、イスカ？　…………お前、性別は何？」




「「「 …………は？ 」」」

　リア、イスカ、紅音。全員が揃そろって『何言ってんだコイツ？』といった顔をする。

「……和希、何を言っている？」

「性別は、って……そんなの、誰がどう見ても……」

　リアと紅音は、俺の真意を探さぐろうとするように、訝しげに。

「本当にもぅ……そんなの確認しなくても――」

　そして……問題のイスカは、『なに冗じよう談だん言ってるの？』と、笑いながら――




「どこからどう見ても　『　男　』　に決まってるでしょ？」




「「 ……………………は!? 」」

　その発言を聞いたリアと紅音が、瞬しゆん時じに凍こおりついた、又または石化した様に硬こう直ちよくする。

「……うん、その反応はよく分かる。――だが実は、まだ続くんだ多分」

「「 ……は？ 」」

　イスカが『男』だと知った上で観察し、分かった点があと二つ。

「まず。すでに分かっただろうけど、当人は現状に全く気付いていない」

「 ？　何の事？」

　本当にわかっていないご様子のイスカ。その反応を見てからリアと紅音に『な？』と視線を送ると、揃って頬ほおを引きつらせる。

　……イスカには、自分の外見が『美少女』だという自覚が無い。よって、女装しているという意識が無いどころか――その単語自体を理解してない可能性も。

「――で。なあイスカ？　たしか将来の夢は『幸せな家庭を築くこと』ってことだったけど……別に、自分が『お嫁よめさん役』をやりたい、とかじゃないよな？」

「あはは、当然だよ。その……可愛いお嫁さん、もらえたらな、って……♪」

　恥はじらいながら言うイスカの姿は――『夢見がちな乙おと女め』そのもの、なのだが。




「……今のでわかっただろうが……ノーマルなんだよ、こいつ」




「「 …………えー……？ 」」

　その……比較対象が居たためにわかったのだが。女の子が好きかどうかはわからないが、少なくとも俺は恋れん愛あい対象外。……つまり、まとめると。

　外見、行動、仕草。全すべてが一級品の美少女。……だけどれっきとした男。

　服装の傾けい向こうも女の子。……だけど当人に『女に見られている』という自覚は皆かい無む。

　そんな完全無欠の『男の娘こ』。……なのにオネエでもカマでもなく、ノーマル。

「…………ごめんイスカ、ちょっと待ってて？　――和希、リア。……ちょっと」

　イスカから少し離れた所に、俺とリアを集める紅音。

「…………マジで？」

「俺も信じたくなかったが……マジだ。――ほら。最初のトラブルで、何回か接せつ触しよくする機会があったから……」

「ああ、なるほど。だが……それは肉付きが薄うすいだけ、とは思わなかったのか？　その……私みたいに」

「――いや、確かにリアも……その、細身だけど。でもそれなりの感触はあったぞ？」

「ＯＫ、お二人さん。そこら辺の話、あとでちょっと詳くわしく」

「「 御ご免めん蒙こうむる 」」

　……とにかく。納なつ得とくしてくれたみたいなリアだが……実は、それだけではない。

　確かに、イスカを抱き上げた時や押さえ込んだときに違和感はあった。だけど……決定的だったのは、イスカの『ステータス』で。


◆　◆



階級クラス

　混乱を呼ぶ者ストームブリンガー：敏びん捷しよう性せい上じよう昇しよう（常時）。戦せん闘とう時身体能力上昇。

能力アビリテイ

　忠アブソリユ犬ート ワン：魔ま術じゆつ耐たい性せい。操作系精神干かん渉しよう無効。

　家事万能マイテイガード：防ぼう御ぎよ侵しん食しよく効果無効。

　料理最高ウエポンマスタリー：武器性能向上。

　微Ｍ気質レジストペイン：痛覚の調整可能。

　男の娘ブレイクスルー：物理防ぼう御ぎよ、物理障害の突とつ破ぱ補正。


◆　◆



　と、いうわけで。イスカくんがブレイクスルー、つまり強行突破したのは、性別の壁かべなご様子。……これを見たときの俺の愕がく然ぜんっぷり、ご理解いただければ、と。

「――でも、本当に男？　目視での確認はした？」

「……『目視』て。そりゃ確認してないけど、自己申告が男なら間ま違ちがいないだろ」

「ふむ。――では和希よ。『外見が美少女の男』と、『自分を男と思いこんでいる美少女』。……アレを見て、どちらの可能性が高いと思う？」

　そう言われて、イスカを改めて見てみる。




　俺達の視線の先では、イスカがフェルをブラッシングしていた。

　ときどき顎あごの下をくすぐったりしながら、銀色の仔犬と戯たわむれる、長い黒くろ髪かみの美少女の図（敢えて訂てい正せいはしません）。

　零こぼれる眩まぶしい笑顔は、８割方『男』だと思っている俺でも、ドキリとさせられ。




「…………客観的に言うなら後者。――つーか女であってほしいと、切に」

　俺の『元・邪エンシエント 気眼トウルーアイズ』によれば確実に『男の娘』、つまり『 ♂ 』。

　……だけど、野郎にときめいた事実を無かった事にしたい。

　そんな葛かつ藤とうをしているところで、紅音が神しん妙みような面おも持もちで口を開く。




「これは……確かめる必要があるね。――『下』を……!!」




「「 下を、だとッ!? 」」

「だって……上だけなら『そんな事もあるかも』っていう不確かな情報で留とどまる可能性があるでしょ？　……今後、真なる意味で親密な関係を築くためにも……我々は確たる情報を手に入れる必要がある！」

「……ふむ、紅音の意見も一理ある、か……」

「あるの!?　だ、だけど！　誰だれがどうやって確認をすると!?」

「「 ……………… 」」

　誰が確認するか。それはつまり……異性の下半身を確認してしまうかもしれない、そんなリスクを負うのは誰か。そういう話で。

「……仕方ない、私が確認するよ。言い出したの私だし、男が女のを見ちゃうのと、女が男の見ちゃうの、どっちがマシかは言うまでもないでしょ？」

　紅音が手を挙げ、そう提案する。……まぁ、言っている事はわかる。

「……いや、私が行こう。――誰であろうと、そう簡単に確認させてもらえるとは思えない。ならば、上う手まく言い包くるめられる可能性は、私の方が高いだろう」

　続いてリアも挙手。……確かに、どっちであろうと簡単に見せる性格じゃないのは容易に想像できる。……だが。ここで見られる側のイスカの負担を考えるならば――

「――いや、俺が行く。自己申告は『男』なんだから、同性が行った方がいいだろ」

　思い至り、俺も挙手してそう言うと。




「「　どうぞどうぞ　」」




「なんだこのコント的なトラップ!?　お前ら最初から――!?」

　気が付いた所で遅おそかった。『俺が行く』と言ってしまった以上、撤てつ回かいは無理。

「くっ……。――――イスカ、ちょっと頼みたい事があるんだけど、いいか？」

「あ、話し合い終わったんだ？　何？」

　……何の疑いも無く寄ってくるイスカに、俺の中の罪悪感が膨ふくれ上がる。

「ああ、ちょっと頼みがあるんで、付いて来てくれないか？」

「 ？　いいけど、ここじゃ出来ない事？」

　首を傾げながらも、付いて来てくれるイスカ。

　部屋を出るときに、『行ってらっしゃい』と手を振ふる女じよ性せい陣じんに睨にらみ返かえしながら、思いついた手段を確認する。

　――っていうか俺、どっちである事を期待しているんだ……？

　……とりあえず結果がどっちでも、俺の敗北はすでに確定している気がした。




「…………しっかりと『 男 』でした」

「和希、お疲つかれ。どうやったか訊きいていい？」

　俺の後ろで、少し恥ずかしげにモジモジしているイスカを見ながら、紅音。

「……『服を買いに行くから、サイズを測らせてくれ』、……そう言って下着姿に」

「ふむ、なるほど。『確認』さえ出来れば全て脱ぬがす必要は無いからな。……で？　なぜ和希は、疲れ果はてた様にグッタリと？」

「……イスカ、ある一カ所見ない限り、下着姿になってもバレないと思う」

「……やはり、か。……腰こし回まわりや脚あしなど、女でも羨うらやましがる者も多いだろうな」

　そう言うリアの雰囲気から察するに……リア自身もその一人らしい。

「で、そんな子を口八丁で脱がせたから、罪悪感で疲れ果てた、と。――ちなみにイスカ、どんな下着を？」

「……ボクサーパンツっぽいやつ。身体にピッタリとフィットするタイプ」

「なるほど。………………『アリ』だね！」

「やかましいわ！」

　――まぁ、アリだったけど。……アリだったからダメージ喰くらったんだけど！

「さて。それじゃ日用品や衣類のお買い物って事なんだけど。――イスカ？　自分が着るなら、こっちの系統とこっちの系統、どっちがいいかな？」

　言って紅音が見せたのは、二冊のファッション雑誌。片方は女性物、片方は男性物。

「え？　んー、じゃあコッチかな？」

　指し示されたのは――案の定というか、女性物の方。

「うん、私もこっちの方がいいと思う。……よしっ、方向性決まったし、行こっか！」




　と。そうして開かい催さいされた、紅音による『現代世界でのお買い物講座』。

　女性三人（本来なら訂正が必要だが、絵的にも実質的にも今回は未訂正で）、まさしく『姦かしまし』く進んだそれは、夕方と呼べる時刻まで続いたのだった――





◆　◆






　その日の夜。そろそろ寝ねようかという時間に、家の電話が着メロを奏かなで始めた。

「はい、もしもし倉くら橋はしです」




『……ヒロシです。嫁にマル秘グッズの存在がバレたら、問答無用で去勢されかけたとです。ヒロシです……、ヒロシです……』




「……親おや父じ。とりあえずアンタの名前は和かず彦ひこじゃなかったっけ？」

『渾こん身しんの自じ虐ぎやくネタはスルーか、愚ぐ息そく』

「ネタが古いんだよクソ親父。そしてそれは自虐じゃなくて自じ業ごう自じ得とくだ。この前は確か……付き合いで夜の店に行って、帰宅したら玄げん関かんでシザーマンと遭そう遇ぐうしたとか言ってなかったか？　……参考までに、どうやって生き延びた？」

『首か股こ間かん切り落とすって言われたから、躊躇ためらわずに首差し出したら話を聞いてくれる状態になった。あとはオールナイト☆土下座』

　……こいつの生き様、男としてはある意味尊敬に値あたいするのではないだろうか？

「で、何の用だ？」

『まぁ、無事そうだからいいんだが……。もう一人、追加でそっちに行かなかったか？　具体的には美少女剣けん士し』

　……なんで知ってるのかはともかく、俺も話をしようと思っていたから都合が良い。

「来た。説得した。リアの監かん視しっていう名目で、同居者二人目になった」

『お～！　こぉ～の、スっケコっマシ～♪』

　……うっわー、殴なぐりてぇ……。

「そんな簡単な状じよう況きようじゃなかったんだが……まあ、いい。こっちからも用事があるんだが、先にそっちの用件から頼たのむ」

『安否確認と、到とう着ちやくしていないなら警けい戒かいさせようと思っていたんだが……ふむ』

「ん？　どうした？」

『――よし。その同居人達たちに訊いてみてくれ。……学校に通う気は無いか、と』

「………………は？」





◆　◆






　あの電話があった日から、10日ほどの日数が過ぎた。

　学園の冬休みも終わり、新学期が始まって数日。




「「 お～っす、おはよー 」」




「お～、おはよー」「倉橋君、紅音、おはよー」「お～っす、和希、三峰～」

　いつもの様に紅音と共に登校し、教室の入り口を開けながら気だるげに挨あい拶さつをすると、中にいたクラスメイトからそれぞれの返事が返ってくる。

　それに対して『お～、おはよー』等と返しながら、自分の席へと。

「おはよう倉橋。ん？　何か、朝から疲れてないか？」

　声を掛けてきた前の席の男子生徒が、俺の異変に気が付いて眉まゆをひそめる。

「――ああ、うん。……まぁ、すぐにわかると思う」

「ん？　……また三峰の関係かと思ったんだが？」

「失礼な。いくら私でも、いつも騒さわぎ起こしているわけじゃないんだけど？」

「それは日ひ頃ごろの行いだと思うぞ、紅音？」

　俺達の会話を聞きつけ、抗こう議ぎのセリフを口にする紅音だが……その表情は、むしろ面おも白しろがっている。……まぁ、そういう表情になるのも無理はないんだが。

　――これから起こる面倒事、コイツは傍ぼう観かん者しやでいられるんだからな……。




　と、ここまで話したとき。始業のチャイムが鳴り、担任教師が入ってきた。




「皆みなさん、おはようございます」

　ウチのクラスの担任は、まだ30前と言われている若い女性教師。

　綺き麗れいな栗くり色いろの長い髪が印象的な、整った顔立ちの綺麗な女性。物もの腰ごしも『基本的には』穏おだやかで優やさしいため、生徒から信しん頼らいされる、『ある一点以外は』良い教師。

「――さて、すでに聞いている方も居るかもしれませんが、このクラスに転入生が二人も加わります」

　その発言に、クラス中で『おおおおお～ッ！』という、期待の声が上がる。




　――と、そんなわけで。今日からリアとイスカが、この学園に通い始めるわけで。

　俺が疲れているのは、初めての登校で朝から少しドタバタしたからだったりする。




　こうなった経けい緯いはと言うと。この前の、親父からの電話から始まった――





◆　◆






『実はな？『魔王女の策さく謀ぼうを阻そ止しするため、美しき剣士が立ち上がった』なんて宣伝したアホが居てな。そのせいで結構な騒ぎになってるんだわ』

「うっわ……」

　この前のイスカの話を聞く限り……怪あやしいのは、イスカに指示を出した上司か。

『で。そのせいで、そっちに魔王女と人族の上位魔ま剣けん士しが居ることが知しれ渡わたった。……さて、最悪だと何が起こる？』

「……異世界から、リアとイスカを狙ねらって刺し客かくが来る――だけならまだマシか。……どっちかを狙う事で、戦争引き起こす口実を作る……？」

『――ま、及きゆう第だい点てんか。そしてそうなった場合、お前は無事で済むと思うか？』

「…………思わない。最悪、人ひと質じちにされて足引っ張って、用が済んだら口くち封ふうじ……」

『ＯＫ、上出来。で、そんな事態へのとりあえずの対策として。――お前、その二人に戦い方を教えてもらえ』

「……ああ、なるほど」

　自衛が出来る程度に俺おれ自身の戦闘能力があれば、ちょっかいは出されにくい。

『で。その二人を教育係として雇やとうって形にして、学費と生活費とお小こ遣づかいも出そう。――悪い条件じゃないと思うんだが、どうだ？』

「俺に異存は全く無い。あの二人が気き兼がねなく使える金を稼かせぐ手段、欲ほしいと思ってたし。だが、なんで学校も？」

『一応、お前の護衛って意味も含ふくめてる。あと集団の中に居た方が、襲しゆう撃げきの機会を少しは減らせるだろ？』

「――そういう事か。わかった、訊いてみる」

　真ま面じ目めな話をし出した場合、やはり相当なヤリ手になる親父。『学園に入れるにしても、戸こ籍せきとかどうすんの？』などと思ったが――多分、何か手があるんだろう。

『ま、結果は変わらないだろうがな。――お前も鈍にぶくはないんだ、そう思うだろ？』

「 ？　何の事だ？」

『いや？　イスカって子の方はともかく――王女が断ると思っているのか、って話』

「…………おい親父。アンタ、何をどこまで知っている？」

『はっはっは。お前が知らない事も少々。じゃ、とりあえず先に用意進めとく』

「……わかった。今日中に確かく認にんして、明日連れん絡らくする。――ああ、だけど一つ訂正」

『あん？　何だ？』

「……イスカ、男だぞ？」

『……………………マジで？』





◆　◆






　リアの反応を見て、大体予想はついていたが……。イスカは異世界においても、『天才美少女魔剣士』っていう扱あつかいらしかった。




　……それはともかく。その親父の提案を、二人は当然の様に快かい諾だく。訓練の方は先に始めており、二人から既すでに数回ずつ、魔ま術じゆつや剣けん術じゆつの講義を受けている。

　そして……転入（実際は『入学』）準備で時間が掛かかった学園の方も、ようやく今日からという事になった。




「では。まずはリアーナさん、どうぞっ」

　促うながされ、入り口が開き。見慣れた女子制服に身を包んだ、白しろ髪かみの少女が姿を現す。
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「「「「「 …………っ！　おおおおおおおおおおおおッ!! 」」」」」




　予想や期待の遙はるか上を行く存在の登場に、一いつ旦たん、言葉を無くした一同。だがすぐさま立ち直り、主に男だん性せい陣じんが歓かん喜きの声を上げる。

　そして促されるまま、教きよう卓たくの横まで進み出たリアは――

　――え……？

　一いつ瞬しゆん、こちらに目配せ。それは何となく……『合わせろ』、そう読みとれた。

　それから、俺も初めて見た、いかにも『王女』といった優ゆう雅がな所作で一礼。見み惚とれる一同に向かい口を開く。

「――はじめまして、皆みな様さま。私は『リアーナ・イルム・ルアリア』。……どうかお気軽に、リアと呼んでください」

　柔やわらかで……それでいて、どこか儚はかなげな微笑ほほえみと共に語るリア。その神秘的な雰ふん囲い気きに歓喜の雄お叫たけびすら呑み込まれ、教室は静せい寂じやくに包まれる。

　その厳おごそかな静寂の中――ただリアの透すき通とおる声だけが浸しん透とうする。

「――突とつ然ぜんですが……私は、そこに居る倉橋和希さまの、腹はら違ちがいの妹にあたります」

「「「「「　!?　」」」」」

　クラス中の視線が、俺に注がれる。俺は無言・無表情のまま、リアだけを見つめる。……『そういう事か』という呆れを心に宿したまま。

「……不義の子として産まれた私は、母と共に、母の故郷で過ごしました。……ですが、母は体が弱く……去年に」

　暗い顔で語るリア。静かに聴きく生徒の中には、目元を拭ぬぐう者も。

「……生前、母は私に『お前には兄が居る。……もし私が居なくなっても、お前は一人じゃない』、そう言っていました。……だから来ました。そして、会えました……！」

　言って――目め尻じりに輝かがやく雫しずくを宿した、眩しい笑顔。聴ちよう衆しゆうである生徒の目からも、涙なみだが溢あふれる。

「……大変、だったんですね……！」

　誰かが『思わず』といった様子で言葉を漏もらす。その言葉に頷いてから――




「……はい。――という設定で行こうと思う」




「「「「「　設定かよッ!?　」」」」」

　普段はボケ専門の我わがクラスが、総ツッコミを入れるという珍ちん事じ件けんが発生しました。

「――すまなかった。和希から『楽しいクラス』だと聞いていたのでな。少し悪ふざけをしてしまった。どうか許してほしい」

　普段の口調に戻もどったリアは、苦にが笑わらいと共にそう言い、素す直なおに頭を下げる。

「だが、良いクラスだというのは良く分かった。出来れば私も、その中に入れてほしく思う。――よろしくお願いしたい」

　そう言って再び頭を下げるリアに、教室は再び静まり。




「「「「「　おおおおおおおおおおッ!!　」」」」」




　今度は歓かん迎げいの雄叫びと、拍はく手しゆも加わった。

　――これ、どこまで計算してやったんだ……？

　ある程度の事情を知っている紅音は、単に楽しそうに笑っているし。……王族ゆえの人心掌しよう握あく能力、って事で納得しておくのがいいかもしれない。

　と、そんな時、女子生徒の一人が口を開く。

「それで、倉橋君とはどういう関係なの？」

「ん？　ああ、親公認で同どう棲せいしている」

「ああ、そうなんだ？　同せ――――い……？」

　――あ。やばい。




「「「「「　うぉおい、ごるぁああ!?　」」」」」




　大半の男子生徒が、最後列に居る俺を振り返りヤンキー風に睨みつけてきた。

「お、ＯＫっ！　あとでキッチリ説明するから、とりあえず次の転入生ッ！」

「「「「「　…………がるるるるるるるッ　」」」」」

　……ウチの仔こ狼おおかみより獰どう猛もうな唸うなり声ごえを上げながらも、何とか引き下がってくれる。

　どうやらリアというミラクルを目まの当あたりにした今、もう一人の存在にも自然と期待が高まっているらしい。……リア以上の混乱を巻き起こす存在とも知らずに。

「――こほん。……で、では、イスカさん、どうぞ！」

　なぜか少し、不必要な力が入っている様に見える担任の声。

　それに促されたイスカが扉を開き、入ってくる。




「「「「「　おおおぉぉぉ……ぉぉぉおおぅお……？　」」」」」




　微び妙みような反応を示す生徒一同。その反応に気付いているのか、いないのか。前に進み出たイスカが口を開く。

「私は『イスカ・リヒト・エストレラ』といいます。えーっと……リアみたいに上手くお話はできませんが、私も仲良くしてくれると嬉うれしいですっ。よろしくお願いします！」

　あまりこういう場面に慣れていないのか、少し緊きん張ちようした様子で話すイスカ。元々の高レベルな容姿と相まって、もの凄すごく可愛かわいらしい――という雰囲気、なの、だが……。

　――問題というか違い和わ感かんの発生源は、そのイスカが男子制服を着ている事で。




「せ、先生、しつも～んッ！」

「はい、どうぞ」

　生徒の一人が、抑おさえきれない動どう揺ようにまかせて挙手。それが許可されると……覚かく悟ごを決める様に、一度『ごくり』と唾つばを飲み込み、決意と共に口を開く。

「え、えーっと……。　だ、男性……？」




「はい、『男の娘』です！　待望の総受け候補です……!!」




　……担任の、腐くさった発言が飛び出した。――コレが無ければ良い先生なんだが……。

「マジで男……？」「並のアイドルより可愛い……」「俺、アレならＯＫだ……！」

　……一部ヤバイ発言があったが、概おおむねそんな内容の囁ささやきが連なり、教室が静かな混乱に満たされる。――『混乱を呼ぶ者ストームブリンガー』の真骨頂か。

「えっと……私、どこか変でしょうか……？」




「「「「「　へっ!?　いえ、全く変ではないですよ!?　」」」」」




　クラス中のフォローの声が、完全に重なるという珍事件が発生しました。

　そりゃ……たとえ男でも、一級品の美少女の顔で『不安でいっぱい』という表情で恐おそる恐る訊かれたら……。『変です』なんて言える人間、そうは居ないだろう。

『でも何て言おう……』と考えているとき。その声は意外な所から放たれた。

「皆さんも……女子制服の方が似合う、そういう意見なのではないでしょうか？」

「「「「「　!?　」」」」」

　担任教師が放ったド直球に過ぎる一言。クラス中が驚おどろきで息を呑のむ。

「え……？　でも、男はこっちの制服を着るのが普ふ通つう、ですよね……？」

「はい。――もちろん、変というわけではありません。似合っていないというわけでも。そうですよね、皆さん？」

「「「「「 （こくこく） 」」」」」

　全員が頷うなずく。実際、似合ってはいる。……もっと根本の所に違和感があるだけで。

「制服などというのは、一つの『規格』です。単に男子は男子制服が、女子は女子制服が似合う場合が多い。または、それを好む事が多い。ただそれだけです」

「そ、そうなんですか……？」

「規律維い持じの象しよう徴ちようとして、規定の服を着せる。それが制服の意義ではあります。ならば……規定の範はん囲い内ないならば、個性は認められるべきではないでしょうか？　『普通』という名の規格は、個性を封ふう殺さつしてでも遵じゆん守しゆすべきものでしょうか？　いいえ違ちがいます」

　……意味の無い反語表現も、堂々と使われると説得力がある様に思える不思議。

「せ、先生……！」

　……感じ入った様子のイスカ。既に軽く洗脳にかかりつつあります。

「ここに居るのは軍隊ではなく、生徒。今後、世界へと羽ばたいて行く未来の種子です。ならば……個性という名の翼つばさをもぐべきではありません。……ではイスカさん？　あなたには――あなたの個性には、どちらの制服が似合うと思いますか？」

「え、えっと……女子制服、でしょうか……？　で、でも――」

　やはり女子制服の方に興味があるらしいイスカだが、気になる事があるらしく。

　少し頬を染め、モジモジとしながら……自然に下に伸のばした手で、太ふと腿もも辺りを軽く握にぎりながら、恥ずかしげに。




「えっと……ね？　見えちゃわないかな、って……」




「「「「「　…………………………　」」」」」

　そのイスカの姿は、完全に『恥じらう乙女』そのもので。

　全員が『気になってるのはソコかよ!?』とかいうツッコミも呑み込み、引きつった表情のまま凍りついている。

「では、生脚でなければ良いのですね？　ならば……黒のストッキングを併へい用ようしてはいかがでしょうか？」

「あ、それなら……」

　……『それなら良いのかよ!?』というツッコミは、やはり誰の口からも出ず。

「了りよう解かいしました。では、それで行きましょう。ご自分の３サイズはわかりますか？」

「たしか……上から79・57・76、だったかと……」

「「「「「　!?　……………………　」」」」」

　ほぼ全員が『ピクリ』と反応しながらも、沈ちん黙もくを保つ。

「かしこまりました。ちょっと発注してきますね」

　そう言って駆かけて行く担任教師。……妙みように行動が早い。本当に何を企たくらんでいるのか。

　そして、残された生徒一同はと言うと……何を話していいかわからない状態で、気まずい沈黙が流れる。その間にクラスの、特に男子生徒を観察すると……。少し、危険な兆候が見受けられる者が。――何か、手を打っておくべきか。

　と、そんな事を考えていると、『ダダダダダダダッ』と、足音が聞こえてきて――




「お待たせしましたッ！　制服出来ました!!」




「「「「「　早すぎるわッ!!　」」」」」

　……ようやく開かれた生徒達の口から出た言葉は、またも総ツッコミだった。

「いえ。この学園、去年に制服を変えたばかりではないですか？　その関係で、サンプルや予備が何着か余っていたのです。――ではイスカさん？　早さつ速そくですが着き替がえてきましょうか。更こう衣い室しつにご案内します」

「……え？　あ、ありがとうございま、す……？」

　マイペースに話を進める。……当のイスカは『何かがおかしい』と思っているようだが、展開に付いて行けず、流されるままについて行く。




　……二人が教室から出て、入り口が閉じたのを確認し。俺は声を上げる。

「はーい、全員集合～～！」

「「「「「　うぃ～っす　」」」」」

　慣れたもので、俺の周りに集まる我がクラスメイト達。それを見回し、訊く。

「――さて皆。……アレをどう思った？」

「……ちょっと、勝てる気がしない。……女らしさで」

　その女子生徒の声に、多くの女性陣が頷く。

「露ろ出しゆつの高いオープンな子より、ガードが堅かたい子の恥じらう姿の方がエロいよね」

　その紅音のセリフに、男性陣が頷く。

「とりあえず二つ目の意見は無視するぞー。……とにかく。確かにアイツの女子力はシャレにならない。あの外見であの性格、さらには家事が趣しゆ味みという家庭的な面すら完備。……どうやら何を間違ったのか、無自覚で花はな嫁よめ修しゆ業ぎようも受けてるっぽい」

　俺の言葉に、『なん、だと……？』『本当かよ……』などというざわめきが広がった。

「驚きよう異いなのは分かったが……リアーナさんの件といい、お前らはどういう――」

「そんな事より！　女性陣はまだ、自尊心が傷つくだけで済む。……それどころか、アレと張り合う事自体が間違いだから悔くやむ必要すら無い。だが……問題は男性陣！」

　とりあえず、冷静に指し摘てきしてきた生徒の言葉を勢い任せで遮さえぎり、言葉を続ける。

「俺自身、ヤツが男だとわかっていても、ドキリとさせられる事が多々ある。自じ我がの弱い者なら……この状況が続けば『ソッチの道』に目覚めてしまう者も出てくる恐れがある。そうなっては、喜ぶのはウチの腐った担任だけだ！」

　俺の言葉に、男性陣の多くは神妙な面持ちで『こくり』と頷く。

　……女性陣の中には『私、そういうの嫌きらいじゃないから！』とか言っている者も居るが、とりあえず無視。

「故に！　イスカとのやり取りに際し、俺を含む男性陣に罰ばつ則そくを設けようと思う！」

「罰則？　金が動くと、トラブルになりやすいと思うぞ？」

　リアが冷静に指摘してくる。が、もちろんそれも考こう慮りよ済み。

「わかってる。俺が提案するのは、金銭は動かず、かつ積み重なるとキッツイ罰則。具体的には――」

　言いながら、周りの様子を確認。注目が集まっているのを確かめてから続ける。




「イスカに萌もえたら腹筋30。ムラっときたら50回」




「……ＶＩＰ板にありそうなルールだな？」

　リアさん大当たり。それを参考にしました。……だけどこの世界に来て二週間足らずで、既に２ちゃんＶＩＰ板の存在を知っているキミも異常だと思いマス。

「とにかく。我ら男性陣の精神の健全性を維持するために、罰則の導入を提案する」

「「「「「　…………（こくり）　」」」」」

　決意を固めた真しん剣けんな顔で頷く、男子生徒一同。

「しかし、それは基本的に自己申告だろう？　実効性に疑問があるのだが」

「あー、それは大だい丈じよう夫ぶじゃないかな、ウチのクラスに限っては。そんな盛り下がる事するヤツ、居ないと思うよ？」

　リアが口にした疑問に、紅音が回答。それに対たいして自信満々に頷く一同。

「んじゃ、試ためしに。――イスカ登場時からこのルールがあった場合、どうだった!?」




「30！」「30」「30ッ！」「50×２！」「30」「50ッ！」「30～」




「一人あの短時間で２回もムラった凄いのが居たが、こんなもんだ」

「……本当に愉ゆ快かいなクラスだな、ここは」

　――表情から読むに……『楽しい』と『異常』が混ざって『愉快』ってとこか？

「まあ、罰ばつを与あたえるのが目的じゃないし。心構えを作り、油断をしないように――」




「はい、おまたせしました。イスカさんのお着き替がえが完かん了りよういたしました」




　という声と共に、教室に戻ってきた担任教師と……それに続いて入ってきた、女子制服に身を包んだ、完全無欠に美少女バージョンのイスカくん。




「……30」「30！」「30ッ！」「50!!」「30」「……50」「30」「30」「30!!」




　登場しただけで、心構えを持っていたはずの野や郎ろうどもが軒のき並なみヤられた。

　考えてもみれば。黒くろ髪かみロングですらりとしたスレンダー体型の色白美少女（外見は）。そんな子にミニスカート＋黒ストッキングとか……ほとんど必殺の威い力りよく。

「えっと……ねぇ和希、リア？　似合う……かな？」

　そう言い、その場でクルリと一回転。……長い黒髪と短いスカートが翻ひるがえり、綺麗な首のラインと、黒ストでむしろ強調された脚きやく線せん美びが、ギリギリまで露あらわになり――




「30！」「30……ッ！」「……50」「30からの50」「50！」「30っ」「50！」「30」




　追つい撃げきにより『50』の割合が増えた。俺は何とか耐たえたが……。

「まぁ……似合っていると思う。……似合い過ぎているレベルで」

「そ、そう……？　ありがと♪」

　嬉しそうに微笑むイスカ。……こちらの複雑な心境、少しは気付いてください。

「……先生、何を企んで？　貴女あなた的には『男』の方が良かったでしょうに？」

「何を言っているのですか、倉橋くん？」

　どうにもイヤな予感がするため訊いてみた所、非難するような言葉が返ってきた。

「外見に囚とらわれず、イスカさんの本質を見てあげてください。……彼かれはどんな服装をしていようが、心は『男』である事に変わりはありません。――違いますか？」

「ッ！　……それは、そうですね」

「――しかし一いつ般ぱん的てきに、『絡からみ』において『女性が受け』という風潮が強いのは事実」

「…………はい？」

　……感心してしまった事を、早くも後こう悔かい。どうやら本ほん性しようが出てきたらしい。

「故に！　優しく女性的な気き質しつを持つ美少年に女装させる事で――彼は『総受けの象徴』となったのです!!　……ふ、ふふ腐ふふ腐腐ふ腐腐……、男達の中に取り残された女装美少年が……『壁かべドン』で詰つめ寄よられた後、そのまま……ッ！　――クッ！　紙が、紙が足りない!!　我が妄もう想そうを描えがき尽つくすには、この世界は画材が少なすぎるッ!!」

　言いながら、早足で教室を出て行く腐れ果てた教師。

「「「「「　……………………　」」」」」

　俺はもちろん、リアも含めたほぼ全員が『お前、仕事どうしたよ？』と思っているであろうが、言っても無む駄だと諦あきらめ、疲れた顔で見送った。

「んじゃ、罠わなにハマった野郎共！　累るい積せき回数がスゴイ事になる前に、とっとと実行！」

「「「「「　う～い　」」」」」」

　俺の声に返事をした10人程の男子生徒は、適当に教室内の空きスペースを見つけ、各自でカウントダウンしながら腹筋をはじめた。

「え、えっと？　あの人達は何してるの……？」

「んー……まぁ、ちょっと鍛きたえる必要があるって事で、鍛たん錬れんを？　……主に精神の」

　俺の回答に『そんな事もあるのかな？』程度には納なつ得とくしてくれたらしいイスカ。腹筋メンバーを見回し、笑え顔がおで。

「頑がん張ばってくださいね♪」

　美少女（仮）の笑顔の声せい援えんに、数名の腹筋カウントダウンが30～50回増えた。

「……和希よ。あの者達は大丈夫なのか？」

「大丈夫だろ？　ほら、数が増えたのにイイ笑顔だし」

　何気にタフなメンツが揃そろっているため、体力的には大丈夫だろう。……別の面では大丈夫じゃないのが確実だが。




　そんな時。いつの間にか、授業時間のチャイムが鳴っていたらしい。国語科の男性教師が入ってきて――イイ顔で汗あせを流している生徒達に気がつき『ビクゥッ！』と反応。

「え、ええっと、これはどういう状況でしょうか……？」

　ドン引きして訊きいてくる教師に、いつも通り俺がクラスを代表して答える。

「いつもの奇き行こうです。これまで通り授業の妨さまたげにならない様に致いたしますので、どうかお気になさらず」

「……まぁ、いつもの事ですか。程ほど々ほどにしておいて下さいね？」

「…………この状況が『いつもの』で通るのか……」

　呆あきれたような口調のリアの声が聞こえた。――まぁ、慣れてください。

　とにかく。リアもイスカも、一気にこのクラスに馴な染じんだ様子。……ある意味で、これもあの腐った教師のお蔭かげ、という一面もあるのが微妙な所で。

　――本当に、あの極度に腐ってる所さえ無ければ良い教師なんだがな……。

「では、授業を始めます。前回に引き続き、『吾わが輩はいは猫である』の――」

　始まった授業を聞きながら、『腐り落ちて土に返れば、真人間に生まれ変わってくれるのだろうか？』そんな事を、半ば本気で考えていた。

　と。そのとき、廊ろう下かから再び『ズダダダダッ』という派手な足音が聞こえ――




「わ、『吾輩』がネコなら、タチは誰だれですかッ!?」




「 と っ と と 朽 ち て 大 地 へ 還 れ ッ !! 」

　トチ狂くるった担任の乱入。……多分この人、生まれ変わってもこのままだと思う。

　ちなみにこの後、隣となりの教室で授業をしていた数学教師と、空き時間だった体育教師が、理事長室へ連行していきました。




　そんな一幕があったにも拘かかわらず、『よくある事』と言わんばかりに授業に戻るのが、このクラスや学園の特異なところで。

　授業が再開された（一部の生徒は尚なおも腹筋中）教室で、40代の男性国語教師が、近代文学の解説と共に黒板に文字を書き込む。

　俺はノートを取りながら、見にくい文字を読むために目を細め――フと思いついた。

　――もし、普通の人を俺の『元・邪気眼アビリテイ』で見たらどうなるんだ？

　任意の対象の能力を看破するばかりか、隠かくれた性格まで暴あばくこの能力。

　俺はリアやイスカといった、異世界から来た能力持ちの者しか見ていない。

　ならば。能力看破のこの力を、能力を持たない者に使ったらどうなるのか。

　軽いイタズラ心と好こう奇き心しん。俺は、こちらに背中を向ける教師に意識を集中し――


◆　◆



階級クラス

　ヅラ被りフエイカー


◆　◆



「うおぅ!?」

「 ？　どうしました倉橋君？」

　思わず声を漏らしてしまった俺に、当の教師が声を掛けてくる。

　周りのクラスメイトも、訝いぶかしげな表情でこちらを。

「……いえ、変な虫がいた気がしたので。見み間ま違ちがいみたいです。すみませんでした」

「そうですか。なら結構です」

　そう言い、すぐに授業を再開させる教師。他の皆も、早々に興味を失ったようだ。

　軽く安あん堵ど。そして……先ほど見たものを思い返す。

　――『アレ』は、本当なのか……？

　教きよう壇だんに立つ教師の頭部に、視線を送る。……全く怪しく見えない。生徒間の噂うわさ話ばなしでも、疑ぎ惑わくを耳にした事は無い。

　確かめるわけにもいかないし、『そうかもしれない』程度に考えるか。そう考えてからフと教卓を見ると……積んであるプリントが崩くずれて落ちそうになっていた。

「先生！　紙がクズレて落ちそうですよ？　――あ」

　口にしてから『しまった』と思ったが、間に合わず。




「なッ!?　髪かみがズレて落ちそう!?」




「そっちじゃなくッ!!　……教卓の上のプリントです」

　教師が頭部を押おさえようとした手が動ききる前に、俺の制止はなんとか間に合った。

「――あ、ああ……、そういう事ですか。取り乱して失礼しました。…………すみません、少し急用を思い出しました。残り時間は自習とします」

　そう言い、そそくさと教室を去る国語教師。……ほとんどの生徒は『ぽかん』とした顔で見送ったが、理解できた数名（リアと紅音を含む）は驚いた顔をしていた。

　……リアの時も思ったが……問答無用で他人の秘密を暴くこの『能力』……。

　――精神衛生上、必要や覚悟が無いときは控ひかえた方が良いな……。

　そんな事をしみじみと考えていると――いつの間にか周りが包囲されており。




「で、結局どういう関係なんだ？」




　ゴシップネタの気配に、瞳ひとみを輝かせている女子。好奇心から楽しそうに様子を窺うかがっている男子。そして……リア充じゆう撲ぼく滅めつの意志を瞳に宿す者、等々。

　とはいえ、リアやイスカとは既に打ち合わせ済み。異世界関連の面倒な話など、変な方向に口を滑すべらさない限り、特に問題は無い。

「リアはウチの親おや父じの仕事先の関係者。で、その縁えんでウチにホームステイに来たってわけ。イスカはその護衛――みたいなもの。ああ見えて腕うでは確かだし……女性の護衛には非常に便利な、希け有うな存在だろ？」

「……確かに、男子禁制の場所でも問題なく入れるだろうしね……。でも……あまり強そうには見えないんだけど……？」

　その言葉で、視線がイスカに集まる。あちらはあちらで取り囲まれていて、その中央で、少し恥はずかしがりながら一いつ生しよう懸けん命めいに答えている美少女（仮）。

　俺は出会った当日にその片へん鱗りんを見たし、イスカから受けている剣けんの訓練で、その能力の高さは身を以もつて実感している。

　――だけどまぁ、確かに実際に見ないと絶対に信じられないだろうけどね。

　緊張に頬ほおを染めながらも楽しそうに会話する、『異世界で名を馳はせる剣けん士し』、そんな光景を眺ながめていると――リア達たちの会話が聞こえてきた。




「ねぇ、リアちゃん。倉橋君と一いつ緒しよに住んでるって事は、部屋に入ったりもした？」

「む？　ああ、入った事もあるが？」

「じゃあエッチな本ってあった？　やっぱりベッドの下？」




　――アチラの話、少しヤバイ方向に……？

「いや、ベッドの下には無かったぞ？」

「調べたの!?」

　考えてみれば――一緒に暮らしている以上、調べる機会はいくらでも……!?

「『には』って事は……他には見つけたの？」

　……その女子生徒の言葉に、冷や汗ダクダク流す俺。

　が、リアはそれには答えずに……ある意味、もっとタチの悪い事を言い出した。




「ふむ……、実はネットでも調べたのだが。男がその手の本を隠す場所は、だいたい決まっているらしいぞ？」




「「「「「　………………　」」」」」

　関かかわったらマズイと判断した男性陣、無言で移動。それぞれの席に着席し、『さ、さーて自習、自習……！』などと言い始める。その一方で、女じよ性せい陣じんは目を輝かせ。




「まず……ベッド上の敷しき布ぶ団とんの下、またはシーツの下。――ココは、母親が布団を干すとき等に発見する事が多いと聞く。黙だまって元に戻している事が多いらしいが」




「「「　………………　」」」

　……数人が、無言で視線を窓の外に――正確には蒼あおい空の彼方かなたに向けた。

　――おそらく……隠したブツはそのままなのに、布団だけがモッフモフになっていた。そんな経験があるのだろう。

　そんな犠ぎ牲せい者しやを目の当たりにした残りの男共は、『授業終しゆう了りようの鐘かね、早ぅ……!!』『早く俺おれ達たちを解放して……！』『助けてド○えもん……!!』などと、魂たましいの叫さけびを上げる。

　――だが……俺おれは大丈夫。リア達が来る以前から紅音という名の探索者サーチヤーの来訪に備え、利便性を捨て、完かん璧ぺきな隠し場所にしまってある……！

「まぁ、ここは取り出し易やすさ重視の、まだ甘あまい隠し場所だな。……では、男共が最も安全だと思っていて、その実、探索者サーチヤーが真っ先に探す場所が――」

　――ッ!?　……い、いや大丈夫だ。あそこがバレているはずが無い……!!

　動揺しながらも目線だけを動かして周囲を見ると、冷や汗を流しながら祈いのるように手を組んでいる者が多数。

　そんな者達を見て見ぬふりをして、リアが口を開き、最後の一いち撃げきが――




「――学習机の一番下の引き出し、それを外した奥おく」




『 ゴ ヅ ッ 』という鈍にぶい音がいくつも連なった。

　頭を机に打ち付けた男子生徒達を見回しながら、心の中で叫ぶ。

　――お 前 ら も ソ コ だ と ッ !?

　自分だけの隠し場所だと確信していた場所に、多くの者が隠していた事実への衝しよう撃げき。そしてリアや……おそらく紅音にも、確実にバレているという絶望。

　…………とりあえず今度、親父に音声起動の隠し扉とびらの作り方、教えてもらおう。







　放課後、帰宅途と中ちゆう。リアは誰に言うともなしに言う。

「本当に……つくづく愉快なクラスだな、あそこは」

「――そういう割に、楽しそうな顔だな？」

「うむ。実際に楽しいからな。私は今まで教育というものは、専属教師からしか受けていない。……だからこういう、同年代が集まってというのは――新しん鮮せんで楽しいな」

　そう言う彼かの女じよの表情は、相変わらずあまり動いていない。だけど感じ取れる雰囲気から、本心から楽しんでいるのがわかる。

「ときに。和希は、イスカのアレをどう思う？」

「ああ、女子制服姿か？　……まぁ、破は壊かい力りよくは尋じん常じようじゃないな。現状だと――」

　と、正直な意見を言いかけて……リアを見て一旦、言葉を止める。

　――たまには俺から仕し掛かけるか。

「ん？　どうした？」

「や、なんでもない。――現状、ウチのクラスでダントツだろ。リアと並んで」

「……ふむ、そうか」

　――あれ？　ノーダメージ……？

　さらりと答え、こちらに視線すら向けずに歩き続けるリア。……よく見ると耳が少し紅あかい気もするが、一いち目もく瞭りよう然ぜんというほどではない。――ふむ。見てみるか。

　自分の『能力』を発動させる。右目が熱を帯びる感覚。その状態でリアの心を意識して――見えてくる、彼女の『現状』。




『純情一途ペネトレイシヨン』と『素直じゃない愛【冷】ネガテイブワーズ』が、激しく点てん滅めつしていた。




　不意打ちで一定以上のダメージを受けると、いつも以上に素っ気なくなるらしい。

　冷静を装よそおいながら、もう少し観察を続ける。すると――『素直じゃない愛【冷】』が点滅を止め、代わりに『夢見がナイトメア ち王女プリンセス』が点滅を。

「それで和希よ？　私とイスカが並んでいると言ったが、和希としてはどちらが？」

　面おも白しろがっているような雰ふん囲い気きで、不敵な笑えみを浮うかべて訊いてくるリア。

　外見では『からかっている』としか思えない。だが、『夢見がち王女』が光っているって事は、実は何かを期待しているという事で。――ならば……何て返そう？

　考えながらリアを見ていると――フと、その長い白しろ髪かみに手を伸ばしてしまい。

「――ん？　……どうした？」

「…………え？　あ、いや。――綺き麗れいな髪だな、と」

「……そうか。ありがとう。――――で？」

　聞こえなかった振ふりをして、素っ気なく髪を放し、歩く足を速める。……さっきのリアと同じ行動をとってしまった事に気づき、軽く頭を抱かかえたくなった。

　……打算無しで、本音の欠片かけらが零こぼれた。――今は顔を見られたくないんだが……。

　だけど当然、それを見み逃のがすリアではなく。俺の前に回り込み、顔を覗のぞき込むと。

「――――そうか。ありがとう」

　同じセリフを違うニュアンスで言ったリア。そんな彼女の『ステータス』は――




『夢見がち王女』と『純情一途』の点滅が、少し速くなっている様に見えた。




「それで。和希は例の腹筋、大丈夫そうか？」

「あー……。多分、50回を喰くらう事はまず無い……と思う。ただ30の方はな……。他の奴やつらよりは耐たい性せいあるとは思うけど、アレが相手じゃ無事で済むかは……」

　お互たがいに気を取り直し、そんな会話を始めたところで自宅に到とう着ちやく。鍵かぎを取り出して玄げん関かんの扉を開けると、甘い匂においが漂ただよってきた。――イスカが何か作っているのか？




　イスカは授業が終わると、スーパーでタイムセールがあるからと、すぐ紅音と一緒に教室を出た。……ここ数日で、すっかり主婦業が板についたイスカ君。

　そして俺は掃そう除じ当番だったのだが、それをリアが待っていてくれた。そのお礼も兼かねて学園内を軽く案内してから帰路に就つき、今に至る。

　だから――イスカと紅音は、だいぶ前に帰り着いていたはず。




　そんな事を考えていると、『パタパタパタ』というスリッパの足音。

「おかえり！　和希、リア♪」

「「 ああ、ただい――ま…………？ 」」

　出で迎むかえてくれたイスカ。それに応こたえた俺とリアの、動揺した声が重なる。

「今ね、ホットケーキ作ってたんだ♪　スーパーで材料が安売りしてたから」

　イキイキとした表情で、眩まぶしい笑みと共に話すイスカ。

「さ、和希もリアも！　出来立てだから美味おいしいよ――って、あれ？　どうしたの？」

　俺ばかりか、リアすらも唖あ然ぜんとさせているのは、イスカの格好。




　制服の上は脱ぬいで、代わりに少しモコモコしたセーター。……どうやら少しサイズが大きいらしく、手が少し隠れているのも萌えポイントか。

　髪もサイドを編み込む等の手を加える事で、整った顔立ちがさらに強調され。

　そしてスカートはそのままに、脚の露ろ出しゆつ度どを抑えていた黒のストッキングは脱いで、代わりにオーバーニーソックス。更さらにトドメとばかりに、フリル付きエプロンを装着。




　……この要所要所を弄いじる事で、好きな者には堪たまらない絵面にする技術には――明らかにイスカ以外の、ツボを知り尽くした『匠たくみの拘こだわり』が垣間かいま見みえる。

「――とりあえず……髪かみ型がた、変えたのか？」

「うん！　紅音がやってくれたんだ♪『君は磨みがけばもっと光る！』って」

　――これ以上光られると、灼やき殺される者が出てきそうです。

「…………さってと。ホットケーキ食べる前に、腹筋30済ませちゃうかー」

「……私も付き合うか？」

「いや、このルールは野郎だけだし。30くらいならすぐ終わる」

　……だがこの格好で学校行かせたら……確実に数人、腹筋断だん裂れつの危機をむかえる。

「あれ？　和希も体を鍛えるの？」

「……ああ。せっかくイスカやリアに指南を受けてるんだ。付つけ焼やき刃ばでも、少しでも身体が動くように、と」

　誤ご魔ま化かすための言葉だが、本当に鍛えなければと思っていたため、嘘うそではない。

　するとイスカは、感心した様な顔をしてから、笑顔で。




「そっか……頑張ってね！」




　胸の前で両手の拳こぶしを握り、気合いを入れる様なポーズ。

　その仕草は当人の意図に反し、問答無用で人を『ほわ～～』っとさせる愛らしさ。

「……よーっし。30回追加で、腕うで立たて・背筋・スクワットも付けちゃうぞー」

「うむ……やはり私も付き合おう」

　しかし。系統が違うとはいえ、リアのルックスがイスカに劣おとっているとは思えない。それにも拘わらず、リアすらも萌えさせる破壊力。……いったい何な故ぜ？

「がうっ！」

「あ、フェル。うん、ちょっと待ってて？　いっぱいあるから慌あわてなくて大丈夫♪」

　奥から現れたフェルと、そんな会話をするイスカ。それを見て、フとイスカのアビリティを思い出す。

　――『忠アブソリユ犬ート ワン』。……もしかして？

「なぁ、イスカ？　ちょっと『わんっ』って言ってみてくれ」




「え？　んー……『わんっ♪』」




　楽しそうに犬の鳴きマネをしたイスカは、得意げな笑顔で『これでいいの？』と。

　その光景に俺とリアは、イスカにモフモフの犬耳＆犬しっぽを幻視した。

「…………これか」

「…………これだな」

　元々のルックスに加え、人ひと懐なつっこい子犬のような純じゆん粋すい無む垢くっぷり。人間の可愛かわいさと、小動物の可愛らしさの完全なる融ゆう合ごう。

「っと。私、残りも作っちゃうから。早く来てねっ♪」
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　言って、スカートと髪を翻らせ、キッチンへ走り去って行くイスカ。

　俺とリアは靴くつを脱ぐことすら忘れ、玄関から呆ぼう然ぜんと見送った。

「……女の私から見ても、アレは反則だと思うぞ？」

「自覚が無いのがまた何とも……。ま、いいか。とにかく今は――ただいま、リア」

「ん？　――ああ、おかえり和希。……ただいま」

「ああ。おかえり」

　言い合ってから、苦く笑しようっぽくした照れ笑いを交かわし、共に家に上がる。




　――あ。イスカのホットケーキ、とても美味おいしゅうございました。





◆　◆






　その日の夜。イスカの寝しん室しつとなっている、倉橋家の和室。

「――わぅ？」

「あ、ごめんねフェル。起こしちゃった？」

「がぅがうっ」

「あ、待っててくれたの？　ありがと。少しレシピ見てて、遅おそくなっちゃったんだ」

「わん♪」

「うん、楽しみにしてて？　また皆みんなに喜んでもらえる様に、頑張るからさ♪」

「わふわふっ♪」

「――うん、楽しいよ。当初の予想と全然違ちがう展開だけど、来て良かったと思ってる。っと、もう寝ねよ、フェル。私は明日も学校だから」

「わうっ」




　――その時だった。突とつ如じよ『リィーン――』という鈴すずの音の様な音がしたかと思うと、天てん井じように小さな魔ま法ほう陣じんが生まれ、そこから小箱が出現した。




「――えっ？　っと、コレ……父さん達から……？」

　その小箱を受け止めたイスカが、箱に描かれた家か紋もんを見て、首を傾かしげる。

「がうっ？」

「うん、とにかく見てみるよ」

　そう言ったイスカは小箱を開けると、最初に目に付いた手紙を拡ひろげ――







五章　それぞれストーム　オブの決意　ダークネス







「おーっす」「おはよう」

「――あ。おはよう、和かず希き、リア。……あれ、イスカは？」

　教室に入り挨あい拶さつをした俺とリアに、先に来ていた紅あか音ねが気付いて訊いてくる。

「あー……体調悪いから、今日は休ませてほしい、って」

「うむ。朝に顔を合わせたとき――確かに顔色は悪かったな。……それでも弁当を作ってくれるあたり、さすがだと思うが」

「んー、昨日はそんな様子は無かったのにね……。あー、もしかして『あの日』？」

　紅音の発言に『ゴンッ』という頭を叩たたきつける音と、『50！』『50っ!!』『……50』という、瞬しゆん間かん的てきに妄想でムラった野郎共の声が複数。

「無いわッ!!　しょーじき『あってもおかしくない』とか思うが――無い!!」

「あー。イスカ、まだお赤飯前なんだ？」

「50！」「50ッ!!」「いっそ１００逝いってやらあ!!」

「『まだ』も何もアイツ『男』！　お・と・こ!!　――でもって外野の変態共！　このテのネタでムラつけるとか、レベル高ぇなオイ!?」

　と、朝っぱらからそんな全力ツッコミを強しいられた俺に、その原因となった紅音が明るく声を掛かけてくる。

「で、なんで二人して元気無いの？　ただ心配してるだけ？」

　――俺達、そんなに分かりやすい顔していたのか……？

　……まさか外野の連中も、それに気付いてワザと変態言動を……？　そう思って普ふ段だんを思い返し――うん、半々くらいかな？　元からそれなりの変態だったし。

「…………まぁ、少し我等にも思う事があってな。――心配かけてすまない」

「いやいや。むしろ『美少女を看病する』というイベントの提供を感謝！」

「だからアイツは男だと言うとるに……」

　相変わらずなノリの学園風景だが……俺もリアも、気になっている事があった。

　――それはもちろん、イスカの事で。




　リアが言った通り、顔色が悪かったのは本当。元気が無かったのも事実。

　だがそれは……どちらかと言うと、悩なやみ事ごと等で精神的に疲つかれているように見えた。

　昨日までは、何も無かった。ならば……夜中に、俺とリアが知らない手段で、イスカと連れん絡らくを取った相手がいるかもしれない。――それが、俺とリアが出した結論。

　もしそれが当たっていて、その結果でイスカが悩んでいるのだとしたら。……更にそれを俺達に言わない事が、イヤな予感を強くしている。




『何も無ければいい』、そう思っていた俺とリアの願いは――帰宅後、無人の自宅のリビングに残された置手紙により、完全に裏切られる事になった――




『21時。学園の先の公園にてお待ちしております。戦せん闘とう準備を整え、おいでください』







　――その夜。指示された通り、闇やみに包まれた公園にやってきた俺とリア。




　俺は、例の『聖せい剣けんルーナ・メリディエス』を持って。

　リアは……一見いつもの服装だが、公園に人気が無いのを確かく認にんすると、いつもの魔ま術じゆつで細長い棒――いや、杖つえを呼び出す。

　黒の本体に白い宝石が付いたその杖は、リアの身長に近い長さ。華か美びな装そう飾しよくこそ無いが、要所要所に精せい緻ちな細工が施ほどこされ、静かな威い厳げんを放っている。

「――それは？」

「魔ま王おう家に伝わる、『聖せい魔ま杖じようアルブム・ノクス』。――と言っても、宝玉は劣れつ化か品と取とり換かえてあって、本来の能力は出せないのだが。……奇くしくも、その聖剣と似た状態だな」

　そう言って、こちらの胸むな元もとに視線を送る。

　そこにあるのは、銀製品にも見えるペンダント。――実はコレが『聖剣』。

　この剣、特別な攻こう撃げき能力こそ失われていたが、他の一部の能力は健在だった。

　その一つが、こうして持ち運び用に小さくできる事。――『聖剣』としては限りなく地味な能力だが……。

「護身用としては便利だよな。俺の意思次し第だいで殺傷力無くせるし」

「……伝説の聖剣を『便利』と言う和希も、少し神経オカシイ気がするが……。確かに、こういう状じよう況きようではありがたいか」

　本来はこの剣、魔ま力りよくを纏まとう事で斬撃を強化できるらしい。今はその機能が失われている事を逆利用し、『非殺の剣』として使える。

　聖剣として万ばん全ぜんな状態より、今の方が俺に向いているかもしれない。

「――で、そっちの杖にはどんな能力が？」

「いつも使っている白の魔ま宝ほう珠じゆと同質だ。これ自体が魔力を宿す。――ただ、普ふ通つうの魔宝珠とは含がん有ゆう量りようがケタ違い。あとは耐たい性せい貫かん通つう効果も少々、といったところか」

　この世界で魔術を使うためには、不足分の魔力を調達する必要がある。それをサポートするのが『魔宝珠』と呼ばれる小さな宝石。白・水色・赤の三種類がある。

　水色は魔力を吸収・増ぞう幅ふくし、設定された魔術を発動させる。赤は、体内魔力や対ついになる物と共鳴し、少ない魔力消費で特定の術を発動。そして白が魔力を発生させる、通つう称しよう『魔ま力りよく珠しゆ』と呼ばれる物。小こ競ぜり合あい程度の小さな術なら、これで十分らしい。

　なのに――能力に制限が掛かっているとはいえ『聖魔杖』なんて物ぶつ騒そうなモノを持ちだしたのは……明らかな『戦闘体勢』。

「――さて、イスカは何を考えて呼び出したんだろな？　集団戦闘の練習とか、模も擬ぎ戦せんでもやるつもりなのかな？」

「そうだな。…………そうだと良いのだが」

　努めて明るく言った俺も、それに応えたリアも。……きっと、そんな気楽な事態ではないと確信していた。

　その後は会話も無く。人気の無い夜の公園、その中央を目指して歩く。そして――




　イスカは、その広場の中央に立っていた。




　冬の澄すんだ夜空に輝かがやく、青白い月。

　その光を浴びて一人立つ姿。それは幻げん想そう的てきな美しさと共に、儚はかなさと、そして……死神を前にした様な畏い怖ふすら与あたえてくる。

「――どうしたんだイスカ？　こんな時間に、こんな場所に呼び出して。お巡まわりさんに見つかったら補導モノだぞ？」

　不ふ穏おんな空気を敢あえて無視。努めて明るく、いつも通りに声をかけた。だが……。

「…………ごめん、なさい」

　イスカの口から出たのは、謝罪の言葉。

「……私は今から、リアを――魔王女リアーナを倒たおさなければいけません。倒して……私の国に連れて帰る。それが私に下された任」

　その口調は、初めて会ったときと同じもの。だけど……この世界に馴染んでからの明るいイスカとは、別人の様な口調。

「な、何でだよ!?　お前、まだリアを敵だと思ってるのか!?」

「……関係ないです。魔族全体には、まだ敵対意識はありますが、リアはもう嫌きらいじゃない。……いえ、友達だ、とすら思っていました」

「だったら――」

「和希。もういい」

　俺の言葉を遮さえぎったのは、リア本人。

「……和希も、わかっているのだろう？　イスカが中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで、こんな事をするのかどうか。それと……私だけを狙ねらえばいいものを、和希まで呼んだ事の意味を」

「――ッ」

　……分かってる。リアを狙うだけなら、確実な手段は他にいくらでもある。なのに俺まで呼んで、決けつ闘とうじみた闘たたかいを挑いどむのは……その事自体が、覚悟の現れ。

　……もしかしたら。不利な戦いをワザと挑み、自分を止めてほしいと思っている。――というのは、ただの希望的観測だろうか。

「フェルの姿が見えないが？」

「フェルなら、紅音に預けてきました。……この戦いは、私が望んだものです。あの子は関係ありません。だからもし私が負けたら、あの子をお願いできませんか？」

「――約束する。どうするかはフェル自身に任せるが、悪いようにはしない」

「……ありがとうございます。これで心置きなく戦えます。――準備はいいですか？」

　安堵の息と共に……イスカの瞳に宿るのは、悲しみを含ふくんだ強い決意の光。

「――二つ、訊ききたい。一つ目。……俺達が勝てば、諦あきらめてくれるか？」

「……はい。私の処しよ遇ぐう、全すべてあなた方にお任せいたします。どんな事であろうと受け入れる。そう約束いたします」




　言いながら、イスカが武器を取り出す。――白銀の長ちよう剣けん。

　それは……この前、訓練の時に一度見せてもらった、イスカの家の家宝たる名めい剣けん。

　――魔ま剣けん『ネージュ』。イスカの、本当に本気だという証あかし。




　長さの割にやや細身の剣身を持つその剣は、高速の連撃を得意とするイスカには最適の得物。――いや、むしろこの剣に合わせた戦闘スタイルにした、と言うべきか。

　イスカの決意を再さい認にん識しきし、改めて気を引ひき締しめながら、言葉を続ける。

「じゃあ――二つ目。……この世界での暮らし、楽しかったか？」

「……はい、とても。出来る事なら、もう少し続いてほしかったです」

　――ならば……続けさせてみせる。

　そう心に決めて、俺も武器を――聖剣を、元の姿へと戻もどす。

　聖剣の本来の姿。それは――月光を宿した様に青白い光を放つ長剣。

　隣となりではリアが杖を構えると、その杖も――こちらは白の光を纏い始める。




　戦闘体勢を整えたリアが、小声で話しかけてきた。

「和希とイスカ、今の実力差はどれくらいだ？」

「『アビリティ』の性能は、俺の方が上。だから、身体能力では俺の方に分がある。……だけど技術や駆かけ引きだと、向こうが遥はるかに上で――一対一だと、まず勝てない。せいぜい『良い勝負に見える戦い』ができる程度」

　単発の攻撃には対処できるため、簡単には負けない。だが……長く打ち合えば、いつの間にか追い込まれている。……圧あつ倒とう的てきな経験の差の前に、身体的優位など無意味。

「私の方は――イスカのダメージを気にしなければ何とでもなる。だが制圧となると、術の準備や発動に数秒が必要。……イスカなら確実に避よけるだろう」

　なりふり構わず攻こう撃げき魔ま術じゆつを使えば勝てる。だけど、イスカの負傷を抑おさえて制圧するのは難しい、といった所か。……ということは。




「……いけそうだな」

「ああ。行くぞ、和希」




　気の抜ぬけない相手。一対一では厳しい相手。……だが、ハッキリと見えた勝算を胸に、決意を込めて『聖剣』を構える。

「準備、出来たみたいですね。――行きます」

　戦いが始まる。

　イスカの声を合図に、三人が一いつ斉せいに動く。――そして、刹せつ那なの攻こう防ぼう。




「はッ！」「っ！」「ッ!?　――ッ！」

　三者の呼気の連続。そして、一つの金属音と、ガラスの割れるような甲かん高だかい音。

　一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめたイスカが、鋭するどい呼気と共にリアへ剣を振り下ろす。

　それをギリギリで弾はじいた俺。そして一瞬早く後方へ跳とんでいたリアが、予想以上の速度に驚おどろきの顔を見せるも、すぐに気を取り直して術を放つ。

　足を絡からめ取ろうとした氷の魔術を、バックステップで回かい避ひするイスカ。しかも後退時に剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せん。追つい撃げきを掛けようとしていた俺は、慌てて回避。




　気を抜いていたら、誰だれが脱だつ落らくしていてもおかしくない一瞬の攻防。

「……やはり、この程度では防ぎますか、和希」

「一応、俺は勇者らしいし？　お姫ひめ様さまを守るなんて勇者冥みよう利りに尽つきる仕事、あっさりと降りるわけにはいかないんでね」

　内心の冷や汗を隠かくして強がる俺に、苦笑を返してくるイスカ。

「リアーナ王女も……あの難度の拘束術を、あの速度で撃うちますか」

「せっかくの『勇者に守ってもらう』という、王女冥利に尽きる状況だが……生あい憎にくと私は、大人しく守られているのは性に合わないのでな」

　そう言ったリアに、また悲しげな苦笑を向けるイスカ。

「……本当に、楽しい方々ですね。ですが……勝つのは私です。――行きます」

　言葉と共に、再び一瞬で距離を詰めてくるイスカ。今度の狙いは――俺……！

　一陣の銀風。――必殺の威い力りよくを込められた魔剣の刺突。

　寸前で回避。同時に聖剣を一閃。リアの方に抜けようとするイスカを狙うが、回避される。

　後方に跳んだイスカにリアが氷の矢を放つが、剣で簡単に叩き落とされる。

「……やはり、和希から倒すしかありませんか」

　イスカの構えが変わる。

　対複数戦を意識した自然体から、一対一を意識した中段の構えに。

「ふ……ッ！」「クッ!?」

　一瞬、イスカの姿が揺ゆらいだ――次の瞬しゆん間かんにはすでに眼前に刃やいば。

　半身引いて回避。前まえ髪がみが数本散るのが見えた。――そして、イスカの連撃が襲おそう。




　振り下ろされた剣が跳はね上あがる。――俺は後退して回避。

　イスカは即そく座ざに切り返し、横薙ぎ。――剣で弾き、反はん撃げきに突つきを返す。

　剣で防ぼう御ぎよ。同時にこちらの剣を巻き上げようとする。――剣を引いて外す。

　流れた体勢を戻さず回転、切り上げ気味の横薙ぎ。――後退して距離を取る。

　イスカは追撃、を止めてバックステップ。――一瞬前までイスカが居た場所を中心に、リアの魔術による氷ひよう塊かいが生まれる。




　呼吸を挟はさむ暇いとますら無い連撃。俺は一撃を返すのが精せい一いつ杯ぱいで、それすらも危あやうく絡め取られるところだった。……とはいえ。

　――やはり、いける……！

　予想通り、リアが術の準備を終えるまでなら、連撃だろうと凌しのぎ切れる。

　リアの術が当たれば勝てる。ならば俺がすべきは、リアを守る事とイスカの足留め。

「――やはり、楽には勝たせていただけませんか。ですが……時間を掛けるわけにはいきません。――参ります」

　言葉通りに、再び動き出す。




　避けたと思った剣けんが、軌き道どうを変えて再び襲う。

　弾いた剣が、弾かれた勢いを利用して逆方向から迫せまる。

　防いだかと思えば手ごたえが無く、別方向からの斬撃に切きり替かわる。




　そんな曲芸じみた連撃を、『能力』で跳ね上げられた動体視力と反射神経で――それでもなおギリギリで、なんとか凌ぎ続ける。

　わずかな初期動作を見逃せば、即座に見失う速度。わずかな隙すきを確実に狙う正確性。一瞬でも気を抜けば敗北は必至。――だが、先の言葉通りにわずかな焦あせりが見える。そして――それがイスカにとっての災わざわいとなる。

「――なッ!?」

　突如、足を滑すべらせるイスカ。その足元は――冷たい光を宿す氷面。

「もらったッ！」

　その隙を逃のがさず距離を詰め、鍔つば迫ぜり合いに持ち込む。

「くッ！　アレは――さっきの術の!?」

　リアが数回撃った氷の魔術。その意図は直接当てる事ではなく、罠わなを張って大きな隙を作るための伏ふく線せんだったのだろう。

　次の瞬間、イスカの膝ひざから下を氷が覆おおい尽くす。

「しまっ――!!」

「――我等の勝ちだ。和希、離れろ……！」

　氷の枷かせでイスカを捕とらえたリアは、そう言ってトドメとなる術の準備にかかる。

　杖に備えられた宝ほう珠じゆから溢あふれる魔力が、光の粒りゆう子しとなって溢れる。

　舞まうように優ゆう雅がに杖を操あやつり、光を導き、宙に複雑精緻な魔法陣を描かき上げるリア。

　そして、術は完成し――

「――傷付けはしない。だがその戦せん闘とう力りよく、当分奪うばわせてもらう――」

　術の発動。リアが描いた魔法陣の発光と同時に、イスカの足元に同じものが出現。イスカを戒いましめる氷塊もろとも包つつみ込み――




「……ごめんなさい。――これを待っていました」




「「 な……ッ!? 」」

　光の中のイスカが発した言葉と共に、光が弱まる――いや、光が一点、こちらに向けられたイスカの手が持つ『何か』に集束される。

　同時。今度はリアの足元に、まったく同じ魔法陣が発生――

「反射!?　しまッ―――――」

　魔法陣から生まれた光が、言葉もろともリアを包み込んだ。

「リア!?　おいリア!!」

　リアを包んだ光は、直径２メートル程の球状の檻おりとなって尚なおも輝き続ける。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、和希。少なくとも傷は負わないらしいですし」

　声に向き直る。イスカが手に持ち、こちらに向けているのは……手の平サイズの鏡。

「最初から貴方あなた達たち二人に、しかも生いけ捕どりにして勝つなど困難だと、わかっていました。……連れん携けいが予想以上で驚きましたけど」

「狙っていたのか……？　最初から、リアが勝負を決めるために撃つ術を――!?」

「――それが一番確実でしたから。全力で攻撃してこられると、多分勝てなかったとは思いますが……貴方達の性格的に、それはまず無いと思っていました。最初の攻防でそれを確認できましたし。――あの時点ですでに、この結果はほぼ確定していたんです」

　そうタネ明かしをするイスカは、誇ほこるどころか淡たん々たんと、悲しげにすら見えた。




　その時、リアを包んでいた光の檻が一ひと際きわ強く輝き、直後に消失する。




「ッ！　リア!!」

　術の終しゆう了りようと共に解放されたリア。意識が無いらしく、倒れる寸前に飛び込み、辛かろうじて支える。だが、その姿は……。

「は……!?」

「……なるほど、そういう術でしたか。面白い術ですね」

　術から解放されたリアに、傷は全くついていない。意識は無いが、呼吸はしっかりしている事から、ほとんど寝ているだけと言えるだろう。

　問題は――元から小こ柄がらだった身体が縮み、童顔だった顔が更にふっくらと幼く……。




　……どう見ても、10歳さいにも満たないであろう子供になっていた。
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「……さて。和希、そのリアーナ王女を渡わたしてくれませんか？」

　リアの状況を確認の上、冷れい酷こくにそう告げてくるイスカ。

　……確かに、この状態のリアが戦えるとは思えない。そして、一対一でイスカに勝てるとも思えない。しかもイスカの目的はあくまでリア。だから俺おれは、彼かの女じよを守りながら戦う必要すらある。……勝てる確率は、ほとんど無い。逃にげようにも、この子を抱えながら逃げ切れるとは思えない。

　――完全に、詰み。……だけど……!!

　腕うでの中の、小さくなってしまったリアを見る。

　……ここで諦めれば、この子は多分、遠い所へ行ってしまう。

　敵対している国に連れて行かれたリアがどうなるか……悪い想像しか浮うかばない。

　――……諦めてたまるかよッ!!

　たとえ負ける事になろうと、自分から諦める事だけは、絶対にしたくない。……そう心に決め、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでぶつかる決意を――




「 警 察 だ ！　お 前 達 そ こ で 何 を し て い る !? 」




　公園の入口に続く道から、男性の怒ど鳴なり声ごえと懐中電灯と思われる光。

「 !?　くっ――」

　一瞬、声の方向に剣を向けようとしたイスカ。だが、更に警察車両のものと思われるサイレンが、徐じよ々じよに近づいてきている。

　それに気付いたらしいイスカは、臨戦態勢を解いていない俺を確認してから――

「……今は退きます。ですが……後のち程ほど、必ず。覚悟していてください」

　そう言い残して去って行くイスカの顔は……『悔くやしそう』以上に、どこか安あん堵どしている様にも見えた――







　その後。木こ陰かげに隠れて警官をやり過ごし、辺りを警けい戒かいしながら公園を後に。

　……今の俺に、打てる手段は無い。この状態で再戦を挑まれれば、勝利はおろか、逃げる事すら出来そうにない。

　――相談できるのは……親おや父じ達たちくらいか。

　携けい帯たいですぐに、一刻も早く連絡を取りたいと思ったが……普通の人に聞かれるとマズイ話な上、この姿のリアを連れまわすのも、いろいろマズイ。

　それによく考えれば、イスカが問答無用で襲い掛かってくる可能性はほとんど無い。

　イスカは、その気になれば警官なんて蹴け散ちらせたはず。それなのに退いたのは……きっと騒さわぎを大きくしたくなかったのと、仕切り直しても自分が優位との確信から。

　――それと……ここで暮らす俺への気き遣づかいと、僅かに残る躊躇ためらいも、かな。

　この期ごに及およんで相手を気遣うイスカに苦笑しながら、『ならば』と開き直り自宅へ。

　そして、出てくれる事を祈いのりながら、親父に電話をかけると――




『お前さ？　俺が異世界に居るって知ったのに、携帯繋つながる事に疑問はないのか？　少しは常識を弁わきまえたらどうだ？』




「非常識とか今さら!?　つーか、そんなの言ってる場合じゃない――でもってアンタが常識とか言うなよッ!?」

『ひゃっはー、ヤバげな状態っぽいのにツッコミ忘れないとか流石さすがだな、愚ぐ息そくよ』

　……『緊張感を返せ』と言いたいくらい即座に、親父の脳天気な声。――あの返答だけで察する感性があるなら、『ひゃっはー』とか茶ちや化かすのは止めてほしいところだが。

『で、何があった？』

「イスカに襲われた。……リアを捕つかまえてこいって命令されたらしい。――さっきまで決闘っぽいことやってきた」

『……詳くわしく話せ。それでお前ら――リアーナ王女は無事なのか？』

　さすがに冗じよう談だんを言っている場合じゃないと思ったらしい。声を真ま面じ目めなトーンに変えて言ってくる親父。……実際、この話を相談できるのは親父達しか居ない。

　俺は親父に、あの戦いの一部始終と現状を話す事にした。







『――まーた、厄やつ介かいな状況に……』

　悩ましそうに言った親父だが、その声には多少の安堵が感じられた。

「厄介どころじゃねーだろ……。正直、現状でイスカ相手に一対一で勝てるとは思えない。何か良い方法は無いか？」

　あんな覚悟を決めていたイスカが、リアを諦めるとは思えない。……だから、次は俺一人で戦う必要がある。何か手を打たないと、とても今のままで勝てるとは――

『…………ふむ？　その状況だが――確認する。突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきの危険とかは、無いと考えていいな？』

　最初に妙みような反応をした親父だが、すぐに真面目な事を訊いてきた。

「おそらくは。この先、のらりくらり逃げ続けたら話は別だろうが」

　――それが唯ゆい一いつの、救いと言えば救いか。

　余計な被ひ害がいを出したくないという意図は、イスカが『決闘』という手段を選んだ時点で読み取れる。そうでなければ、邪じや魔まが入っても関係無く襲ってきただろう。

　フと、横を見る。そこには幼くなったリアが、緊張感をまったく感じさせずソファーで穏おだやかな寝ね息いきをたてていた。

『よし。じゃ、まずはその状況に関してだが。人を幼児化させる術なんて知らない。おそらくは王女が作った術だろうな』

「……うっわ。って事は、解除する方法とかも……？」

『知らん。王女が独自で組み上げたって事は、お得意の精神系の術だろうな。――おそらく精神を幼児退行させた上で、肉体も精神に引きずられる様に変異させる、そんな術だろ。……精神系って、術者が解かない限り効果が続くってのが多いんだわ』

　……催さい眠みん術じゆつや洗脳、といった分野だろうか。確かに催眠術は、合図でＯＮ・ＯＦＦを切り替える印象はある。

「って事は、時間で切れるって事も……？」

『期待しない方がいいな。――それとイスカが使ったっていう鏡だが。完成したって話は聞いてなかったが、それらしき物の開発中の話は聞いた事がある』

「 ！　是ぜ非ひとも教えてほしい。……だけど親父、なんでそこまで知っている？」

『まぁ今回の件が終わったら、ある程度教えてやる。……で、だ。その開発中のモノがその鏡の正体だとしたら――それは『鏡』じゃなくて『人形』だ』

「……『人形』？」

『ああ。実は視覚的な反射は意味が無くて、あの形は単なる様式美だな。術者の身代わりになる『身代わり人形』と、相手に呪のろいをかける『呪いの人形』を掛け合わせたようなアイテム。――つまり。持ち主の代わりに術を受け、『鏡』が受けるはずだった変化を術者に返す。――さて問題です。この状況で厄介な点はどこでしょう？』

　――反射させたんじゃなく、鏡が受ける異常をリアに送り返した。って事は――

「……あくまで術を受けているのは『鏡』。つまり解除法を知っていても、それをリアではなく『鏡』にかけないと意味が無い……？」

『正解。――逆に言えば、鏡が壊こわれれば効果の大本が消えるって事でもあるな』

　という事は、『鏡』を壊さないとリアは元に戻れない、というわけで……。

「――で。結局イスカに勝たなければ、って話なんだが……？」

『…………ふむ。――さて、それで戦いに関してだが……一応、書しよ斎さいの本ほん棚だなの上から二段目、表の本の裏に魔ま導どう書しよを一冊隠してある』

「……随ずい分ぶん、用意が良いな？」

『流石さすがに、こんな事態を想定していたわけじゃないが。とにかく初心者向けの術が載のってるから、今のお前なら使えるだろ。……ただ、攻こう撃げき力りよくが無いヤツにしとけ』

「わかってる。暴発して自じ滅めつとか嫌いやだしな。……それでも勝算低いと思うが、まぁ無いよりはマシか。サンキュ、親父」

『…………なぁ？　本当に気付いてないのか？』

　突とつ然ぜん親父が、呆あきれた様な口調になって言ってきた。

『ま、こちらとしては好都合なんだが。――勝ち目薄うすいのに、『逃げる』って選せん択たく肢しが最初から無いのな？』

「……は？　そんなの………………あれ？」

　――そうだよな……勝ち目はほとんど無いし、痛い目見るのは確実で。逃げ切れるとも思えないけど、そもそもリアを渡せば俺は被害受けないわけで。




　……それを『考えたくなかった』じゃなく、最初から考えてなかった。って事は……。




「あー……、うん、自覚した。そういう事っぽい。――だから負けられない。たとえ負けても、リアを渡したくない。……手段は選ばない。何か手は無いか親父？」

『クハハハッ！　一気に『男』な発言し始めたなオイ！　――が、悪いが、お前が勝つ方法は思い浮かばない。代わりに少し『保険』を用意しておいてやる。――だから安心して男を見せて来い、我わが息子むすこ……!!』

　心から愉ゆ快かいそうにそう言う親父。まるで他人事のような危機感の無さだが……。

　――『保険』ねぇ……？　まぁ、確かにそれくらいが丁度良いかな。

　手段を選ばないとは言ったが……賭かけているモノを考えると、正面から戦いたいという思いもある。卑ひ怯きような手段は最後で、とりあえず、やれるだけやってみたい。

「……わかった、やってみる。――そっちも頼たのむ」

『あいよ。んじゃ、準備に入るから切るぞ？』

「ああ。じゃあな」




　通話終了後、とりあえず教えられた魔導書を探してみる事にする。

　――本棚の二段目、そこの本の裏……エロ本の隠し場所みたいなトコだな。

　そう思いながら手前の本を退どかすと、確かに後ろに一冊の本が。




『30過ぎても手軽にＤＴ捨てる20の方法』




「本当にエロ本!?」

　――まさか30歳ＤＴ（魔ま法ほう使つかい）用の本って事で『魔導書』って意味じゃないよな!?

「……ああ、表紙を替えてあるだけか。……何の意味があるんだコレ？」

　カバーの中身は全く違ちがい、それどころか印刷物ですらなく、どうやら写本のようだった。おそらく本場の本を日本語に翻ほん訳やくして写したのだろう。

　内容は、攻撃・防御・支し援えん＆妨ぼう害がいと、ジャンル毎ごとに難易度順に記き載さい。それぞれにイメージの固め方や魔ま法ほう陣じんの描き方等が図で説明されていた。

　――だけどコレ、本当に使えるのか……？

　リアからは自己強化系の術しか教わっていない。だから外部に効果を及ぼす術は、試ためした事すら無い。――ちょっと簡単なの試してみるか。

　選んだのは『灯あかり』の術。最も簡単とされる術で、目め眩くらましにも使えるらしい。

「えーっと？　意識を集めて魔力を引き出して……、図形を描いて……？」

　リアから貰もらっていた『魔力珠』から魔力を引き出し、それを指先に集め、記されていた魔法陣――と言うより線が数本の図形を宙に描く。そしてその図形に魔力を流し――

「うおぅッ!?」

　……成功。図形を描いた場所を中心に白い烈光が発生。室内を明々と照らした。

　ただ、加減は完全に失敗。懐中電灯くらいにしようと思っていたのに、瞬しゆん間かん的てきに灯台並の光量が発生した。……まともに見ていたら失明していたかもしれない。

「だけど……出来た。出来た。出来た……!!」

　初めて『魔ま法ほうらしい術』が使えた事は、元・中二病患かん者じやとしては感動モノで。

　同時に――先ほどは『脳筋的な肉にく弾だん戦せん』しか出来なかった俺に、微かすかな光明が生まれた瞬間で。十分な勝算とはいえないが、不意を突ける要素が出来たのは大きい。

「……やれる。油断は出来ないが――出来る。やれる……!!」

　一時的にでも不安を払ふつ拭しよくするため、繰くり返かえし呟つぶやき、自己暗示を掛ける。

　……だから、気付かなかった。

　いつの間にか、廊ろう下かに出ていた事に。そして、それを見ている侵しん入にゆう者しやの存在に。




「…………『ヤれる』『デキる』って……何を？」




「……は？」

　フと我に返った俺が見たものは……『あれ？　コレも魔ま眼がんの一種なんじゃね？』と疑いたくなる程の冷たい視線で射い抜ぬいてくる、我が幼馴染、紅音だった。

「……来てみたら、中から凄すごい光が出たから慌あわてて飛び込んだら、『そんな本』を見ながら『ヤれる』『出来る』って……。一体何をなされるおつもりでござりましょうか？」

　絶ぜつ対たい零れい度どの視線に軽けい蔑べつを全力で込めながら、嫌いや味み全開の二重敬語。

　背筋を冷たい汗が流れるのを感じながら、改めて『魔導書』の表紙を確認。

『30過ぎても手軽にＤＴ捨てる20の方法』

　――わーお……。

　これを読みながら『ヤれる』『出来る』を連呼。これを傍はたから見た場合。

「ち、違ッ!?　これの中身はそんなじゃ――」

　と。そんなタイミングでリビングの扉とびらが……ゆっくりと開き。

　開いた隙すき間まから恐おそる恐ると、白しろ髪かみの少女――今は幼女が姿を現し――




「……おにいちゃん、だぁれ……？　わたし、おうちに帰りたい……」




「「 ………………………… 」」

『ピキッ』という音が聞こえた気がするほど、瞬しゆん時じに硬こう直ちよくする俺と紅音。

　そして、『ギギギギギ……』と軋きしむ音が聞こえてきそうな程にぎこちなく、顔を見合わせる俺と紅音。……ＯＫ、状況を整理してみよう。




『ＤＴ捨てる方法』の本を読みながら『ヤれる』『出来る』とか呟く男の家に、少し怯おびえた様子で『おうちに帰りたい』と言う、見慣れない幼女。




「ちょ――ッ!?　ち、違、これは――」

　そんな様子の俺を見て、逆に落ち着きを取り戻したのか。

　紅音の顔から表情が消えていき……圧倒的な殺意を放出しはじめた。

「――見み損そこなったよ……ＤＴこじらせた末にペドに堕おちるなんて。幼馴染としての情けだ。社会的に死ぬ前に、ここで終わらせてあげるよ……」

　紅音さん、目がマジです。
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「ちょっ、有段者の拳こぶしは凶器扱あつかいデスよ!?　は、話……話を聞いて……!!」

　命の危機に、能力が自動発動しているが――勝てる気が、生き残れる気がしない。

　――それどころかこのプレッシャー……全力のイスカ以上!?

『コイツも何か特とく殊しゆ能力を!?』そう思って『元・邪気眼アビリテイ』を使ってみるも……『階級』も『能力』も見えない。――って、能力無しでコレ!?

「――この子は私が、責任を持って親元に帰してあげるから……安心して逝いっていいよ？　さようなら、和希。……全力全壊の――」

　構えと共に、殺気が収束される。そして、背後に白い服を着た冥王様が見えた気がして、俺が本気で死を覚悟したとき――止めたのは、幼女姿のリアが発した一声。




「……え？『かずき』？　――おにいちゃん、『かずき』なの……？」




「「 …………へ？ 」」

　その声は、まるで探し続けていた宝物を見つけたような……『嬉うれしいけど、信じられない』そんな様子に見えて。

「えっと……？　お嬢ちゃん、和希を知ってるの？」

「うん……！」

　嬉しそうに返事をしたリア（幼）。トコトコと俺の所まで来ると、ちょんちょんと、俺の服を引っ張る。

「ん……？　どうしたん――うわッ!?」

　俺が視線を合わせるために屈むと――それを待っていたかの様に両手で俺の顔を挟み、顔を近付けてじっくりと確かく認にんする。

「――わぁ……、ほんとに『かずき』だぁ……♪」

　満面の笑えみと共にそう言い、そのまま抱きついてくるリア（幼）。

「あー……っと？　どういう事？」

　展開に付いていけない紅音が、ポカンとした顔のままで訊いてくる。

　さて、どこまで説明すべきか。少し思案するが……信じてもらえるかはともかく、異世界関連も込みで全部言ってみようと決める。

「俺も、ある程度までしか説明できないんだが……とりあえずこの子、リアだぞ？」

「…………は？」




　そんなわけで。リアとの出会い、教えられた異世界の説明、そして現状に至るまでを包み隠さず話した。正直に言えばダメ元だったんだが……それに対たいする紅音の反応は――

「へー……。じゃあ、本当にこの子がリアなんだ……？」

「うん。わたしリアだよ？」

　感心するように言い、幼児化したリアをまじまじと眺める紅音。

「紅音……なんでアッサリ信じる？　相当に荒唐無稽な話だと思うんだが……」

　リビングに通した後、飲み物を出してから話し始めたのだが……。俺の対面に座った紅音は黙だまって話を聞き、アッサリと受け入れた様な先ほどの発言に続く。

「んー……、一いつ緒しよに聞いてたリアちゃんに、おかしな反応無かったし。何より和希、騙そうと思えばもっと上う手まい嘘うそつくでしょ？」

「……まぁ、そうだが」

「それにその子、リアちゃん。凄く和希に懐なついてるし。ならば最低でも、悪い待遇は受けてないだろうし。それなら私が怒る必要は無いよね？」

　そう言って、リア（幼）の頭を撫なでる紅音。

　……ちなみに。リアが座っているのは俺の隣――ではなく、俺の膝の上。

　俺が座った途端、無邪気な笑みで寄ってきて、ちょこんと乗ってきた。そして時折、甘える様に寄りかかってくる。

「それにしても……リアちゃんのその甘えっぷり、どういう事なんだろ？」

「……まぁ、確証は無いが、推測は出来るかな。――この術、『幼児退行』と同時に『自白効果』……というか、『素す直なおになり過ぎる』って効果があるんじゃないか？」

　おそらくリアは、イスカの戦闘力の無力化と同時に、今回の背後関係の聞き取りもしようとしたんじゃないだろうか？　戦せん闘とうを終わらせるだけではなく、再発を防ぐために、誰の命令で動いたのかを突き止めようとした。

　だが、イスカの魔ま術じゆつ耐たい性せいにより『自白効果』単品では無効化される恐れがあるため、『素直にさせて自発的に話させる』という手段を狙ねらった。

『幼児化』は耐性で防げないのかが疑問だが……もしかしたら耐性を破るのではなく、耐性を精神もろとも縮小・退行させるのは有効なのかもしれない。

「なるほど……。でも――もしその仮定が合っていた場合、コレがリアの素の性格って事になるんだけど……？」

「まぁ、正確には『幼い頃ころに素直だった場合の性格』だと思うけど……、あ、そうだ」

　今いま更さらながらに気が付いた。――今のリアの記き憶おく、どうなっているんだろう？

　何と訊きくか悩むが……まずは、どれだけ幼児退行しているのか確かめる事にする。

「えーっと。リア、君は今、何歳かな？」

「え？　えっとね――」

　考えながら、数える様に指を動かす。そして自分でも違い和わ感かんがあるらしく、ときどき『あれ？』と首を傾かしげているが……最後に『よしっ』と頷うなずく。考えがまとまったらしい。

　俺に向かって手の平を向けて――

「これだけっ」




　まさかの片手。――つまり『５歳』。……予想以上に幼くなっていた。




「でもねでもねっ？　なんだか大っきくなったわたしの思い出もあるのー」

　そう言って『へんなのー』と首を傾げるリア（幼）。

　という事は多分だが、幼児化した年齢以降の記憶は、実感の無い『知識』として残っている、という事だろう。

　……確かにそれなら、『じゃあ、そのお話を聞かせてくれるかな？』とか言えば、聞き出せない情報は無さそうか。――情報収集用として、相当ヒドイ術じゃないか……？

「んー、それにしても『魔法』ねぇ……。ちなみに、和希も何か使えるの？」

「あ？　あー……地味な自己強化系をいくつか。あと、特殊能力っぽいのを何個か」

「へー……。どんな？」

「ほとんどが戦闘能力強化。あと、他人の能力看破するヤツ」

　――そういえば、今のリアのステータスってどうなってるんだろう？

　そう思い、俺の膝の上でコップを両手で持って、美味しそうにジュースを飲んでいるリアに視線を向ける。


◆　◆



階級クラス

　ロリコンイノセント ほいほいプリンセス：精神干かん渉しよう（弱）。

能力アビリテイ

　純情一途ペネトレイシヨン：使用魔ま術じゆつによる全防御、障害の貫かん通つう補正


◆　◆



　――まーた、ミもフタも無い名前を……。

　ルビの方の『イノセント プリンセス』、訳せば『無む垢くなる姫』。それが外面をやや捻くらせつつも、本質はそのまま成長したのが、17歳現在の『夢見がナイトメア ち王女プリンセス』。……外面は取り繕っても、とことん乙おと女めなのがリアの本質らしい。

　――最初に手に入れたらしい能力が『純情一途ペネトレイシヨン』ってのも裏付けだよな……。

　考えを巡らせる俺を、膝の上のリア（幼）が『どうしたの？』と、見上げてくる。

　それに苦く笑しようしながら、『なんでもない』という想おもいを込めて頭を撫でてあげると、笑え顔がおになり、甘える子猫のように頭を俺の胸にこすりつけてきた。

「……傍から見ると完ッ全に犯罪行こう為いなんだけど……犯罪じゃないんだよねぇ。――で？　その子がリアで、その行動が『素直になったから』の行動で。それに対してそういう態度で返す事の意味、当然気が付いてるよね？　――――そういう事？」

　後半は試す様な口調で――探さぐる様な鋭するどい目線と共に放たれた、紅音の言葉。

　――ま、コイツは誤ご魔ま化かせないよな。……誤魔化す気もないけど。

「『そういう事』だと思ってくれて構わない。だから――絶対にイスカに攫わせるわけにはいかない。だから、少し手伝ってほしい」

　幼馴染にして悪友――親友とも言える少女に、真まっ直すぐな決意と、協力の申し出。

「――うん、面おも白しろいね。もちろん――と、即座に返事をしたい所なんだけど……先に一つ。……その子、寝ねかせちゃってからのが良くない？」

　言われて下を見ると、いつの間にか眠たそうに目を擦っていた。

「あ。あー……、眠いかリア？　先に寝るか？」

「んー……。ねむいけど……おふろはいりたい……」

　俺の服にしがみ付きながら、こちらを見上げてそう訴えてくる。そういえば、あの戦闘で多少なりとも汚れているはず。……幼くなっていても、やっぱり女の子か。

「わかった。急いで準備するから、一人で入れるな？」




「むぅー……。かずき、いっしょに入って……？」




「……………………え？」

　リアの放った、予想外にしてある意味で順当な一言に、俺は凍り付いた。

　先に言っておくが、俺は断じてロリやペドと呼ばれる人種ではない。だから、この子が普ふ通つうの子供だったら普通に世話が出来る。渋々ながら何の問題も無く入り、何の反応もせずに世話をして出てこれる自信がある。

　――が。この子は『リア』なのであって。

　術が解けた後の事を考えると怖いし、何より浴室での世話中に、脳内で連想ゲームが自動開かい催さいされてしまった場合……反応してしまう可能性が捨てきれない。

「…………紅音。お願い出来ないか……？」

「ま、仕方がないかな。――リアちゃん？　今日はお姉ちゃんと一緒に入ろうね？」

　目線の高さを合わせ、優しげな微笑ほほえみと共にそう言う紅音。これ以上無い程の『良いお姉さんモード』で話しかけたのだが――

「……や。かずきといっしょがいい……！」

　きっぱりと断ってくださるリア（幼）。

　しかも。しがみ付いていた状態から俺の方を向き、両手両足で抱きつき、『離はなれたくない』と全力でアピール。……俗に言う『だいしゅきホールド』という状態です。

「……でもねリアちゃん？　女の子は、簡単に男の人に裸はだかを見せちゃいけないんだよ？　じゃないと大きくなってから――お嫁よめさんになる時とかに、後こう悔かいする事になるよ？」

「――だいじょうぶだもん。わたし、かずきのお嫁さんになるんだもん。だから大きくなっても後悔しないもんっ」

　幼い女の子が反応しやすい『お嫁さん』なんてキーワードを絡めるあたり、非常に上手い説得方法だったと思うのだが……それすらも退けるリア。

「…………和希」

　根負けした紅音が、『お前が何とかしろ』と冷たい視線で訴えかけてきた。

「あーっと……リア？　そう言ってくれるのは嬉しいけど……そういうのは、リアが大きくなってからの楽しみにしておきたいんだ。――だから今は、そのお姉ちゃんと一緒に入ってくれないか？」

「……ほんと？　ほんとに、たのしみにしてる……？」

「うん。絶対に本当」

　――はい、かなりマジです。

「うん、ありがとっ！　じゃあ、いまはひとりで入るー」

「……あれ？　リアちゃん、一人でも入れるの……？」

「えっと……ひとりじゃ、あんまりうまく髪かみの毛あらえないの……。でも、大きなわたしはひとりで入ったみたいだし、たぶんだいじょうぶー」

「そ、そうなんだ……？　じゃあリアちゃんが出るまで、お姉ちゃんここに居るから。何か困った事があったら呼んでね？」

「うんっ。ありがと、おねえちゃん」







　その後。俺は風ふ呂ろの準備をし、紅音は一度家に戻り、リアの着き替がえに出来そうな服を持ってきてくれた。そして、現在リアは入浴中。

「……さっきの説得、意訳すると『大きくなったら一緒にお風呂入ろう』って言っただけなのに、あれでＯＫなんだもんねぇ……」

「……仕方ないだろ。あの状じよう況きようじゃ、ああ言う以外に思いつかなかったんだから。――で、そういえばお前、今日は何しに来たんだ？」

「うん、まぁ……難しい話じゃないんだけどさ？」

　そう言って、少しだけ言いづらそうに言葉を濁してから。




「イスカ、今ウチに居るから」




「…………おい待てコラ」

「もっとネタバレしちゃうと。決けつ闘とうしてたとき、警察が来たでしょ？　アレ呼んだの私だから。ちなみに来たのは、この家のお向かいさんと、私の従姉いとこの旦だん那なさん」

「は!?　――じゃあ最初から見てたのか!?」

「だって。いきなりイスカがウチに来て、真しん剣けんな顔で『この子を預かって』って、フェル預けに来たんだよ？　何かあると思うでしょ。だから後を尾行つけたら――ねぇ？」

　――なるほど。見ていたから、異世界関係もアッサリ信じたのか。

「……お前は……。――にしても、よくイスカが付いて行ったな？　あの状態のイスカが大人しく従うとは思えないんだが……？」

「ん？　うん、もちろん『放っておいてください』って言われたんだけどさ。追いかけるの手伝ってもらったフェルを人ひと質じちにしてから、最後は――ね？」




　そう言って――拳を握った手を見せて、そこにチラチラと視線を送る紅音。




「力ずく!?　お前どんだけだよ!?　おまけに手伝ったフェルをそのまま人質!?」

「さすがに全力のイスカには勝てないよ？　でも、イスカに私を倒たおす理由は無いでしょ？　そんな躊躇ってる相手ならどうとでも」

「理屈的にはそうだけど！　あの戦い見たなら、警戒とか恐怖とか――」

「……え？　イスカはイスカでしょ？　理由無く力を振ふるうはず無いし、それなら力が有ろうが無かろうが関係ないよね？」

「まぁ、そうだけど……」

　……こういう所が、コイツに敵わないと思う所で。

　打算・計算・リスク。全すべて理解した上で、相手を信じて一歩を踏ふみ出す。

　……『無条件の信しん頼らい』ではなく、『条件を踏み越える信頼』。

「――ま、それはそれとして……イスカはどんな状態なんだ？」

「……うん。すぐ動くつもりは無いみたい。……っていうか、ちょっと悩なやんでてね」

　ここに来てようやく気がつく。茶化すように軽い口調で話す紅音だが、その瞳ひとみの奥おくには、これ以上無いほど真剣な光があることに。

「……なるほど。それでお節介焼くために来た、ってことか」

「んー、そこまでするかは決めてないけどね。――ま、背中蹴り飛ばすくらいはするつもりだけど♪　……で。和希はどうする？　逃げる？　戦う？」

　楽しそうに言う紅音だが、その瞳は相変わらず、炎ほのおが見えそうな程に本気。

「――戦うよ、正面から。こちらが逃げ出さない限り、イスカも正面から向かってくるはず。奇襲受けるよりは、そっちの方がまだ勝算はある。……それに――」

「ん？『それに』？」

「――放っておけないのは、イスカも同じだろ」

　これが、戦うもう一つの理由。『戦う』と言うより『向き合う』と言うべきか。

　まるで死神のような剣けん士しとしてのイスカと、日常で明るく笑うイスカ。『どちらが本当のイスカ』なんて事は言うつもりは無い。

　……だけど。どちらが楽しそうだったかは、考えるまでもない。

「俺おれ達たちが傷付けば、あいつの心も傷付く。長引けば、それだけあいつが苦しむ。――だから長引かせたくない」

　本気で案じてくれている紅音に、本気の言葉を返す。それを聞いた紅音は、一度目を閉じ、一つ、大きく息を吐はく。……そして、再びゆっくりと目ま蓋ぶたを開き。




「和希くん、マジ勇者（笑）」




「それはヤメテ!?」

　真面目な空気が、たった一言でアッサリ粉砕された。空気を読むのも読まないのも、さらにはブッ壊すのも自由自在な紅音。

「ま、和希の方は心配する必要なかったかな。なんだか覚かく悟ご決めてるみたいだし。――やっぱり惚れた女のため？」

「ああ、そういう事だと思ってくれ」

「……照れずに即そく答とうされるとは思わなかった」

「――照れたら負けだと思ってる。……全力でデレてるみたいで悔くやしい」

「まったく……妙なところで捻くれてんだから。――ま、いいや。それで？　さっき言ってた『手伝い』って、何をすればいい？」

「――ああ。……ちょっと、組み手の相手をしてほしい。付つけ焼やき刃ばにしかならないだろうけど、やらないよりはマシだろうから」

　今の自分に足らないのは、経験からくる駆かけ引ひきの能力。

　だから少しでも戦闘経験を積んで――より強い相手に勝つには、どんな奇襲をすれば効果的か。それを見極めた上で、有用な魔術を会得したい。多分、それくらいしか勝つ方法は無いだろう。――そう思っての依い頼らいなのだが……。

「――ＯＫ。じゃ、それなりに本気でいくけど……いいんだよね？」

　……紅音さんから迸るオーラに、なぜか冬眠明けの熊を連想しました。







　その後。紅音が帰った後。

　やらなければいけない事は多いが、まずは疲つかれを癒すために眠ねむる事に。




「わふ♪　かずき、あったか～い……」

「……と。なぜか当然の様に、リアが布ふ団とんに入ってきているわけで」

　そんな意味不明な解説口調で独り言を呟く俺おれに、不満げな顔をするリア。

「むぅ……。かずきは、いっしょに寝るのヤなの？」

「――別にイヤではないんだが……こういうのは親の役目じゃないか？」

　……実際のところ、イヤというわけではなく、戸と惑まどいの方が大きいのは事実で。

「…………おとーさんとも、おかーさんとも、いっしょに寝たコトないよ……？」

「……あれ、そうなの？」

「うん……。おっきなわたし、いっしょに寝たんだよね？　それがはじめて。おとーさんとおかーさん、とってもいそがしいし、『王女だから』って……」

「…………そっか」

　言いながら頭を撫でてやると、嬉しそうに抱きついてくるリア。

　――こいつ、今まで誰だれかに甘えた事、あるのか……？

　ならば……元のリアが俺に見せた、いくつかの行動。あれはどれほど特別で……どれほどの想いが籠もっていたのだろうか。

「――なぁリア。ここに居たいか……？」

　俺の問いに、幼いながら真剣に考えている様子のリア。

「……うん。――あのね？『いすか』っておねえちゃん、きらいじゃないよ。……こわい事もされたみたいだけど、でも、やさしいヒトみたいだし、好きだとおもう」

「…………そうだな」

「でも……わたしはここに居たい。行きたくないんじゃなくて、かずきと居たい」

　そう言って照れたように笑う幼いリアが、元のリアの顔と重なってみえて――

「……わかった。俺もリアを離さなくていいように、頑がん張ばるからな？」

「……！　うん♪」

　嬉しそうにしがみついてくるリアを撫でながら、思う。

　今のセリフは幼いからか。それとも……リアだから、か。

「……考えるまでもない気もするけどな」

　――それにしても……やっぱりイスカは『おねえちゃん』って扱いか。




　こんな状況なのに苦笑いを浮うかべながら……その日は眠りについた。





◆　◆






　倉くら橋はし家の隣となり、三みつ峰みね家の客間にイスカは居た。

「………………」

「……くぅ～ん……」

「――大だい丈じよう夫ぶだよ、フェル。悩んではいるけど……迷ってはいないから」

　そう言ってイスカは、自分を心配そうに見上げるフェルの頭を撫でる。

「……がう？」

「『何を？』って……うん、まずは例の指令の事。もう一つは――」

　言葉を濁し、イスカは自分の身体、と言うか、現在着ている服――寝間着を見る。

　ヒラヒラだった。……どこもかしこもヒラヒラだった。

　当然、男が着るものではない。それどころか――こんなドレスと言っても通りそうな物を日常的に着るのは、それこそどこかのお姫ひめ様さまくらいだろう。

「…………なんで私、こんなの着せられてるんだろう？」




「それはキミが可愛かわいいからさッ!!」




「うわあぁッ!?」

　イスカの独り言に応こたえる形で部屋に乱入、気合い入った発言を叩きつけた紅音。

　無警戒だったイスカは思わず声を上げて驚おどろく。

「いやー予想以上に似合うね！　これはもう写真撮さつ影えい必須っていうか知り合いにコスプレ衣装いっぱい持ってるヒト居るんだけどそっち路線に踏み外してみない!?」

「え？　え、えーっと？　コスプレって何……っていうか『踏み外し』!?　――って違くてっ！　……こほん」

　紅音のペースに巻き込まれ、現状を忘れて思わず素で返してしまったイスカ。咳払いを一つし、冷静さを取り戻もどす。

「……紅音。寝床を提供してくれたのは……少々強ごう引いんでしたが、感謝しています。ですが……貴女あなたも見ていたのですよね？　ならば――少し放っておいてください」

　確かに紅音は、イスカが何をしたか知っている。そしてそれを、どれだけの決意で行ったのかも、想像できている。

　だから、その決意と意志を尊重するのなら……そっとしておくべきかもしれない。

　紅音もそう思ったのか、少し考え――口を開く。




「だが断る」




「なんで!?」

　勿体ぶった末の発言に、またも思わず素の口調でツッコんでしまうイスカ。

「そりゃね？　空気読むなら、放置してあげるのがいいかな、とも思うよ。でもイスカ、さっき自分で言ってたよね。『悩んでいるけど、迷ってはいない』って。じゃあそれって――逆に言えば『悩んでも何も変わらない』って事だよね？」

「うッ――」

「なら、そんな空気読んでどうなると？　――読んで暗くなるだけな空気なんて、ブッ壊こわして押おし進めるのが私の主義！」

　拳を握って力説する紅音に、しばし呆気にとられるイスカ。

「で、でもっ――……ですが、私は和希とリアに――貴女の友達に危害を加えるつもりなのですよ？　……そんな人間を助けるなんて――」

「だって、イスカも友達じゃん？」

「…………え？」

　距きよ離りを取ろうとしたイスカの言葉に、当然の事の様に返す紅音。

「友達同士がケンカしてるなら、思う存分殴なぐり合わせてスッキリさせるのも、一つの手だと思うんだよね、私」

「け、ケンカとかそんなレベルの話では――」

「でも殺す気無いどころか、怪我も最小限にしようとしてたよね、お互たがいに」

「なッ！　それに気が付くの!?」

　先の戦い、傍はた目めには真剣や攻こう撃げき魔ま術じゆつを用いた殺傷上等の戦い。

　だが実際は、リアの攻こう撃げきは牽制と拘こう束そくの意図しかなかったし、和希の『聖せい剣けんルーナ・メリディエス』も、イスカの『ネージュ』も、魔ま力りよく調整で切れ味を殺してあった。

　それらを部外者が予備知識無しで見破るというのは、イスカには予想外だった。

「理屈や仕組みは分からないけど、どんな意図の攻撃かはわかるから。――意見の対立からの、相手を気き遣づかいながらの戦い……ある意味『ケンカ以下』だよね？」

「そ、それは……、で、ですが！　その友達に私は一方的に――」




「理由が、あったんだよね？」




「…………っ!?」

　イスカに全てを言わせず、そう口にした紅音の雰ふん囲い気きは、それまでとは一変していた。

　その静かな言葉に込められた力と、紅音が発する気配は、イスカすらも怯ませ。

「理由があって、だから苦しいのを覚悟で行動したんだよね？　それで悩んでいる友達を無視しろと？　踏みにじれと？　――ふざけるな。私は、そんな外道になる気は無い」

「……ごめん、なさい……」

「――うん、いいよ。そんなつもりで言ったんじゃないの、わかってるし。……でもね？　私もイスカと同じで、自分が正しいと思った事をしているんだよ。だから、イスカが気にする必要は無いの。ＯＫ？」

　一転して、元の軽い口調に戻す紅音。明るい笑みすら浮かべる紅音の言葉は、頑なになっていたイスカの心にも届いた。

「……うん。――ありがと」

「はい、どういたしまして、っと。やっぱりイスカは、そっちの口調の方がいいよ。……で、私の用件なんだけどさ？　――さっき、和希の家に行ってきたんだよ」

「……うん、そうだと思ってた。それで――なんて言ってた？」

　紅音の言葉のお蔭かげだろうか。そう訊くイスカの瞳には――まだ多少の罪悪感はありながらも、強い光が宿っていて。

「戦うってさ、真っ正面から。――リアを渡す気は無いし、逃にげない限りはイスカも正面から来るだろうから、だって」

「……実力差は分かってるはずなのに、本当に挑んでくるんだ……」

　そう呟つぶやくイスカの声に、驚きの色は無く。その代わりに窺うかがえるのは、『やはり』という納なつ得とくと……憧れの念。

　それに気付いた紅音は苦笑いを浮かべつつ、会話を続ける。

「……ねぇイスカ？　今回の『リアを連れてこい』って指令、なんで受けたの？　単に『やれって言われたから』で受けたとは思えないんだけど……」

　そう訊く紅音に『ギクッ』と反応したイスカ。

　少し悩むような仕草をみせてから……諦あきらめたように口を開く。

「……実は。こっちに来る事になった指令も、今回のも。……両親からの指令なんだ」

「――え？」

「ウチの家、数世代前はそれなりの力を持つ貴族だったんだけど……私のお爺ちゃんの代で、完全に没落しちゃったんだよ。今はもう、貴族とは名ばかりのボロ屋敷住まい」

　そう言うイスカの言葉は自虐的ではあるが……暗い口調ではない。きっとその暮らし、イスカ自身に不満は無かったのだろう。

「でもね？　父さん達、私には『家の事は我々に任せて、お前は自由に生きろ』って言ってくれたんだよ。だから……私はそんな両親のために、頑張る事にした」

「……良い、ご両親なんだね」

「うん！　……だから私は、実力で名を揚げようと腕うでを磨いた。勉強も沢山した。忙しい両親を支えようと、家事や料理を習ったりもした……」

「…………（ここで花はな嫁よめ修しゆ業ぎようが入ってくるのか……）」

「……そんな時、父さん経由で来たのが、こっちに来る理由になった依頼。……上手く事が運べば、一気に再興も夢じゃないって」

「…………そうなんだ？」

「うん……！　父さんと母さんは、断ってもいいって言ってくれたよ。……でも、私は育ててもらった恩を返すためにも、引き受けることにしたんだよ……！」

　そう、改めて決意を固めるように言う。

　……一方、紅音は何かを思案するような顔で。

「じゃあ……今回もそんな感じで？」

「え？　あ……今回は少し、『引き受けなさい』っていう感じだったかな……？」

「…………そっか。――で？　そんな覚悟を決めてたのに、何を悩んで？」

「……本当に正しいのかな、って。引き受けた事がじゃなくて……指令自体が」

　つまりイスカは――『正しい事』のためならば、手を汚す事も厭わない。ただ、それが間ま違ちがった行為ならば、たとえ命令だろうと断るべき。そう考えているわけで。

「父さん達が、そんな酷い指令を受けるはずは無いと思うんだけど……。でも連れて行かれた先で、リアがどうなるか……わからない。――それが怖いんだ」

　そして現在の問題は、正しいか否かを判断する事が出来ないという点。――ならば。




「なるほどねー……。――じゃあさ？　イスカが和希に勝って、リアを連れて帰った場合。イスカが守ってあげたら？」




「…………え？」

「指令を引き受けた事は、後悔していないんだよね？　心配しているのは、指令を達成した後の事。ならば……指令の後も責任を持てばいいんじゃないかな？」

「あ……」

「――ただ、簡単な事じゃないだろうけど。少なくとも、リアを連れてくるよう最初に言った誰かは、確実に良からぬ事を考えてるっぽいし。……最悪、本当に国を相手に立ち回る事になる。そうなったら、ご両親にも迷めい惑わくかかるだろうね。……どうする？」

　まるでイスカを試す様な言葉。イスカはそれに――決意を固めた強い眼まな差ざしで返す。




「――構わない。それが和希やリアを……友達を傷つけてでも、自分が押し通した行動の責任だと思うから」




「――うん、良い返事だね♪　……でも良いの？　家の方は……」

「……良くはないよ。でもね？　父さん達も、自分達が下した指令の結果なら、責任を取ろうとするはず。――ここで家を理由に断るのは、父さん達への侮辱だよ」

　そう言い切ったイスカに、もう迷いの色は無かった。

「……もう大丈夫みたいだね。――でも、それは和希に勝ってからの話だからね？」

「うん、分かってる。今は私の方が上だけど……気を抜ぬいて勝てる相手じゃないし。――そういえば……いつにする、とかは言ってた？」

「うん。――三日後の日曜深夜。あの公園で再戦でどうだ、だって」

「――三日後？」

　訝いぶかしげな表情を浮かべるイスカ。

　和希としては、対策を練るためにも出来る限り引き延ばしたいはず。だからイスカは一週間くらいだと思っていた。――三日というのは短すぎる。




「――イスカが風邪ひいて、リアと和希が看病のために学校を休む。そんな言い訳で、長く休むわけにもいかないから。その翌日は祝日だし、ちょうど良いだろう、って」




「 !!　……ぷっ、あはははははッ！　凄すごいな……余裕なんて無いはずなのに、それでも私の事まで考えてくれているんだ……」

「和希は何も諦めてない。だから――勝っても負けてもイスカには居場所があるよ」

「……ありがたいよ。……本気で尊敬する。でも、だからこそ……全力でぶつかる。それが和希への敬意で、せめてもの礼儀だから」

「うん、それでいいと思う。それに、和希の他にもいろいろ動いている人が居るみたいだから。――だから安心してぶつかり合いなさい、男の子達！」

　そう言って、話は終わりとばかりに立ち上がり、部屋の出口に向かう紅音。

「……本当にありがとう、紅音」

　イスカのお礼の言葉に、紅音は『気にしない、気にしない』と言う様にヒラヒラと手を振りながら、ドアを開けて部屋の外へ。――そして、再びドアが閉まる。

「……ねぇ、フェル？　紅音って何者だろう……？」

「わぅ……？」

　和希は紅音の性格を、『下手な男より、よっぽど男前』と称しようしていた。

　確かに納得は出来るし、間違いではないとイスカも思う。だけど……弱っていたとはいえ、いくつもの戦いを潜り抜けてきたイスカを圧倒した、言葉と気迫。

「――アレって……もう威い厳げんっていう領域じゃないかな？　それに気のせいか、妙みように私達の世界の事に理解が早かった気も……。ま、いいか。フェル、寝よ？」

「わんっ」

　イスカにとって、紅音が味方かどうかはわからない。けど、絶対に敵にはならない。

　なぜかそう思えることが、イスカには嬉しかった――







「……はぁ。まったく、面めん倒どうな事が――」

　イスカとの会話後。部屋から出た紅音は廊ろう下かで溜ため息いきと共に愚痴をこぼした。

「とはいえ……あんな子を利用する人間、放置しとくのも腹が立つし。仕方ないか」

　と、自分のする事を決めて、動き出そうとしたとき。

「――紅音ちゃん？　イスカくんの様子はどう？」

「あ。お母さん、丁度良かった。……伯父さんに連れん絡らくを取りたい。お願いできる？」

　その言葉に少し驚いた表情を見せたものの、すぐにどこか嬉うれしそうな笑えみを浮かべ、応える紅音の母。

「――ええ、出来るわよ。急ぐのかしら？」

「うん。早い方がいいかな。……ちょっと懲らしめなきゃいけない人間が居てさ」

「そう。じゃ、今からアポ取って明日には話せるようにしておくわ。――ところで、お隣に来ているリアちゃん、私も会ってみたいんだけど……ダメ？」

「――お母さんは……リアが知ってる可能性あるから、まだダメ」







六章　勇者と王女オーバードライブ







　そして三日後。――――その時が訪れた。




　時間通りに到とう着ちやくした俺は、公園広場の中央に立つ、長髪の剣士を見つけた。

「……もう来てたか。早いな、イスカ」

「ええ、いろいろお気遣い頂いたようですから。せめて遅刻はしないように、と」

　少し戯けた調子で言うイスカだが……その瞳に宿る光は、先日以上で。

『凹んでいたから、喝入れてみた』と、アッサリ言ってのけた幼おさな馴な染じみの顔を思い出し、心の中で苦笑いを浮かべる。

「で、紅あか音ねとフェルは？」

「フェルはココに居た場合、私が不利になれば飛び出してきてしまうでしょうから。それはフェアではないので、紅音に見て貰もらっています。……そちらこそ、王女は？」

「……あの姿のリアは、戦いに巻き込みたくないからな。――でも安心してほしい。逃げる事は無いし、俺が負けたらリアはイスカに任せる。……俺もリアも、納得済みだ」

「……では、戦いの前に……一つ、良いですか？」

　そう言うイスカの瞳に宿る光は、ともすれば、戦いの最中より強いとすら思えて。

「――ああ。なんだ？」

「先に、誓っておこうと思います。……私が勝って、リアーナ王女を連れ帰った場合。――彼かの女じよの身の安全は私が守ります。……国を敵に回しても、命を賭かける事になってもです。私の命がある限り、責任を全うする事を誓います」

　……そう言ったイスカには、先日感じた様な暗い色は無く。あるのは、強靱な意志を込められた真っ直ぐな瞳のみ。

　きっとその誓いは……イスカが俺達に贈れる、精一杯の誠意で……罪滅ぼし。

「――ならば頼たのみがある。もし俺が負けたなら……俺も連れて行ってほしい」

「……え？」

　突とつ然ぜんの俺の申し出に、イスカが戸惑った声を上げる。

　……本当は俺も、負けた時の事など考えたくはない。だが……今回の戦い、どれだけ甘く見積もっても、俺の勝算は五割に遠く及ばない。そして負けた場合は意識を保っている可能性が高くない以上、先に言っておく必要がある。

「リアを連れていく事になったら、俺も一いつ緒しよに連れて行ってほしい。そうなった場合、イスカの指示に従う事を約束する。――俺にも、リアを守らせてほしい。……どうだろう？　勇者の子孫っていう肩かた書がきは、そっちの国の利益にもなるんじゃないか？」

「……私としては、願ってもない申し出です。……本当に、心強く思います」

　そう言って小さく一礼したイスカの表情に、『喜び』や『安あん堵ど』といった感情が、微かすかに見えた。……その事を少し嬉しく思いながらも、俺は話を続ける。

「っと。でも、勘かん違ちがいしないでほしい。これは万が一の保険だ。……負ける気なんて一いつ切さい無い。礼なんて早すぎる」

「……そうですね。失礼しました。――では、始めましょうか」

「……そうだな」

　言って、剣けんを構えあう俺とイスカ。




　イスカの手には、静かに輝かがやく白銀の魔ま剣けん。

　俺の手には、月光を宿したように淡く青い光を纏まとう聖剣。

　全く同じ構えで剣を向け合う俺達。仕し掛かけるタイミングを探りながら、間合いをはかり、ジリジリと距離を詰つめる。




「ふッ！」「ッ――!!」




　動いたのは同時。激突は中央。呼気と共に踏み出した俺とイスカの振り下ろした剣が、中間地点で交差。甲かん高だかい音を立てた後――イスカの二撃目を受け流し、再び距離を取る。

「逃がしません……！」

　追つい撃げきしてくるイスカを引きつけてから横よこ薙なぎ。

　後退して回かい避ひしたイスカの体勢が整う前に、今度は俺が追撃をかける。

　切り上げ、振り下ろしの連撃は、回避、剣で防ぼう御ぎよして防がれる。反はん撃げきで放たれる三連撃は二発を回避、最後を強く弾はじき、その隙すきに再び距離を取る。

「……なるほど。しっかり学んでいるようですね」

「当たり前。まともにやって勝てるとは思っていない」

　技量の差から、近接状態が続くと不利。そのため、追い込まれる前に距離を取り、戦況をリセットする必要があるのだが……下手に退こうとするとソコを突つかれる。

　だから相手に退かせるか、体勢を崩してから距離を取る。

「てっきり、魔ま術じゆつを使ってくるかと思っていたのですが」

「まともに使わせる気は無いだろ？　適当に使ったって、どうにかなるとは思えない」

「そうですか。ですが――」

　言い終わる前に――イスカの姿が消え、一いつ瞬しゆんで距離を詰めてくる。

　袈裟斬りから逆袈裟の連撃。二撃目を受けて弾こうとしたが――手応えが無い！

　弾こうとした俺の剣を受け流し、切り返しの足狙ねらいの下段。――しかも格段に速い。

「――くっ！」

「――今のを避けますか。なら！」

　浅い傷を残してギリギリで避よけた俺を称賛しながらも、更さらに攻撃を加えてくる。

　上下左右から緩急・フェイント込みで襲い来る白銀の魔剣。手数で押してくる以上、迂闊に剣で弾こうとすると隙を生む。俺は動体視力と敏びん捷しよう性せいを頼りに回避し続ける。

「ッ、この短期間で、本当に腕を上げてますねッ！」

「――当たり前ッ、ヒトの人生懸かってるんだからなッ――!!」

　イスカは魔剣『ネージュ』の能力で、切れ味をほとんど消している。それでも高速の剣閃がかすめる度、確かな斬線が刻まれる。

　剣を交かわす度に俺に刻まれる傷。それに辛い顔を浮かべるのは、イスカで。

「ッ……！　出来る事なら、これ以上貴方あなたを傷付けたくはないっ」

「そう言ってくれるのはありがたいさ！　だけどリアがどうなるか分からないなら、俺が譲るわけにはいかないッ……!!」

　剣と言葉の応酬。

　言葉を受けてか、一瞬乱れたイスカの剣閃を捉え、聖剣で跳はね上あげる。

　追撃を入れようと思った俺の目に映ったのは――怒いかりを宿したイスカの瞳。

「――ッ！　だから――ッ!!」

　激情に身を任せても全く衰えない、正確な体捌き。

　跳ね上げられた剣を最短・最速で引き戻したイスカが、渾こん身しんの刺突を放つ。

「くッ――!?」

　直ちよく撃げきは避けるも、俺の右みぎ腕うでに決して浅くない傷が刻まれた。

「――約束を守ります！　この命の限り、リアも――貴方の事も守り抜いて見せます!!　だから……だからもう、私に貴方を傷つけさせないでください……!!　利き腕がそれでは、もうまともに剣は振れないでしょう……？」

　何とか距離をとった俺に、構えを解いて語るイスカ。

　……確かに、両手剣である『ルーナ・メリディエス』を片手で振るっても、今まで通りに戦えるとは思えない。

　そして……イスカの言葉は信じられる。――きっとイスカは、自分を犠牲にしてでもリアや俺を守ろうとするだろう。…………だけど。

「――だけど、そんな未来は誰も望んでない。……お前自身も。――違ちがうか？」

「――ッ」

　イスカが選んだ道は、『進まなければならない道』。進みたくて進む道ではない。

　リアは、『ここに居たい』と言ってくれた。

　イスカは先の戦いの際に、今の生活を『もう少し続けたかった』と言った。

　そして俺は――

「……俺さ。勇者の子孫だなんて言われても、自覚なんか無いし。そっちの世界の事情も知らないから、こういう事態には役に立たないし。イスカには勝てないし。……じゃあ何をすればいい。何をしたいんだって考えたら――一つ、勇者っぽいの思いついた」

「……それは、何ですか？」

　こんな状じよう況きようなのに、戸惑う様に訊きいてくるイスカ。それを少し可笑しく思いながら……以前は冗じよう談だん半分で言った言葉を、今度は大真ま面じ目めに口にする。




「『お姫様を守る』って、本当に勇者様っぽいと思わないか？」




　結局のところ。知りもしない異世界の事や、多分この世界で暮らすという事より。

　――リアを誰かに委ねたくない。きっとそれが、今の俺の最優先事項。




「……ぷっ、あははははははっ！　――和かず希きらしいですね。そういうところ、本当に貴方には敵いません」

　束の間、本当に楽しそうに笑うイスカ。……だが、それも長くは続かず。

「……ですが、やはり私も譲る事は出来ないんです。……すみません、続けると言うのでしたら――終わらせましょう」

　そう言い、再び剣を構えるイスカ。




　――どうする、ここで勝負に出るか……？




　追い込まれてはいるが、逆転の手札は隠かくし持っている。……ただ、一回きりの奇襲にしかならないため、失敗すれば、ほぼ負け確定。

　――この腕は不安要素だし、もう少し余裕奪ってからにしたかったんだけど……！

『勝負に出る』。そう覚悟を決め――




「だめぇぇええっ!!」




「「 なッ!? 」」

　動き出す直前。声と共に、氷の飛礫がイスカを襲おそう。

　それは、一つ一つが小さく、ダメージを与あたえるには至らない程度。だがそれが断続的に襲い掛かり、イスカの行動を阻む。

　その術の使用者は――幼い姿のままのリア。

　木立の陰から現れたリアが、その姿では大きすぎる『聖せい魔ま杖じようアルブム・ノクス』を懸命に構え、必死に術を行使していた。

「くっ――その姿でも術を使いこなしますか……！　ですがこの程度なら――」

　威い力りよくは低いため、目にでも当たらない限り被ひ害がいは無い。数が多いために厄やつ介かいだが、そう長くは続かないと判断したらしい。リアが力尽つきるまで耐たえる構えのようだ。

　俺にとっては予想外の幸運。――しかし、これは俺も望んではいない事で。

「リア!?　なんで――」

　責めるような口調で問う俺に、必死に術を維い持じしながら、泣きそうな顔を向ける。

「イヤなんだもん！　まもってもらうだけなんて、イヤなんだもん……!!」

「そんな事は思ってない！　だけど今は――」

　涙なみだを浮かべての訴えに、『その姿で無理をするな』、そういう旨の言葉を返そうとした俺の耳に――その言葉が届いてくる。
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「――だって、わたしはかずきの『いいなずけ』だもん！　だから会いに来たんだもん!!　それなのに……こんな所で負けたくなんてない……!!」




　――え……？

　そう訴えてくる姿に、ウソや誇張を言っている様子は見られない。――というかそもそも、幼児状態ではウソ自体が言えないハズ。

　……いろいろと思い当たる節が浮かび、それらが一つに繋がった気がした。

　だが、今はそれ以上考えている時間は無い。見ると、リアの放つ氷の飛礫の弾幕が、明らかに薄うすくなっている。

　――イスカには悪いけど、この状況を利用させてもらう……！

　イスカが防御に徹している間に、俺は覚えたての回復術を試みる。初級の術だが、初心者の俺にはかなりの集中力が必要なため、戦闘中には使えそうになかった。

　――よし、これなら……!!

　術の効果を確かく認にん。完治には遠いが――とりあえず今は動けばいい。

　それが確認できたと、ほぼ同時。リアの術が止まった。

　見るとリアは、肩かたで息をしながら悔くやしそうにイスカを睨んでいる。

　そんなリアに感謝の想おもいを視線に乗せて送り――イスカに目を向ける。

「――今度こそ……！」

　体勢を立て直したイスカが、剣を持つ腕を狙って魔剣を振ふるい――




　イスカの剣が、金属音を立てて弾かれる。




「な――ッ!?」

　イスカの驚きよう愕がくの声。――それもそのはず。イスカの剣を受け止めたのは、『聖剣』ではなく『俺の左腕』。

「もらったッ!!」

　俺おれは聖剣をペンダントに戻し、『最初から魔術で隠していた』、左腕の篭手で防御。

　それと同時に、隙を見せたイスカの懐ふところに踏ふみ込み、掌底の一いち撃げきを腹部へ。

「グッ!?　こ、の――ッ!!」

　距離をとろうとしたイスカが後ろに跳び、追撃の蹴りは空を切る。

　――だけど本命はこっち……！

　左手を突き出す。その手に握ったペンダントの先端をイスカに向け――

「これで――ッ！」

　元の姿に戻る聖剣が、跳躍中のイスカを襲う。タイミング的に回避は不可能。

　――だが、イスカの顔に安堵の色が見えた。

　イスカはギリギリで、聖剣の間合いから逃れていた。俺の一撃は、当たっても浅い傷しか与えられない。――だけど。俺にはそれで十分で。




　蒼あおい剣閃が、イスカが隠し持っていた『鏡』を砕き、イスカの足に傷を刻んだ。




「――ッ!?　しまっ――!!」

　イスカが、傷の痛みも忘れて驚愕の声を上げる。それと同時に、砕けた『鏡』が光を放ち、更に戦況を見つめていた幼いリアも、光に包まれその姿が隠される。

「……最初から、これが目的でしたか。……和希、貴方は最初から、一人で戦っていたわけではなかった……！」

「そ。最初から『鏡』を壊す事が目的。ついでに機動力も奪えれば、ってね」

　鏡を持ってこない可能性は考えなかった。

　……この世界は言わば、イスカにとっては完全にアウェー。慎しん重ちようなイスカなら、最も安全な保管場所として『自分が持つ』という選択をするのは必然。

　そしてリアは、最初から連れてきていた。……ただ、あの状態では戦力に数えておらず、静かに隠れているようにと伝えてあったのだが――

「――結局、どう足掻いても俺一人じゃ勝てそうになかった。……だけど、何がなんでも負けたくなかったから、さ。――こんな『勇者様』は情けないかな、『お姫様』？」




「――そんな事はない。……ありがとう、和希」




　背後から聞こえたリアの声は、幼さのない、落ち着いた響きを持っていた。

「……イスカよ、事情は聞いている。だから恨み言は言わない。仕方の無い事だったとも思う。よって……和希を傷つけたこと、この一撃だけで許してやろう……！」

　そう言ったリアの前方には、すでに大きな魔ま法ほう陣じんが完成していた。金色に光るそれは、彼女の怒りを表すように、時折『パチパチ』と音を立てて電光を迸らせる。

　そして。冷たい汗あせを流し、戦せん慄りつの眼差しでそれを見ているイスカを見据え。




「これで終わりだ、イスカ！」




　術が、その威力を解放する。

　全身を呑み込むほどの光条が、一直線にイスカに迫せまる。

　回避しようと動いたイスカだったが、足の負傷がそれを許さず――諦めたような苦く笑しようと共に、光に呑まれた。





◆　◆






　――決着から、大体15分くらいが経っただろうか。

「……う。く…………あれ、ここは……？」

「――さっきの公園のベンチだよ。――怪我は治ってるはずだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……そうか私、負けて……。――って、あれ？　紅音、何で……？」

「うん、ちょっと話があって来たんだけど……アレがねぇ……？」

「……『アレ』？　……どうしたの、あの二人？」

「――ほら、リアが小さくなってた時、いろいろ素す直なおになってたから。その時の言動とか思い出して、かなり気まずくなってるみたいだねー」

「……あー、戦ってる時も、ちょっとやらかしてたよね……」

　――やかましいです。

　だけど確かに、戦いが終わったのに距離を掴めず、牽制し合って何も話せずにいる俺とリア。そんな俺おれ達たちには、新しい会話相手の登場はありがたく。

「っと。あー……イスカ、目が覚めたか。――大丈夫か？」

「う、うん……。――あ。……はい」

「――コホン。……戦いは終わったのだ。無理にその口調を使う必要は無かろう？」

「……うん、そうだね」

　話すべき事が決まっている相手の登場により、俺達も少しずつ調子を取とり戻もどしてきた。

「それで……私はこれから、どうすれば……？」

　そう恐おそる恐る訊いてくるイスカ。俺は言うべき事を頭でまとめながら。




「まぁ、帰りながら話すか」




「…………え？」

「うん、そうだね」「うむ、そうだな」

　即そく座ざに同意する紅音とリア。だがイスカだけは戸と惑まどいの声をあげる。

「ん？　どうした？」

「え、だって『帰る』って……私も？　本当に、和希の家に戻っていいの……？」

「ふむ？　忘れたのかイスカ？　我等は和希の師となる事を条件に、和希のご両親に学費を払ってもらっている。それに確か、イスカは宿泊費の代わりに家事を、という条件もあったはずだが？」

「え？　あ、うん。もちろん忘れてないけど……そうじゃなくて！　和希もリアも良いの!?　私は二人を裏切って――」




「別に、誰だれも裏切ってないだろ？」




「…………え？」

　多分そう思っているんだろうなと思っていたため、用意してあった言葉を口にする。

「お前は、誰も裏切ってない。俺達の事も、イスカの両親の事も。……だから、あんなに苦しそうに戦っていたんだろ？」

「え……？　でも私はリアを連れ去ろうとして、和希も傷つけて――」

「……ふむ。ではイスカよ、少し想像してみてほしい」

「え、えっと……？」

　戸惑っている様子のイスカだが、構わずに続けるリア。

「……仮に、和希がイスカと同じ状況だったとしよう。――もしも我等を傷つけたくないからと、アッサリと両親を切り捨てたら……どう思う？」

　戸惑っていたのに、そう問われると律儀に考えるイスカ。

「…………それはそれで、凄くイヤかも。軽く幻滅する、かな……？」

「うむ、私もそう思う。我等が信じる和希は、そんな性格ではないからな」

「うん、そうだね。…………あ」

　同意してから、気づいたらしい声を上げ、その顔に理解の色が浮うかぶ。

　――それはともかく……直球で言われると恥ずかしいんだが……。

　とは思いつつも、やはり悔しいので顔には出さないように努め、話を続ける。

「ま、そういう事。……俺達が信じるイスカ像は、全く裏切られてない。――とはいえ、さすがに気にするなってのは無理か……ふむ」

　俺もリアも、紅音からイスカの事情は聞いたため、仕方が無かったと思って割り切っている。だが、お咎め全く無しでは、当人の気が済まないのだろう。

「――じゃあ疲つかれてるだろうが、帰ったら美う味まい夜食頼む。……緊きん張ちよう解けたら腹減った」

「は……？　……あ。う、うんっ！」

　呆気にとられた顔をしたイスカだが、理解すると、嬉しそうな笑え顔がおで元気に応こたえた。

　――さて……腹筋30回かぁ……。

　そんなアホな事を考えている間、女性二名は呆あきれたような笑みを浮かべていた。

「で、そろそろ私の用件、いいかな？　――はいコレ。イスカが出掛けた後、ウチに届いた」

「え、私に……？」

　紅音がイスカに渡わたしたのは、一通の手紙。

　飾り気のないそれは、覗のぞき見た限り、宛先であるイスカの名前以外は書いていない。

　ただ……重要なものである事を示すように、封筒の開け口が蝋で封印してある。その封蝋には、太陽をモチーフにしてあるらしい紋章が。

「この紋章……王家の!?　って事は勅命!?」

　慌あわてて――それでも極力、封蝋の紋章を壊こわさないよう気を付けながら封を開けるイスカ。

「……ふむ」

　中から取り出した便箋を広げるイスカを見て、リアが魔術で小さな明かりを作る。

「あ。ありがと、リア」

　封筒の中に入っていた便箋は二枚。最初の一枚を読み進めるイスカの表情が、複雑なモノになっていく。

「……どうした？」

「……うん。コレ、調査報告書兼、謝罪で……。内容が――」




　話を要約すると。

　どうやら今回イスカに下された命令は、全すべてとある幹部の独断だったらしい。

　魔族を敵視するその幹部は、『国の意向』と言ってイスカの両親を騙し、イスカに命令を実行させた。

　……そして問題になった場合は、自分は知らぬ存ぜぬで通し、イスカとその両親に罪を擦り付けるつもりですらあったそうだ。




「……どこの国にも、下衆な輩は居るものだな」

　苦い顔で言うリア。……彼女も王族として、思う事があるのだろう。

「うん……でも処罰されるみたい。王から『監督不行き届きで、迷惑かけて悪かった』って。……あと、リアを連れて来いって命令、父さん達たちが受けろって強く言ってきたんだけど。……あれも、私がこっちの世界で酷い目に遭ってるって騙されてたからみたい。――『だから、悪く思わないでやってほしい』って……」

「……それ、本当に国王が書いたのか……？」

　王家の紋章が施ほどこされていたのだから、間違いは無いのだろう。だが側近でもない一配下に、まるで知人に送るような、気き遣づかいにあふれた丁てい寧ねいな内容だった。

「まったく……本当にマメな人だねー」

　そう言う紅音は、呆れたような顔ながら、どこか嬉しそうですらあって。

「ふむ、まぁ良かったではないか。任務失敗の責を問われないばかりか、おそらく謝礼も出るだろう。――それで、二枚目は何が？」

「――うん、今読んでるけど……新しい指令」

「指令？」

「うん……『その世界に居る方々は、一人でこちらの情勢を動かしかねない重要人物。それが今回の件で露呈してしまった。よって貴君は、その世界に留まり彼かれらを警護すべし』だって……」

「ふむ、という事はつまり？」




「えっと……これからもお願いしますっ！」




　涙すら浮かべた嬉しそうな顔で、頭を下げるイスカ。それに対して。

「「「 はい、こちらこそ 」」」

　俺たちは、笑顔でそう返した――




「さて。ひと段落付いたところで、いい加減帰ろうか。――腹も減ったし」

「あ、イスカに何か作ってもらうんだよね？　私もご馳ち走そうになっていい？」

「うん！　多分、そんなに手間は変わらないし」

　紅音にそう答えるイスカは、楽しそうな笑み。料理を含ふくむ家事全般が趣しゆ味みというのは、やはり本当らしい。

「私も異存は無いが……太るぞ紅音？」

「ああ、大丈夫。私、太らない体質だから」

「……なのにそれだけ出るトコ出ているのは、一つの奇跡だと思うのだが……」

　リアが少し妬ましそうに言うように……行動に色気が無いため、あまり意識しないで済んでいるが、確かに紅音のスタイルはかなりのモノで。

「んー。コレはコレで、動くのに邪じや魔まになるから面倒なんだけどね。バカ共の視線集めるし……ん？」

　と、そこまで言った紅音は、俺とリアを見て『ニヤリ』と意地の悪い笑みを浮かべる。

「……な、なんだ？」




「ふっふっふ、大丈夫だよリア。キミの『許嫁いいなずけ』は非巨乳派だから♪」




「「 ――――ッ!? 」」

　俺とリアは揃そろって『ギクリ』と固まる。

　――紅音のヤツ、わかってて蒸し返しやがった……！

　リア（幼）が暴露した、俺達の『許嫁』という関係。……それはおそらく真実なのだろう。思い返せば、親おや父じやリアの言動に思い当たるフシがある。

　ただ、わからない点もいくつか。だから訊かなければいけないのだが……事が事だけに、言い出せなかったわけで。

　そして、こうして話が出てしまった以上、訊くしかないわけで……。

「……な、なぁ？　その……『許嫁』ってのは……？」

　口調が思いっきりヘタレたが、とりあえず口に出来た。対するリアは、頬ほおを染め、視線を逸らしながら口を開く。

「……う、うむ。…………事実だが、それが何か？」

　開き直ったように言うリア。俺が『どうやって話を続けよう』と考えていると。

「でも……なんで魔ま王おう家のリアと、勇者の子孫の和希がそんな関係に？　普ふ通つう、敵対していてもおかしくないと思うんだけど？」

「そ、そうそれだ！　俺もそれが疑問だった……！」

　話に割り込んできてくれたイスカに便乗して訊く。

　俺の予想では、親父は異世界の両種族の王家と面識がある。そして、停戦状態の維持に力を注いでいるのだろう。

　おそらくその関係だとは思うのだが、それならば、両種族の王家の遠戚同士を婚姻させるのが確実かつ手っ取り早い。

　勇者の末まつ裔えいは、『魔族の敵』という象しよう徴ちよう。その意味はわかるのだが、それをいきなり王女とくっつけるというのは……メリットとデメリットが釣り合わない気がする。

「ふ、ふむ、その事か……。――コホン。実は、両族の王家と関係者、側近しか知らない歴史の裏側の話でな」

「「 歴史の裏側……？ 」」

　首を傾かしげる俺とイスカ。紅音は傍ぼう観かん者しやの位置で、楽しそうに様子を見ている。

「……和希よ。私は和希に、勇者は何をしたと言った？」

「は？　……いや、普通に『魔王を倒たおした』って……」

　思い返すが、それ以外に特別な事を聞いた記き憶おくは無い。

「うむ。それが世界に広まっている常識だ。だが和希、私はそうは言っていないぞ？」

「……は？　……あー、そう言えば『魔王を堕とした』って言ったっけ？　でも結局、どっちでも意味が変わらな――……待て。……ちょっと待て、まさか――」

　勇者が魔王を『おとした』。『おとす』という言葉には複数の意味があり……勇者が男である以上、仮に魔王が女性だった場合、その意味は……？




「うむ、そういう事だ。勇者（♂）は、魔王（♀）をオトした（恋れん愛あい的な意味で）。結果生まれたのが和希の祖父だ」




「ウチの曾爺ちゃん何やってんのッ!?」

「……その反応は尤もだ。だが、納なつ得とくしてもらえたか？　つまり勇者の一族は、魔王の直系でもある。よってその血を魔王家に入れる事は、真の直系の血を取り戻すという事。魔族にとって、この意味は大きい」

「だけど……それだと人族側が黙だまっていないんじゃ？」

　人族側にとって、自分達の英雄が敵側に付くという意味に他ならない。――しかし、それを否定したのは、当の人族のイスカ。

「ううん、そうでもないよ和希。――最初から争あらそう理由が無かった。そういう展開に持っていきたいんだよね？」

「うむ、その通りだ。当時この事実は、両種族上層部の面子というふざけた理由で握にぎり潰された。だが……当時の戦いの旗印二人が、実はとっくに和解していた。この事実を利用することで、争い続ける事が間ま違ちがいだと、世に知らしめる。――私と和希の婚姻は、その計画の一環。それだけの大きな意味を持つ。……理解してもらえたか？」

「…………ああ、理解した」

　理解は、した。……理解はしたのだが、それはそれで非常に面白くない。




「――うん、なるほどねー。…………で？」




「――ッ!?　……『で？』とは、どういう意味だ？」

　紅音の問いかけに、なぜかリアが『ギクリ』と反応。

　その理由がいまいち分からない俺は、黙って様子を見ることにする。

「うん、だってさ？　それだけなら、今まで和希に言わない理由が無いよね？　それにさっきからの反応とか。――本当に、ただの政略結けつ婚こん？」

「――――ッ!!」

　……言われてみれば。政略結婚を意図されている、というのは事実だろう。だけどそれとは別に、リアが早い段階から想いを寄せてくれていたのは事実なわけで。

「…………………………………………（仕方ないではないか）」

「――え？」

　俯うつむいたままのリアが、何かを呟いた。思わず訊き返したのだが――




「し、仕方ないだろうが！　一目惚れは私のせいではないッ!!」




「……え、えーっと……？」「わー、ぶっちゃけたなー」

　開き直ったリアの発言に、戸惑った様子のイスカと、楽しげな紅音。

「あー……だが、リアって別に面食いじゃないだろ……？　ついでに言うなら俺、惚れられるようなイケメンじゃないと思うんだが……？」

「うるさいわ血脈的スケコマシが！　……幼い頃ころから将来の相手だと言われてきたんだぞ？　娯ご楽らくの少ない城暮らしで――ずっと会うのを楽しみにしていたんだぞ？　会った瞬しゆん間かんに補正掛かっていても仕方が無いだろうが!?」

　――嬉しくないこともないが……堂々と『補正掛かってた』って言われたよ？

「初っ端から、あんな会話を始めた理由は――」

「思わず先走った上で照れ隠しだ悪いか!?　当初は厳おごそかな雰ふん囲い気きを演じて主導権を握ろうと考えていたのに、一瞬で台無しにされたわ！」

　……なんというか。こう、喜んでいいのか微び妙みようなラインの暴露を、逆ギレ的にまくしたてられると――

「同じ布ふ団とんで寝ねる事になったのは……？」

「憧れ＆一目惚れでハイになった勢いで憧れのシチュに持っていったはいいが、ずっと頭の中で『私は何を!?』と『グッジョブ、私！』が交互に繰り返されて、大した話も出来なかった！　もっとこう……雰ふん囲い気き溢あふれる展開を夢見ていたのにどうしてくれる!?」

　……ムカついてくるわけで。……しかもよく考えてみれば、俺、悪くないよな？




　――つーか。　『惚れさせられた』のは。　むしろ。　俺の方だよな……!?




「――やっかましいわ責任転嫁も甚だしい！　会った当初から意味不明な好意向けられたせいで散々意識させられて、なのに手を出したらハルマゲドンって言うから理性フル活用で悶もん々もん抑おさえてたのに人ひと懐なつっこいネコみたいにすり寄って来やがって！　釣られて惚れ返しちまったじゃねぇか責任取りやがれ!!」




「なっ――!?　せ、責任云うん々ぬんは男の負担だろうが！　大体ただの気の迷い的な一目惚れならすぐに目を覚ます自信はあった!!　なのに無む駄だに男気は有る面めん倒どう見は良い近所の評判も良いクラス人気も上々そのクセ人恋しい子供みたいな面まで見せおって私をキュン死させる気か!?　和希こそ私をマジ惚れさせた責任を取れ!!」




「くっ――!?　い、いいだろう喜んで取ってやるわ責任！　だがお前も覚かく悟ごしとけよコラ　こちとら自慢じゃねぇが恋愛なんざ初めてで妄もう想そう抱えまくりの思春期ＤＴだ男の煩悩甘くみるなハルマゲドン上等で手を出す可能性が無いと思うなこの美少女がッ!!」




「つッ――!?　そ、そっちこそ私の夢見がち具合を甘く見るな！　子供の頃から会ったらどうしようこうしようと想像膨らましていたら会った瞬間に瞬殺一目惚れもらったのだ更に乙おと女めファンタジーが肥大化して当然というかそもそも覚悟も無しに異性と同どう衾きんなど出来るわけがないだろうがこの朴念仁だがそれが良い!!」




「ぐっ――!?　お、ＯＫいい度胸だその言葉忘れるな俺の嫁！　そのうち結婚したら子供一人で済むと思うなっつーか何なら今から――」




「「　ど こ ま で 行 く 気 !?　」」

　呆気に取られていたみたいだが、我に返って慌てた様子で止めてくれた紅音とイスカ。

　というか紅音がここまで慌てた所は、かなり久しぶりに見た気がする。

「「 止めてくれてありがとう。でも、もう少し早く止めてほしかった 」」

「知らねーよ！　煽ったの私だけど、一煽りでそんな爆裂するなと！」

　――それだけ色々溜まっていたと、ご理解ください。

「え、えーっと？　そ、それで和希とリア、これからどうするの……？」

　引きつった笑えみを浮かべて訊いてくるイスカ。

　――いや、どうするも何も、あそこまで暴走した後だと……。

　リアの様子を窺うかがうと、まだ少し頬が紅あかいながらも、大分落ち着いてきている様子。

　向こうもこちらを見て安心したような顔をしている事から、多分俺の顔も似た様なものだろう。ならば……開き直る事にする。

「んー、まぁ既すでにお互たがい重症っぽいから、『許嫁』っていうか、とりあえず恋こい人びと？」

「うむ、そうだな。よろしく頼たのむ、和希」

　言い合いながら、お互いに右手を出し。そのまま握手――ではなく、ハイタッチの要領で手の平を打ち合わせる。

『パァン』という、気持ちの良い音が響き。

　何かフッきれて『新しい事が始まる』、そんな気がした。

「……ふむ。さっきの様なドキドキ感も良いが、こっちの方がシックリ来るな」

「――だな。ま、こちらこそよろしく頼む、リア」

　そう言って、不敵な笑みを交かわし合う俺達。

「……なんだか、一気に落ち着いちゃったねぇ？」

「落ち着かなかった方が良いみたいな言い方だな？　……まぁ、あんだけ暴走しちゃったからなー……。悪いが、最早俺達に失うモノは無い」

「……うむ。敢あえて言うなら意地くらいか？　――この先、必ず和希を私以上にデレさせてみせる。スタートが私からだった以上、負けっぱなしは少し悔しい」

　そう言ってくるリアを見て、俺達が似た者同士だと再さい認にん識しき。――で、ある以上、俺も負けたくないと思うわけで。

「ＯＫ、その勝負受けて立つ。……言っておくがリア、お前は幼児形態のときの負債、かなり抱えている事を忘れていないだろうな？」

「――ッ！　……あ、あれは状態異常時だから無効だろう？」

　やはり、全て覚えているらしい。顔を紅くして慌てる姿を『可愛かわいい』とか思ってしまったのが悔しいため、もう少しイジる事にする。

「いやー、可愛かったなー？『かずきといっしょがいい……！』とか言って俗にいう『だいしゅきホールド』までされちゃったしなあ？　あれってリアの願望か？　そうだったら今の姿なら喜んで――――あ、あれ……？」

　反応が無いのを不ふ審しんに思い、イヤな予感と共に目を向けると……なぜかリアは、指を光らせて魔法陣を描いていた。

「――え、えーと……？　なぜこのタイミングで、魔ま術じゆつの用意などをなさって……？」

「ああ……そんなにアレが好きなら、アレ以上のをお見舞いしてあげようか、と」

　妙みように底冷えする声でそう言ったリアは――最後に指を鳴らして術を発動。

　すると……公園の木々の根、枝、蔦が蠢き、俺の方に……？

「…………待てリア。何をするつもりだ……？」

「うむ。抱きつかれるのが好きらしいからな。――たくさん抱きしめてもらえ」

　その言葉と共に、一いつ斉せいに植物が伸びて来て――




「ちょッ!?　こ、これ『抱きつき』じゃなくて『絡からみ付き』!!　ちょまッ!?　触手ネタはやめえええええええええええええええええええッ!!」




「……ね、ねぇ紅音？　止めてあげた方がいいんじゃないかな……？」

「いや、大丈夫でしょ？　じゃれ合ってるだけみたいだし。――先に帰ってよ？」

　そう言って歩き去って行く紅音とイスカ。




「ちょっ!?　止めてえええええええええええええッ!!」







終章　デレた二人トウルース　オとその背後ブ　グローリー







「あ、おかえり」

　家に帰り着くと、ソファーで紅あか音ねがくつろいでいた。キッチンの方では、早さつ速そくイスカが何かを作っている。――並べてあるモノから察するに……冷製パスタあたりか。

「……薄情者どもめ……」

「いやー、私も馬に蹴られたくないし？　それに、本当にヤバそうだったら流石さすがに止めたけど――必要だった？」

　そう、ニヤニヤしながら言ってくる紅音から目を逸そらし、後ろのリアに目を向けると。

「………………ふん」

　少し頬を紅くしたまま目を逸らすリア。……それを見ると。

「――いえ、必要ゴザイマセンデシタ。ゴ配慮ニ感謝イタシマスル」

「だよねー♪」

　……ドヤ顔がムカつく。俺はコートを脱ぬいでから、わざと紅音と離はなれた場所に座すわる。

「――リアも、ムスっとした顔で立ってないで座ったら？　…………おーい、リア～？　……『リアちゃん』～♪」

「だ、だから小さい時の事には触ふれるなッ!!」

　幼児形態のときの呼び方をされ、怒いかりと恥ずかしさで瞬しゆん間かん的てきに顔を紅くする。

　だが、これ以上触れられたくなかったのだろう。大人しくコートを脱いで……、座り慣れた場所に、……指定席と言わんばかりに座り――

「――今のうちに弁解させてもらう。……あの術は確かに、精神を幼児退行させる事で、自白への抵抗心を失くす――つまり、とても素直になってしまう、というモノだ。だが、思考パターンも幼児化しているため、あの姿での願望が即ち現在の願望というわけではない。わかったか？」

　……うん、それはそうなのだろう。俺だって冗じよう談だんで言っただけだし。

「――うん、わかった。わかったからとりあえず……現状を把は握あくしてみようか？」

「……む？　何のこと――」

　からかっていた紅音が呆気に取られているのを見て、不審に思った様子のリアは、辺りを見回し、真後ろの至近距きよ離りで俺と目が合う。……両方とも着席しているのに。

　――つまり、リアは俺の膝ひざの上に座っているわけで。

「…………ふあっ!?　ち、違ちがうぞ！　コレは幼児形態のときにクセになったからであって別に願望とかでは――!?」

　珍めずらしく本気で慌てているが――それでも退こうとしない所が本音な気がして。

「ッ!?　か、和かず希き……？」

　後ろからリアの腹部に手を回してみた。――別に抱きしめたのではなく、シートベルト的な感覚で。

「――好きなトコに座ればいいだろ？　……お互い様だし、別に負債とは思わない」

「ッ!?　……ふ、ふむ、なかなか良い心がけだ我わが眷属よ」

「中二病発言で照れ隠かくしだと!?」

　とかいうやり取りの間も手を退かさない俺と、むしろ寄りかかってくるリア。……そんな俺達に、呆れた顔をしている紅音。

「あー、はいはい。もうご自由に。そのまま二人羽織りで鍋焼きうどん食べれるようにでもなっちゃえばー？」

「あははっ、やっぱり楽しいねココは♪　出来たよ～」

　俺達のやり取りを見て微笑ほほえましそうに笑いながら、出来上がった料理を持ってきたイスカ。

　敵対していた事が嘘うそのような……だけど妙に落ち着く、ノンビリした空気。

　……これから当分、こういう関係が続いていくのだろう。そう思い……そう願った。




　そのとき。家の電話が着信を告げる。




「……ふむ、この時間にという事は……義父上か？」

「だろうなー……まぁ、報告する事も訊ききたい事もあったし、丁度良いか」

「報告というのは我等の事か？　そうだな。どちらの世界で入籍するかや、式の日取りの目星も付けておきたいな」

「だな。式をそっちの世界で挙げる場合、予算どうするかも問題だしな。そもそも俺おれ、そちらの世界の様式知らないから相場も分からないし」

「この国の『洋式』と大して変わらん。私としては神前結婚も興味あるのだが」

「――ちょ、どこまで本気!?」




「「 全部冗談。だけど将来的には結構本気 」」




　ツッコミに平然と返され、呆ぼう然ぜんとしてしまった紅音を横目に電話を取る。

　これから話す内容を考え、全員が聞けるようにスピーカーモードにして通話を開始。




『出るの遅ぇ！　イチャついてんじゃねぇよ!!』




「「「「　見てるの!?　」」」」

『いや、適当に言っただけだが……ほぅほぅ？　本当にイチャついていたのか』

　……またも出鼻を挫かれた。まぁ、それより今は気になる事が。

「特に心配してないって事は……やっぱり王様からの手紙、親父が関係してるのか」

『まぁ、半分はな。他にも動いた人は居る。保険としては効果的だったろ？』

「効果的過ぎて、戦う意味無かったがな」

　イスカへの指令が非合法である。その知らせがもっと早くに届いていれば、勝敗はおろか、戦う必要すらなかったわけで。

『ま、その結果だけ見ればそうだろうよ。だが……過程とそれ以外の結果を見ても、本当に意味無かったか？』

　言われて、少しリアに視線を向ける。

「…………」

　少し頬を染めて、顔を逸らされた。

「……そうでもない。一応、礼言っとく。――助かった。ありがとよ、親父」

『あいよ。しばらくは落ち着けるだろうから、安心してイチャついていろ』

　その発言を聞いて、リアの逸らした顔の角度と頬の赤みが更さらに増した。

「あ、っと、和希のお父上ですよね？　――イスカと申します。この度は本当にありがとうございました……！」

　今度はイスカが口を開き、親父に礼を。電話越ごしで姿は見えないにも拘かかわらず、受話器の前で深々と頭を下げてまで。

『おー、初めまして。和希の父の和かず彦ひこだ。ま、こちらも目的があっての事だ、気にするな。……それでも気になるんなら、ウチの息子むすことリアーナ王女をよろしく頼む』

「――その言い回し、本当に和希のお父上ですね。……かしこまりました。私の命が尽つきるまで、必ず……！」

　まるで騎き士しの様な事をエプロン姿で言うイスカに、軽く苦にが笑わらいを交わし合う俺達。

「……それはそうと。親父、どういう事だ？」

『ウチらの先祖が魔王すら口説いた『キング オブ スケコマシ』だっつー話か？』

「…………それは言うな。――じゃなくて許嫁の話。なぜ言わなかった？」

『――ああ。まぁ……実はお前と王女が同じ年に生まれた時点で、そういう話にはなっていたんだわ。だが……将来的にお前がどう育つかわからなかったからな。……いくら知り合いとはいえ、王女にロクデナシ押おしつけるわけにもいかないだろ？　で、そろそろ教えてもいいかなーって思い始めた頃に、お前は中二病を患い始めてなぁ……』

「…………悪かった。そこから先は言わなくていい」

『子供の頃から熱心に『か○はめ波』を練習する子だったが、カラーコンタクトの購入を真しん剣けんに悩なやんでいるのを知ったとき、育て方失敗したかなと――』

「言わなくていいと言うとるに!!　…………と、とにかく。そこら辺も全部言うって事は、その隠し設定は解放って事でいいのか？」

『ああ。どうせ近い内に言うつもりだったしな。立派に大きくなったムスコは、胸を張って堂々とそそり立たせる主義だ。ムッツリはイカン』

「どこのムスコさんの事を言っている!?」

　頭は回るクセに、それを悪ふざけにも全力使用するタチの悪い親父。

「っと、あと一つ。――やっぱり俺とリア、会った事あるのか？」

　生まれた時から仕組まれていたなら、本当に幼い頃に会っていてもおかしくない。そしてそれならば、最初から感じた親しみの理由も――




『いや、正真正銘の初対面』




「……へ？　いや、ならなんで俺、最初から親近感おぼえて……？」

『あー……ま、バラしてもいいか。いつも俺が送っているＤＶＤ、すぐ見れるか？』

「は？　……まぁ、見れるが……」

　親父が定期的に送ってきている、近きん況きよう報告という名の趣味映像。

『起動したか？　そしたら……７分辺りだったか。そこらに合わせてスロー再生』

　言われた通りに準備。そしてスロー再生。

「…………ん？　今、何か画面がブレた……？」

『おう、そこだ。そこで上う手まく一時停止させてみ？』

「地味に難易度高い気がするが？」

　そう言いつつも挑戦。――スローにして、確か……３・２・１、ここッ！

　運良く一発成功。そこに映っていたのは。

「……リアの写真……？　まさか……!?」

『はっはっは。ＤＶＤ一本に60枚前後、王女の写真を仕込んである』




「 息むす 子こ に サ ブ リ ミ ナ ル 仕 掛 け る な よ !! 」




　無意識下にリアの姿を刷り込まれていた。……要するに一種の洗脳――

『だが……おかしいんだよな。ソレ、洗脳っていう程の効果無いぞ？』

「は？　だがアンタ、10年以上に渡って――」

『まぁ、だからお前が感じた親近感の正体はソレだろうが……ああ、そういう事か。――和希。お前、紅音ちゃん以外の女の子と一定以上親しくなった事あるか？』

「……へ？　あー……いや。なんか回かい避ひしちゃって……」

　一度『何か違う』と感じると、そのまま無意識に避け――ってまさか……？

『女避け程度の効果はあったのかもな、アレ。お前【恋人が出来ても長続きしない】じゃなくて【恋人がそもそも出来ない】ってところが、俺も疑問だったんだわ』

「……つまり、昔から無意識に『リアを気にしていた』、だから女の子を避けて……？」

『で、免疫皆かい無むの所に、親密度ＭＡＸ状態の王女が登場。それでアッサリと？』

　……言われてみれば『女友達』への免疫はあっても、『恋れん愛あい対象になるかもしれない女の子』への免疫は、全くと言っていい程に無い。

「だ、だけど俺はリアと違って一目惚れじゃないぞ!?」

　横ではリアが、頬を紅くしながら不服そうな顔をしているが、今は無視。

『それに近い状態、ではあったんじゃないか？　例えば……そうだな。一目惚れを【即死】だとすれば、お前のは【重度の状態異常】的な。で、ご臨終にリーチ掛かかってる状態で、何かトドメになりそうな出来事でもあったとか。――心当たりは？』

　――『ただいま』、『おかえり』の、アレかなぁ……？

　何か反論したいのだが……悲しい事に、否定の余地が一いつ切さい無い。

『まぁ、なんだかんだで相あい性しよう良かっただけじゃね？　ある意味、お前も昔から王女に一いち途ずだったって言えるわけだし』




『許嫁』だと昔から言われて気にしていて、この世界に来て一目惚れしたリア。

　刷り込まれたせいでずっと気にしていて、会ってからは急速に惹ひかれていった俺。




　……言われてみれば境遇、というか状じよう況きようが凄すごく似ている気が……？

「……まぁ、相性が良いのは認める」

「……うむ。それは確かに」

　顔は向けず、お互いを窺う横目の視線が見事に交わる。……バツが悪そうに、少し頬を紅くしているリア。多分、俺も似た様な顔をしているのだろう。

「と、とにかく、和彦殿どの。和希も知った所で、これからは正式に婚約関係、という事になるのだろうか？」

『――私どもとしては、異存はありません。最終的な判断は王女と和希、当事者にお任せします。……和希、いいのか？　ぶっちゃけた話、いろんな意味で凄く重いぞ？』

　――まぁ確かに、もの凄く重い。……具体的には責任と愛が。

　だけど、既に重症どころか末期症状なのは自覚しているわけで。

「……色々仕組んでおいて勝手な事を。――イスカと戦ったときに、人生賭かける覚悟は決めてあるんだ。……そんな質問は今いま更さらだ、親父」

　言いながらリアに視線を向け、笑みを交わす。

　それは恋人同士が交わすモノ、と言うよりは戦友や悪友、『相棒』と呼ばれる間あいだ柄がらで交わすような、不敵な笑みで。

　そんな関係を楽しく――嬉しく思った。

『クハハハハッ！　覚悟が決まってんなら、こちらから言う事は無い。――ああ、そうだ。わかってるだろうが……和希。一応確かく認にんしておくわ』

「確認？　何をだ？」




『お前、こっちの問題解決するまでＤＴ捨てられないからな？』




「………………………………はい？」

　なにか、こう……とても下世話で、かつ凄く切実な指し摘てきをされた気が……？

『いや、だって。婚約したって言っても、まだ公表できないし。種族間対立がある程度落ち着いてからじゃないと、反感を煽るだけだろ？』

「……ま、まぁ、そうだが……」

『そんなわけで、例の『ヤッたらハルマゲドン!?』な状況は変わらない。ＯＫ？』

「――だが……ほら、例えばの話だが！　……バレなきゃ大だい丈じよう夫ぶじゃね？」

『体の変化って、魔ま力りよくにも影響出るみたいでな。多分、魔ま眼がんがステータス読みとるのと同じ感じなんだろうが、わかる奴やつにはわかるらしいな。ユニコーン的に』

「…………あー、そうなんだー？」

『それにな？　王女～？　もし和希が知らない相手でＤＴ捨ててきたら、どうします？』

　どストレートに繰り出された下世話な質問に、リアは揺るがず即そく答とう。




「ん？　当然、縊り殺すが？」




「く、くび……ッ!?」

『……思ってた以上のアレな反応に、おとうさん少しビックリしてるが、まぁそんな感じだ。理解したか？』

「……ＯＫ、理解した。つまり、早く両種族を丸め込めって話だな……！」

「う、うむ、間違ってはいないが……」

『予想外のところでやる気――ヤる気に火が点いたなー……。ま、まぁそんな所だ。――励め我が息子よ！』

　そんな、激励だか茶化しているのだか判断付かない（おそらく両方）言葉を投げて、通話を終わらせる親父。

　最後の話題の件で、少し気まずい俺とリアに、イスカが言葉を選びながら――

「えー……っと。――ご両親及および魔王家公認のご婚約、おめでとうございます？」

「「 ………………ありがとうございます 」」

　裏も表も一切無く、純じゆん粋すいに『この台詞でいいのかな？』といった様子で言うイスカに、俺とリアは脱だつ力りよくして苦笑いと共に返す。それを傍観者の位置で笑って見ている紅音。

「――ああ、そうだ和希。これを言っておかなければ」

　そんな中、リアが思い出した様に――少し口元に笑みを浮うかべ。




「不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いいたします」




　……その言葉への俺のリアクションは、敢えて明言しないでおく。

　――――とりあえず、『負債を大きく返済された』とだけ。





◆　◆






「……私にも話していない事、結構ありますよね？」

「ま、それなりに。ただ、王に許可はもらっている。そう悪い事は企たくらんでいないよ」

「……一応言っておきますが。私はこちらの世界の人間を優先します。こちらに来たイスカとリアも含ふくめて。――そちらの世界のために、こっちの人を犠牲にするような事は許しませんから、そのつもりで」

「了りよう解かい。――俺だって自分の息子を苦しめたくはないからねぇ。現・魔ま王おう様も親バカだし、現状はそう心配する必要はないかな」

「……ところで、息子さんの事はどう評価しています？」

「素質だけなら、イスカや王女はおろか俺以上だろうな。おまけに謎なぞの魔眼まで」

「……本当に、予め隠しておいて良かったですよ。下手したら一発でバレてました」

「王女達たちもまだまだ伸び代ありそうだし、今後も期待させてもらうさ」

「私も協力しますよ。あの三人は友達ですから。……そちらもお願いしますね、『調停者』倉くら橋はし和彦サマ？」

「はいはい。――ご協力、感謝いたします。『ソルフォリア王位継承権第八位』アカネ・ティリス・Ｍ・ソルフォリア様」







あとがき







　作中のごく一部のネタに、作者の黒くろ歴れき史しを元ネタとして使用しております。何ど処ことは言いませんが、はっはっは。………………家庭内トレジャーハンティング、マジ鬼き畜ちく。




　初めての方は、はじめまして。前作もお読みくださった方は、お久しぶりです。

　前作のせいで、バカップル書くのがクセになりつつある緋ひ月づきです。




　前作から一年以上が経過してしまい、忘れられていなければいいなー、などと思っていますが。四苦八苦しながら、ようやくこのお話が完成。

　もう複数レーベルで次々に新作出す先輩作家さん達は、本当に尊そん敬けいします……ッ！




　今回のコンセプトは、『非ひヘタレ、非鈍どん感かん、非ハーレムのラブコメ』。

　――と、奇きをてらったつもりでしたが……いざ書いてみると、そう珍しいモノでもない気が。バカップル物にすると、結構簡単に条件クリアできるんですねぇ……。

　とはいえ。実は最初からバカップル物にする気だったわけではなく。本当はダブルヒロインで三角関係にしようかなーとか思っていたのですが。

　……面白くなかったのでヒロイン一人の性別換えちゃったのが、今作の執筆作業の本当の始まりになったなと、今さらながらしみじみと（笑）。




　といった所で、そろそろ謝しや辞じに。

　色々な意味で迷めい走そうする私を見捨てず、適てき切せつな助言で導いてくださった担当のＫ様。

　私のセンスがゼロなため服装の設定等も丸投げしてしまったのに、素晴らしいイラストを描き上げてくださった三み嶋しまくろね様。

　編集部の方々。校正の方。デザイナーの方。

　皆さまのご協力のお蔭かげで、新しい物語を世に出す事ができました。心からの感謝とお礼を。ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします！

　そして、この本を手に取ってくださった読者様。本当にありがとうございます！




　――では、今回はこの辺で。またお会いできる事を願って……！







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


緋月 薙先生／三嶋くろね先生
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